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第１部　調査概要

1 調査名 教育に関する意識調査

2 目的 「（仮称）教育推進プラン・江東（第３期）」の策定にあたり、計画の基礎資料とするため、

「教育に関する意識調査」を実施し、調査結果の分析を行う。

3 調査対象者 調査対象者は以下の通り。

① 江東区民 住民基本台帳より無作為抽出によって18歳以上の江東区民を選定

② 小中学生 区立学校在校生より無作為抽出によって小学4年生～6年生、

中学1年～3年生を選定

③ ②の保護者

4 発送数 計8,000人

① 江東区民 2,000人

③ 小中学生 3,000人（各1,500人）

③ 保護者 3,000人

5 調査方法 調査対象者に郵送で調査協力のお願い状を送付する。

お願い状には回答フォームにリンクするQRコードおよび短縮URLを記載する。

本調査概要を説明する音声コードと半円切り欠き加工を施す。

お願い状は、小中学生と保護者のそれぞれの依頼状を同封し、郵送する。

小中学生および保護者は設問の概要のみ送付、区民は調査票と返信用封筒を同封した。

調査票に記載したURLまたはQRコードから、Web上の回答フォームに誘導する。

回答画面は原則として１問につき１画面で表示。

区民のみ返信用封筒を同封し、郵送での回答も可能とした。

6 設問数 ① 江東区民 25問

② 小中学生 34問

③ 保護者 41問

7 実施期間 調査発送 10月16日（水）

文面上〆切 10月31日（木）

延長後〆切 11月11日（月）

※調査依頼状に記載した回答締切は10月31日だったが、衆議院議員選挙と重なるなどで

   回答者への到着が遅くなったため、回収日を11月11日に延期した（SNSなどで回答依頼）。

8 有効回答数 計1,285人

① 江東区民 382人 回収率19.1％　（うち郵送回収220人、Web回収162人）

② 小中学生 435人 回収率14.5％

③ 保護者 468人 回収率15.6％

9 報告書の見方 回答結果の割合（％）は、各設問の回答者数（N）に対して、それぞれの回答数の割合を

小数点第2位を四捨五入して示しています。

単独回答（ひとつだけ）の場合は合計が100％になりますが、複数回答（いくつでも）の場合

は、合計が100%を超えることがあります。

小中学生は自由記述を除いて全問回答必須、保護者と区民は学校環境と自由記述を

除いて全問回答必須ですが、回答がない場合は「無回答」としてカウントをしています。

各設問「その他」がある場合は、代表的な回答を記載しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

第２部　江東区民向け調査結果

１　調査概要
（1）目的

　本調査は、「教育推進プラン・江東」の次期計画策定にあたり、江東区民を対象に、江東区の

　教育について、教育に関するニーズや課題等を抽出し、計画の基礎資料として活用するものです。

（2）対象

　18歳以上の江東区民…2,000人

　（住民基本台帳より無作為抽出）

（3）実施方法

　調査依頼文と回答用紙を同封し郵送。

　郵送回答または本人の入力によるWEB回答のいずれかの方法で回答。

（4）実施時期

　2024年10月16日～11月11日

　※調査依頼状に記載した回答締切は

　10月31日でしたが、衆議院議員選挙

　と重なるなどで回答者への到着が遅く

　なったため、回収日を11月11日に

　延期しました。

（5）回収結果

　江東区民（18歳以上）

　配布数…2,000人

　回収数…382人

　回収率…19.1％

　（内訳）

　郵送回収数…220人

　WEB回収数…162人

調査依頼文
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

２　集計結果 ※問10、問25を除いて全問回答必須

問1 あなたがお住まいの地区をお答えください。(ひとつだけ)

「豊洲」が20.2％と最も高く、次いで「大島」が13.6％、「亀戸」が12.6％と続いています。

2

3

4

5

6

7 N %

8 サンプル数 382 100%

9 白河 37 9.7%

N/A 小松橋 26 6.8%

富岡 41 10.7%

東陽 31 8.1%

豊洲 77 20.2%

亀戸 48 12.6%

大島 52 13.6%

砂町 37 9.7%

南砂 33 8.6%

無回答 0 0.0%

Nは回答者数を示しています。

%は回答者数に対して、各項目の回答数

の割合を、小数点第２位を四捨五入して

示しています。

（以下同）

白河

9.7%
小松橋

6.8%

富岡

10.7%

東陽

8.1%

豊洲

20.2%

亀戸

12.6%

大島

13.6%

砂町

9.7%

南砂

8.6%

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問2 あなたの年齢をお選びください。(ひとつだけ)

「70歳以上」が20.9％と最も高く、次いで「40～49歳」が19.6％、「50～59歳」が18.8％と続いています。

1 地区別では、白河・小松橋・亀戸は「40～49歳」が最も多く、富岡・東陽・砂町・南砂は「70歳以上」が、

2 豊洲は「30～39歳」が、大島は「50～59歳」が最も高くなっています。

3

4

5 N %

6 サンプル数 382 100%

7 18～19歳 3 0.8%

N/A 20～29歳 22 5.8%

30～39歳 63 16.5%

40～49歳 75 19.6%

50～59歳 72 18.8%

60～69歳 66 17.3%

70歳以上 80 20.9%

無回答 1 0.3%

18～19歳

0.8%
20～29歳

5.8%

30～39歳

16.5%

40～49歳

19.6%

50～59歳

18.8%

60～69歳

17.3%

70歳以上

20.9%

無回答

0.3%

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問3 あなたの性別をお答えください。(ひとつだけ)

「女性」が61.5％で、「男性」が36.1％でした。

1 年齢別では18～19歳、20～29歳は男性の割合が高く、それ以外の年齢では女性の割合が高くなっています。

2 地区別では、富岡は男性の割合が高く、それ以外の地区では女性の割合が高くなっています。

3

N/A

N %

サンプル数 382 100%

男性 138 36.1%

女性 235 61.5%

答えたくない 4 1.0%

無回答 5 1.3%

男性

36.1%

女性

61.5%

答えたくない

1.0%
無回答

1.3%

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問4 あなたの職業をお選びください。(ひとつだけ)

「無職（専業主婦・主夫含む）」が29.8％と最も高く、次いで「会社員・団体職員」が24.9％、

「会社役員・団体役員」が15.2％と続いています。

1

2

3 N %

4 サンプル数 382 100%

5 会社役員・団体役員 58 15.2%

6 会社員・団体職員 95 24.9%

7 自営・自由業 23 6.0%

8 公務員 8 2.1%

9 公立学校教職員 8 2.1%

10 それ以外の教育関係者 3 0.8%

N/A パート・アルバイト 52 13.6%

学生 6 1.6%

無職（専業主婦・主夫含む） 114 29.8%

その他 13 3.4%

無回答 2 0.5%

その他…自営業とアルバイト

会社役員・団体

役員

15.2%

会社員・団体職員

24.9%

自営・自由業

6.0%
公務員

2.1%

公立学校教職員

2.1%

それ以外の教

育関係者

0.8%

パート・アルバイト

13.6%

学生

1.6%

無職（専業主

婦・主夫含む）

29.8%

その他

3.4%

無回答

0.5%

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問5

「配偶者」が72.0％と最も高く、次いで「子」が51.6％、「同居している家族はいない（一人住まい）」が

13.6％と続いています。

1

2 地区別では、「配偶者」は豊洲（80.5％）が最も高い。また、「子」は小松橋（73.1％）が、「兄弟姉妹」は

3 南砂（15.2％）が最も高くなっています。一方、「一人住まい」は東陽（32.3％）が最も高くなっています。

4

5

6

7 N %

8 サンプル数 382 100%

N/A 配偶者 275 72.0%

子 197 51.6%

兄弟姉妹 15 3.9%

父母、義父母 37 9.7%

祖父母、義祖父母 3 0.8%

孫、ひ孫 4 1.0%

その他 6 1.6%

同居している家族はいない（一人住まい） 52 13.6%

無回答 1 0.3%

その他…婚約者、パートナー、友人

同居している家族について、あてはまるものをすべてお選びください。
 （あなたにとっての続柄でお答えください） (いくつでも)

72.0%

51.6%

3.9%

9.7%

0.8%

1.0%

1.6%

13.6%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

配偶者

子

兄弟姉妹

父母、義父母

祖父母、義祖父母

孫、ひ孫

その他

同居している家族はいない

無回答

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問6

お子様が江東区立の小中学校に通学したことが「ある」と回答した方は49.0％で、通学したことは「ない」

と回答した方は28.3％でした。

1

2 年齢別では、29歳以下が22.7％、30～39歳が17.5％、40～49歳は68.0％、50～59歳は

3 52.8％、60～69歳は56.1％、70歳以上は56.3％が「ある」と回答しています。

N/A 一方、「こどもはいない」は18～19歳が66.7％、20～29歳は40.9％が、30～39歳は23.8％が

40～49歳は29.2％が、50～59歳は16.7％が、60～69歳は16.7％が、70歳以上では13.8％が

回答しています。

N %

サンプル数 382 100%

ある 187 49.0%

ない 108 28.3%

こどもはいない 81 21.2%

無回答 6 1.6%

あなたのお子様は江東区立の小中学校に通学したことがありますか。(ひとつだけ)

ある

49.0%

ない

28.3%

こどもはいない

21.2%

無回答

1.6%

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

「社会性（協調性や思いやりの心など）を身に付ける」が83.0％と最も高く、次いで「規範意識（ルールやマナーなど）

を習得させる」が73.8％と続きました。

1

3 N %

6 サンプル数 382 100%

2
社会性（協調性や思いやりの心など）を
身に付ける

317 83.0%

5 基礎的な学力を向上させる 245 64.1%

7
規範意識（ルールやマナーなど）を習
得させる

282 73.8%

4 基本的な生活習慣を身につける 228 59.7%

10 問題を解決する力をつける 245 64.1%

8 コミュニケーション能力をつける 279 73.0%

11 自立心や向上心を習得する 238 62.3%

9 情報を活用する力を身につける 200 52.4%

12
音楽や美術等、芸術に親しむ心を持た
せる

152 39.8%

13 外国語を身に付ける 206 53.9%

N/A
グローバルに活躍できるような考え方を
持つ

184 48.2%

その他 22 5.8%

特に思いつかない 2 0.5%

無回答 2 0.5%

次に、こどもたちの教育についてお伺いします。
これからのこどもたちに必要だと思うことは何ですか。あてはまるものをすべてお選びくだ
さい。(いくつでも)

問7

n=382

「その他」の具体的な内容

応用力、忍耐力、文章の書き方を教える、

主体性、個性、偏りのない事実を知り・考

える、金融教育、ITスキル、経済学、レジリ

エンス、答えのない課題にチャレンジする

力 など

83.0%

73.8%

73.0%

64.1%

64.1%

62.3%

59.7%

53.9%

52.4%

48.2%

39.8%

5.8%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

社会性を身に付ける

規範意識を習得させる

コミュニケーション能力をつける

基礎的な学力を向上させる

問題を解決する力をつける

自立心や向上心を習得する

基本的な生活習慣を身につける

外国語を身に付ける

情報を活用する力を身につける

グローバルに活躍できるような考え方を持つ

音楽や美術等、芸術に親しむ心を持たせる

その他

特に思いつかない n=382

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問8

N %

サンプル数 382 100%

4 少人数指導・習熟度別による授業 118 30.9%

3 国際性を身につける教育 188 49.2%

2 いじめ・不登校対策 220 57.6%

7
基礎的な学力・体力向上に向けた取り
組み

226 59.2%

5 質の高い授業・教員の指導力の向上 176 46.1%

10 児童・生徒一人一人に応じた教育 144 37.7%

9 情報社会を生きる能力の育成 183 47.9%

8 自立に向けた教育（キャリア教育） 147 38.5%

6 学力・体力向上への発展的な取り組み 149 39.0%

15 学校の安全対策 163 42.7%

1 小中連携教育・一貫教育 39 10.2%

14 小学校入学前の幼児への教育 46 12.0%

13 家庭教育支援 74 19.4%

12 計画的な学校施設整備 78 20.4%

11
地域・家庭・学校が連携・協働する取り
組み

120 31.4%

16 その他 26 6.8%

17 重要だと思うものは特にない 2 0.5%

N/A 無回答 2 0.5%

これからの学校教育で、あなたは何が重要だと思いますか。あてはまるものをすべてお選び
ください。(いくつでも)

n=382

「基礎的な学力・体力向上に向けた取り組

み」 が59.2％と最も高く、次いで「いじめ・

不登校対策」が57.6％、「国際性を身につ

ける教育」 が49.2％と続きました。

こどもの区立小中学校通学経験について

「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで

「基礎的な学力・体力向上に向けた取り組

み」が最も高く、「ない」では同率で「国際

性を身につける教育」と 「いじめ・不登対

策」が続いています。次いで「ある」と「こど

もはいない」では「いじめ・不登校対策」が

続いています。

「その他」の具体的な内容

タブレットで新聞を作ったり写真を貼付した

りする、社会性、命の重要性、柔軟性、礼

に始まり礼に終わる道の精神、地域と世界

の経済・歴史・地理、正しい性教育、想像

力と具現化を見出す教育、人の痛みを知

る、個々人の主張を聞きそれにあった対

応をする、解決や吸収するプロセスを一緒

に考える など

59.2%

57.6%

49.2%

47.9%

46.1%

42.7%

39.0%

38.5%

37.7%

31.4%

30.9%

20.4%

19.4%

12.0%

10.2%

6.8%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

基礎的な学力・体力向上に向けた取り組み

いじめ・不登校対策

国際性を身につける教育

情報社会を生きる能力の育成

質の高い授業・教員の指導力の向上

学校の安全対策

学力・体力向上への発展的な取り組み

自立に向けた教育（キャリア教育）

児童・生徒一人一人に応じた教育

地域・家庭・学校が連携・協働する取り組み

少人数指導・習熟度別による授業

計画的な学校施設整備

家庭教育支援

小学校入学前の幼児への教育

小中連携教育・一貫教育

その他

重要だと思うものは特にない

n=382

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問9

「教員の資質・指導力の向上」が54.5％と最も高く、次いで「児童・生徒の安全対策」が52.9％、

「児童・生徒一人ひとりに対するきめ細かい対応」が44.0％と続きました。

3

4

1 N %

7 サンプル数 382 100%

8
児童・生徒一人ひとりに対するきめ細
かい対応

168 44.0%

2 特色ある教育活動・学校づくり 105 27.5%

9 教員の資質・指導力の向上 208 54.5%

5 児童・生徒の安全対策 202 52.9%

6 部活動の充実 82 21.5%

10 学校の情報発信 69 18.1%

11 学校施設・設備の充実 120 31.4%

N/A 学校と保護者とのコミュニケーション 112 29.3%

地域との交流 100 26.2%

その他 16 4.2%

特に望むことはない 8 2.1%

無回答 6 1.6%

あなたは、勉強以外に学校に期待することはありますか。あてはまるものをすべてお選びく
ださい。(いくつでも)

n=382

54.5%

52.9%

44.0%

31.4%

29.3%

27.5%

26.2%

21.5%

18.1%

4.2%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教員の資質・指導力の向上

児童・生徒の安全対策

児童・生徒に対するきめ細かい対応

学校施設・設備の充実

学校と保護者とのコミュニケーション

特色ある教育活動・学校づくり

地域との交流

部活動の充実

学校の情報発信

その他

特に望むことはない n=382

「その他」の具体的な内容

学校の透明性、保護者の協力・参画、宿

題や塾を必要としない効率の良い教育、

社会人の基礎教育、一人ひとりに対する

きめ細かい対応、教職員の確保・負担軽

減、家庭や塾では実行しにくい学習や経

験への注力 など

割合の高い順に並び替えをしています。

p.12



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問10

m1 快適な教室空間

「重要」が47.9％と最も高く、「とても重要」は36.1％でした。快適な教室空間について、84.0％が重要だと

思っています。

1

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「重要」が最も高く、

3 「ある」では44.9％、「ない」は「48.1％」、「こどもはいない」は53.1％が回答しています。

4

5

N/A N %

サンプル数 382 100%

とても重要 138 36.1%

重要 183 47.9%

どちらでもない 46 12.0%

あまり重要でない 3 0.8%

まったく重要でない 0 0.0%

無回答 12 3.1%

小学校、中学校の環境で重要だと思う事は何ですか。（それぞれひとつずつ）
(5段階評価)

とても重要

36.1%

重要

47.9%

どちらでもない

12.0%

あまり重要でな

い

0.8%
無回答

3.1%

n=382

p.13



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m2 ICT環境の充実

「重要」が49.0％と最も高く、「とても重要」が26.7％でした。ICT環境の充実について、75.7％が

重要だと思っています。

1

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「重要」が最も高く、

3 「ある」は44.9％、「ない」は50.9％、「こどもはいない」では53.1％でした。

4

5 N %

N/A サンプル数 382 100%

とても重要 102 26.7%

重要 187 49.0%

どちらでもない 59 15.4%

あまり重要でない 10 2.6%

まったく重要でない 5 1.3%

無回答 19 5.0%

とても重要

26.7%

重要

49.0%

どちらでもない

15.4%

あまり重要でな

い

2.6%

まったく重要で

ない

1.3%

無回答

5.0%

n=382

p.14



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m3 バリアフリー・ジェンダーフリーの設備

「重要」が42.9％と最も高く、「どちらでもない」が28.3％でした。バリアフリー・ジェンダーフリーの設備について、

60.2％が重要だと思っています。

1

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「重要」が最も高く、

3 「ある」は41.7％、「ない」は43.5％、「こどもはいない」では43.2％でした。

4 一方、年齢別では各年代「重要」が最も高い中、50～59歳は54.2％と半数以上でした。

5

N/A N %

サンプル数 382 100%

とても重要 66 17.3%

重要 164 42.9%

どちらでもない 108 28.3%

あまり重要でない 18 4.7%

まったく重要でない 8 2.1%

無回答 18 4.7%

とても重要

17.3%

重要

42.9%

どちらでもない

28.3%

あまり重要でな

い

4.7%

まったく重要で

ない

2.1% 無回答

4.7%

n=382

p.15



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m4 防災性に優れた校舎

「とても重要」が56.0％と最も高く、「重要」は36.6％でした。防災性に優れた校舎について、92.6％が

重要だと思っています。

1

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「とても重要」が最も高く、

3 「ある」では53.5％、「ない」は61.6％、「こどもはいない」では55.6％でした。また、年代別では18歳～69歳まで

4 「とても重要」が最も高く、18～59歳までは「全く重要ではない」・「あまり重要ではない」が0.0％でした。

5

N/A N %

サンプル数 382 100%

とても重要 214 56.0%

重要 140 36.6%

どちらでもない 15 3.9%

あまり重要でない 1 0.3%

まったく重要でない 2 0.5%

無回答 10 2.6%

とても重要

56.0%

重要

36.6%

どちらでもない

3.9%

あまり重要でな

い

0.3%

まったく重要で

ない

0.5%

無回答

2.6%

n=382

p.16



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m5 環境への配慮（緑化、木質化、太陽光・雨水利用など）

「重要」が49.5％と最も高く、「どちらでもない」が23.6％でした。緑化や太陽光の利用など、環境への配慮について、

67.8％が重要だと思っています。

1

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「重要」が最も高く、

3 「ある」は55.1％、「ない」は40.7％、「こどもはいない」では46.9％でした。また、「あまり重要でない」・

4 「全く重要でない」の合計は、「ある」では2.2％、「ない」では5.6％、「こどもはいない」では14.8％でした。

5

N/A N %

サンプル数 382 100%

とても重要 70 18.3%

重要 189 49.5%

どちらでもない 90 23.6%

あまり重要でない 15 3.9%

まったく重要でない 7 1.8%

無回答 11 2.9%

とても重要

18.3%

重要

49.5%

どちらでもない

23.6%

あまり重要でな

い

3.9%

まったく重要で

ない

1.8%

無回答

2.9%

n=382

p.17



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m6 プライバシーの配慮

「重要」が41.4％と最も高く、「とても重要」が26.7％でした。プライバシーの配慮について、68.1％が

重要だと思っています。

1

2 「とても重要」・「重要」の合計について、こどもの区立小中学校通学経験について「ある」は68.4％、

3 「ない」は70.4％、「こどもはいない」では63.0％でした。「あまり重要でない」「全く重要でない」の合計については、

4 「ある」は4.3％、「ない」は4.6％、「こどもはいない」は7.4％でした。

5

N/A N %

サンプル数 382 100%

とても重要 102 26.7%

重要 158 41.4%

どちらでもない 89 23.3%

あまり重要でない 16 4.2%

まったく重要でない 3 0.8%

無回答 14 3.7%

とても重要

26.7%

重要

41.4%

どちらでもない

23.3%

あまり重要でな

い

4.2%

まったく重要で

ない

0.8% 無回答

3.7%

n=382

p.18



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

m7 地域と交流できるようなスペースの設置

「どちらでもない」が38.7％と最も高く、「重要」は34.0％でした。地域と交流できるようなスペースの設置について、

43.2％が重要だと思っている一方、14.4％は重要ではないと思っています。

1

2

3 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「どちらでもない」が最も高く、

4 次いで「重要」が続いています。一方、年齢別では18～19歳は「とても重要」「あまり重要でない」が同率で最も高く、

5 20～29歳では「とても重要」「どちらでもない」が同率で、30～39歳では「重要」「どちらでもない」が同率、

N/A 40～49歳・50～59歳は「どちらでもない」、60～69歳は「重要」「どちらでもない」が同率、70歳以上では

「重要」が最も高い結果でした。

N %

サンプル数 382 100%

とても重要 35 9.2%

重要 130 34.0%

どちらでもない 148 38.7%

あまり重要でない 44 11.5%

まったく重要でない 11 2.9%

無回答 14 3.7%

とても重要

9.2%

重要

34.0%

どちらでもない

38.7%

あまり重要でな

い

11.5%

まったく重要で

ない

2.9%

無回答

3.7%

n=382

p.19



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問10 各項目結果比較

小学校・中学校の環境で重要だと思うこと7項目の結果を示しています。

「防災性に優れた校舎」は他の項目に比べて、重要という回答が多い結果でした。

一方、「地域と交流できるようなスペースの設置」は最も低い結果でした。

とても重要 重要
どちら
でも
ない

あまり
重要
でな
い

全く
重要
でな
い

無回
答

快適な教室空間 36.1 47.9 12.0 0.8 0.0 3.1

ICT環境の充実 26.7 49.0 15.4 2.6 1.3 5.0

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾌﾘｰの設備 17.3 42.9 28.3 4.7 2.1 4.7

防災性に優れた校舎 56.0 36.6 3.9 0.3 0.5 2.6

環境に配慮されたつくり 18.3 49.5 23.6 3.9 1.8 2.9

プライバシーの配慮 26.7 41.4 23.3 4.2 0.8 3.7

地域との交流スペース 9.2 34.0 38.7 11.5 2.9 3.7

36.1

26.7

17.3

56.0

18.3

26.7

9.2

47.9

49.0

42.9

36.6

49.5

41.4

34.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

快適な教室空間

ICT環境の充実

バリアフリーの設備

防災性に優れた校舎

環境への配慮

プライバシーの配慮

地域と交流できるスペース

とても重要 重要 どちらでもない あまり重要でない まったく重要でない 無回答

p.20



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問11

「いじめ・不登校の未然防止」が66.8％と最も高く、次いで「特別な支援を必要とするこどもへの個に応じた支援の

充実」が46.3％、「道徳教育の推進」が45.0％と続いています。

3

1 N %

8 サンプル数 382 100%

10
特別な支援を必要とするこどもへの個
に応じた支援の充実

177 46.3%

2
インクルーシブ（多様なこどもたちが同
じ場所で学びあう）教育の推進

163 42.7%

4 いじめ・不登校の未然防止 255 66.8%

11 不登校児童・生徒への支援の充実 160 41.9%

7
外国籍のこどもなど、多言語に対応し
た日本語指導等の支援の充実

114 29.8%

6 学校施設・設備の改修 121 31.7%

5 教育相談体制の充実 122 31.9%

12 道徳教育の推進 172 45.0%

9 ジェンダーレスの理解 104 27.2%

13 個性の尊重 167 43.7%

14 教職員の専門性の向上 145 38.0%

N/A 関係機関の連携強化 105 27.5%

その他 12 3.1%

重要だと思うものは特にない 6 1.6%

無回答 10 2.6%

近年、教育現場においてもニーズが多様化しています。それに対応するために、あなたは何
が重要だと思いますか。(いくつでも)

n=382

66.8%

46.3%

45.0%

43.7%

42.7%

41.9%

38.0%

31.9%

31.7%

29.8%

27.5%

27.2%

3.1%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

いじめ・不登校の未然防止

特別な支援の充実

道徳教育の推進

個性の尊重

インクルーシブ教育の推進

不登校児童・生徒への支援の充実

教職員の専門性の向上

教育相談体制の充実

学校施設・設備の改修

多言語に対応した日本語指導等

関係機関の連携強化

ジェンダーレスの理解

その他

重要だと思うものは特にない

n=382

「その他」の具体的な内容

特別支援学級には専門の教育を配置、

発達障害のきめ細かい支援と配慮、家庭

での躾をアナウンス、雑務の外注・省力化

（2）、教員数の向上、外部人材の柔軟な

活用、文化芸術を通したコミュニケーショ

ン

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問12

「写真や映像、イラストなどのデジタル教材を活用できる」が55.5％と最も高く、次いで「情報活用能力が育成できる」

が51.0％、「登校できなくても学びの機会が確保できる」が48.7％と続いています。

6

7 N %

3 サンプル数 382 100%

2 個人のペースで学習できる 155 40.6%

1 同じ内容を繰り返して学習できる 179 46.9%

9
登校できなくても学びの機会が確保で
きる

186 48.7%

5
他の学校や海外などの児童生徒とのコ
ミュニケーションがとれる

109 28.5%

4
教師の説明時間の短縮等により、効率
的な授業ができる

125 32.7%

8
写真や映像、イラストなどのデジタル教
材を活用できる

212 55.5%

10 情報活用能力が育成できる 195 51.0%

11 自由な時間に学ぶことができる 93 24.3%

N/A
情報セキュリティーや情報モラルマ
ナーについて学習できる

153 40.1%

その他 25 6.5%

タブレット端末は教育に必要ない 22 5.8%

無回答 12 3.1%

現在、江東区の小中学生で配布し、事業などで活用しているタブレット端末についてお伺い
します。タブレット端末を活用した教育で重要と思うことは何ですか。(いくつでも)

n=382

「その他」の具体的な内容

タブレットの反応が悪い、プログラミング教

育、リスニング、家庭での時間管理が必要、

社会とつながりながら学習できる、時間制

限が必要、現物を見る機会を用意 など

55.5%

51.0%

48.7%

46.9%

40.6%

40.1%

32.7%

28.5%

24.3%

6.5%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

写真や映像、イラストなどを活用できる

情報活用能力が育成できる

登校できなくても学びの機会が確保できる

同じ内容を繰り返して学習できる

個人のペースで学習できる

セキュリティーなどについて学習できる

効率的な授業ができる

他の学校や海外などとのコミュニケーション

自由な時間に学ぶことができる

その他

タブレット端末は教育に必要ない

n=382

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問13

江東区の教育環境について、「とても充実している」・「充実している」と回答したのは合わせて34.0％でした。

一方で、「あまり充実していない」・「全く充実していない」は5.0％でした。「どちらとも言えない」が57.1％と、

1 最も高い結果でした。

2

3 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「どちらともいえない」

4 が最も高く、「ある」では48.1％、「ない」では60.2％、「こどもはいない」では75.3％でした。

5 次いで「充実している」が高く、「ある」では39.6％、「ない」は27.8％、「こどもはいない」は18.5％でした。

N/A

N %

サンプル数 382 100%

とても充実している 8 2.1%

充実している 122 31.9%

どちらともいえない 218 57.1%

あまり充実していない 14 3.7%

全く充実していない 5 1.3%

無回答 15 3.9%

続いて、江東区の教育についてお伺いします。 江東区の教育環境は充実していると思いま
すか。(ひとつだけ)

とても充実して

いる

2.1%

充実している

31.9%

どちらともいえな

い

57.1%

あまり充実して

いない

3.7%

全く充実してい

ない

1.3%

無回答

3.9%

n=382

p.23



教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問14

「自ら学び、考え、行動する自立した人間の育成」が67.8％と最も高く、次いで「人権を尊重し、正義感や他人

への思いやりにあふれる人間の育成」が59.2％と続いています。

1 N %

2 サンプル数 382 100%

4
自ら学び、考え、行動する自立した人
間の育成

259 67.8%

3
人権を尊重し、正義感や他人への思
いやりにあふれる人間の育成

226 59.2%

5
知識・道徳・体力の調和がとれた人間
の育成

176 46.1%

6
ともに学びあい、支えあい、社会の一員
として役割を果たす人間の育成

210 55.0%

8
生命や自然、環境を大切にする人間
の育成

173 45.3%

7 個性と創造力あふれる人間の育成 142 37.2%

9
公共精神を持ち、よりよい社会づくりに
主体的に取り組む人間の育成

130 34.0%

10
社会の正義と責任、男女の平等を大
切にする人間の育成

134 35.1%

11
郷土意識を持ち、国際社会を生きる人
間の育成

102 26.7%

N/A その他 5 1.3%

特にふさわしいと思うものはない 10 2.6%

無回答 10 2.6%

江東区の掲げる以下の理念の中で、あなたがふさわしいと思うものをお選びください。(い
くつでも)

67.8%

59.2%

55.0%

46.1%

45.3%

37.2%

35.1%

34.0%

26.7%

1.3%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自ら学び、考え、行動する自立した人間の…

人権を尊重し、正義感や他人への思いやり…

ともに学びあい、支えあい、社会の一員とし…

知識・道徳・体力の調和がとれた人間の育成

生命や自然、環境を大切にする人間の育成

個性と創造力あふれる人間の育成

社会の正義と責任、男女の平等を大切にす…

公共精神を持ち、よりよい社会づくりに主体…

郷土意識を持ち、国際社会を生きる人間の…

その他

特にふさわしいと思うものはない

n=382

「その他」の具体的な内容

図書館に学習資料が少ない、子無し家庭

に情報が来ないので理念に共感できない、

自治体レベルで理念を持つ必要性が分か

らない など

こどもの区立小中学校通学経験について

「ある」・「ない」・「こどもはいない」いずれも

「自ら学び、考え、行動する自立した人間

の育成」が最も高く、次いで「ある」では「共

に学び合い、支え合い、社会の一員として

役割を果たす人間の育成」が続いており、

「ない」・「こどもはいない」では「人権を尊

重し、正義感や他人への思いやりにあふ

れる人間の育成」が続いています。

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問15 教育委員会の取組について、あなたは何で情報を得ますか。(いくつでも)

「こうとう区報」が67.0％と最も高く、次いで「広報誌「こうとうの教育」」が18.8％、「学校だより」が14.7％、

「区（教育委員会）ホームページ」が11.8％と続いています。

2

3 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」・「ない」・「こどもはいない」全てで「こうとう区報」が最も高く、

4 次いで「ある」では「学校だより」が、「ない」では「広報誌「こうとうの教育」」が、「こどもはいない」では、

1 「情報を入手したことはない」が続いています。

5 「情報を入手したことはない」は、「ある」が15.0％、「ない」は15.7％の一方、「こどもはいない」では40.7％と

7 高くなっています。 

6 N %

8 サンプル数 382 100%

9 区（教育委員会）ホームページ 45 11.8%

N/A こうとう区報 256 67.0%

広報誌「こうとうの教育」 72 18.8%

学校だより 56 14.7%

学校ホームページ 23 6.0%

「学校、今日行く！」～教育長の学校
日記～

4 1.0%

PTA広報 12 3.1%

その他 7 1.8%

情報を入手したことはない 79 20.7%

無回答 9 2.4%

n=382

「その他」の具体的な内容

すぐーる、区のLINE

67.0%

18.8%

14.7%

11.8%

6.0%

3.1%

1.0%

1.8%

20.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

こうとう区報

広報誌「こうとうの教育」

学校だより

区（教育委員会）ホームページ

学校ホームページ

PTA広報

教育長の学校日記

その他

情報を入手したことはない

n=382

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問16

「人的支援や効率化などによる事務負担の軽減」が71.5％と最も高く、次いで「自宅等への持ち帰り作業の禁止」

が45.3％、「出退勤時刻の客観的な把握により適正な時間管理の実施」が39.5％と続いています。

1

3
2 N %

6 サンプル数 382 100%

4
人的支援や効率化などによる事務負
担の軽減

273 71.5%

5
出退勤時刻の客観的な把握により適
正な時間管理の実施

151 39.5%

7 自宅等への持ち帰り作業の禁止 173 45.3%

9 学校が参加するイベントなどの見直し 142 37.2%

10 教員の意識改革 132 34.6%

8 部活動運営の適性化 151 39.5%

11 部活動を地域での活動に移行 126 33.0%

12 地域や保護者による学校支援の強化 67 17.5%

N/A
DX（データやデジタル技術を活用した
教育）の推進

124 32.5%

学校以外（民間施設等）のプールの活
用

87 22.8%

その他 20 5.2%

必要と思うものはない 5 1.3%

無回答 11 2.9%

次に教員についてお伺いします。江東区では、学校教育の維持向上のため、教員の長時間勤
務の是正に向けた「学校における働き方改革」を進めています。 教員の働き方改革に関す
る取組について必要と思うものをお選びください。(いくつでも)

n=382

「その他」の具体的な内容

働かせ方の意識改革、業務削減・棚卸し、

処遇改善（2）、外注する（2）、メンタルケ

ア、研修を増やす、複数校で業務をまとめ

る、PTA見直し、担当学年を固定化し行

事の負担を減らす など

71.5%

45.3%

39.5%

39.5%

37.2%

34.6%

33.0%

32.5%

22.8%

17.5%

5.2%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人的支援や効率化などによる事務負担の…

自宅等への持ち帰り作業の禁止

出退勤時刻の客観的な把握により適正な…

部活動運営の適性化

学校が参加するイベントなどの見直し

教員の意識改革

部活動を地域での活動に移行

DX（データやデジタル技術を活用した教育）…

学校以外（民間施設等）のプールの活用

地域や保護者による学校支援の強化

その他

必要と思うものはない

n=382

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問17 あなたが教職員に求めることは何ですか。(いくつでも)

「公平にこどもを評価する」が69.9％と最も高く、次いで「非行やいじめなどの問題行動へ適切な対応をする」が

67.5％、「社会人としての一般常識を持っている」が65.4％と続いています。

1

2 N %

3 サンプル数 382 100%

4 公平にこどもを評価する 267 69.9%

8
非行やいじめなどの問題行動へ適切
な対応をする

258 67.5%

5 社会人としての一般常識を持っている 250 65.4%

7
わかりやすい授業でこどもたちの学力を
上げる

189 49.5%

6
こどもや保護者から信頼され尊敬され
る人格を持っている

163 42.7%

9
こどもに基本的な生活習慣や態度を身
につけさせる

147 38.5%

10 こどもに道徳心を身につけさせる 157 41.1%

11 教育への責任感や使命感を持つ 181 47.4%

12
授業力や教科などの専門知識を習得
している

134 35.1%

N/A 部活動等の指導ができる 33 8.6%

その他 22 5.8%

特に望むことはない 5 1.3%

無回答 10 2.6%

n=382

「その他」の具体的な内容

個を大切にする、教育に対する知識と熱

量、様々な経験、教養を身につける、コ

ミュニケーションを増やす、親に対するアド

バイス、多様性を認める、情報公開、補助

員を増やす、こどもと同じ目線で接する

など

69.9%

67.5%

65.4%

49.5%

47.4%

42.7%

41.1%

38.5%

35.1%

8.6%

5.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

公平にこどもを評価する

非行やいじめなどの問題行動へ適切な対応

社会人としての一般常識を持っている

わかりやすい授業でこどもたちの学力を上げる

教育への責任感や使命感を持つ

こどもや保護者から信頼され尊敬される人格

こどもに道徳心を身につけさせる

こどもに基本的な生活習慣や態度

授業力や教科などの専門知識を習得

部活動等の指導ができる

その他

特に望むことはない

n=382

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問18

「地域イベントやお祭りなどの参加・協力」が34.3％と最も高く、次いで「こどもたちの通学区域の安全を守る巡回

活動への参加・協力」が19.9％、「地域の美化・清掃活動の協力」が19.4％と続きました。

7

1 N %

5 サンプル数 382 100%

8
こどもたちの通学区域の安全を守る巡
回活動への参加・協力

76 19.9%

3 「こども110番の家」の協力 13 3.4%

4 児童館、図書館などでのボランティア 18 4.7%

6
特技や能力を活かした、授業や課外
活動への協力

18 4.7%

2 地域の美化・清掃活動の協力 74 19.4%

9 花壇や芝生などの整備の協力 18 4.7%

10 地域イベントやお祭りなどの参加・協力 131 34.3%

N/A 災害発生時に備えた訓練等の参加 73 19.1%

その他 11 2.9%

どれも参加したことがない 177 46.3%

無回答 10 2.6%

地域と学校の関わりについてお伺いします。あなたは地域で行っている次のような活動に参
加したことはありますか。参加したことのあるものをお選びください。(いくつでも)

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

「その他」の具体的な内容

自然環境ボランティア、体育館を利用した

稽古、地域施設のボランティア、これから

地域貢献をしたい など

34.3%

19.9%

19.4%

19.1%

4.7%

4.7%

4.7%

3.4%

2.9%

46.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域イベントやお祭りなどの参加・協力

通学区域の安全を守る巡回活動

地域の美化・清掃活動の協力

災害発生時に備えた訓練等の参加

児童館、図書館などでのボランティア

授業や課外活動への協力

花壇や芝生などの整備の協力

「こども110番の家」の協力

その他

どれも参加したことがない

n=382
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問19 地域と学校の連携について、あなたはどのように思いますか。(いくつでも)

「こどもの成長のためにも地域と学校の連携を進めていくべきだ」が33.0％と最も高く、次いで「地域と学校の連携の

イメージがわからない」が30.9％と続いています。

3

2 こどもの区立小中学校通学経験について「ある」では「こどもの成長のためにも地域と学校の連携を進めていく

1 べきだ」が33.7％と最も高く、次いで「地域と学校の連携のイメージがわからない」が29.4％で続いています。

4 「ない」では「地域と学校の連携のイメージがわからない」が38.0％と最も高く、「こどもはいない」では、

5 「特に何も思わない」が37.0％で最も高くなっています。

6 N %

7 サンプル数 382 100%

N/A 自分の地域と学校はうまく連携している 57 14.9%

地域と学校の連携のイメージがわから
ない

118 30.9%

こどもの成長のためにも地域と学校の
連携を進めていくべきだ

126 33.0%

自分の地域は学校とあまり連携してい
ない

20 5.2%

地域と学校の連携は意味がない 5 1.3%

その他 21 5.5%

特に何も思わない 68 17.8%

無回答 20 5.2%

33.0%

30.9%

14.9%

5.2%

1.3%

5.5%

17.8%

0% 10% 20% 30% 40%

地域と学校の連携を進めていくべきだ

地域と学校の連携のイメージがわからない

自分の地域と学校はうまく連携している

自分の地域は学校とあまり連携していない

地域と学校の連携は意味がない

その他

特に何も思わない

n=382

「その他」の具体的な内容

地域がPTAに要求しすぎている、実態を知

りたい、学校は地域に向けてオープン・柔

軟になるべきだ、連携は面倒くさいと思う

など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（江東区民向け） 令和6年度 江東区

問20

「地域のこどもへのあいさつや声かけ」が56.5％と最も高く、次いで「事件発生時の通報・見守り」が52.6％、

「こどもたちの通学区域の安全を守る巡回活動への参加・協力」が50.8％と続きました。

1

11 N %

2 サンプル数 382 100%

10 地域のこどもへのあいさつや声かけ 216 56.5%

4
こどもたちの通学区域の安全を守る巡
回活動への参加・協力

194 50.8%

3
運動会や文化祭などの学校行事への
参加・協力

103 27.0%

6
学校や学校周辺の美化・清掃活動へ
の参加・協力

117 30.6%

9 特技や能力を活かした授業への協力 87 22.8%

8
部活動・クラブ活動などの指導への協
力

98 25.7%

5 放課後活動への協力 87 22.8%

7
読み聞かせや図書室の整理等の学校
図書ボランティア

94 24.6%

12 花壇や芝生などの整備への協力 95 24.9%

13 災害時の避難誘導 161 42.1%

N/A 事件発生時の通報、見守り 201 52.6%

その他 9 2.4%

わからない 27 7.1%

無回答 11 2.9%

地域の中の学校として、地域が学校に協力できることは何だと考えますか。
(いくつでも)

n=382

56.5%

52.6%

50.8%

42.1%

30.6%

27.0%

25.7%

24.9%

24.6%

22.8%

22.8%

2.4%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域のこどもへのあいさつや声かけ

事件発生時の通報、見守り

通学区域の安全を守る巡回活動

災害時の避難誘導

学校や学校周辺の美化・清掃活動

運動会や文化祭などの学校行事

部活動・クラブ活動などの指導への協力

花壇や芝生などの整備への協力

図書室の整理等の学校図書ボランティア

特技や能力を活かした授業への協力

放課後活動への協力

その他

わからない

n=382

「その他」の具体的な内容

時間がないのでできない、早朝登校の見

守り、授業に取り入れないと効果は発揮で

ないのでは など

こどもの区立小中学校通学経験について

「ある」・「ない」ともに「地域のこどもへのあい

さつや声かけ」が最も高く、次いで「巡回活動

の参加・協力」が続いています。「こどもはい

ない」では、「事件発生時の通報、見守り」が

最も高く、次いで「地域のこどもへのあいさつ

や声かけ」が続いています。

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問21

「あまり利用しない」が24.1％で最も高く、次いで「年に数回程度」が19.6％、「利用したことがない」が14.9％と

続きました。34.3％が月に1回以上の利用（月に1回程度含む）をしている一方で、39.0％が図書館を

1 利用していない（「あまり利用しない」を含む）結果となりました。

2

3

4 N %

5 サンプル数 382 100%

6 ほぼ毎日 2 0.5%

7 週に数回程度 7 1.8%

8 週に1回程度 37 9.7%

9 月に数回程度 56 14.7%

10 月に1回程度 29 7.6%

N/A 年に数回程度 75 19.6%

年に1回程度 19 5.0%

あまり利用しない 92 24.1%

利用したことがない 57 14.9%

わからない、覚えていない 4 1.0%

無回答 4 1.0%

最後に図書館についてお伺いします。あなたは日ごろ、区立図書館をどのくらい利用してい
ますか。(ひとつだけ)

年齢別では、20代～30代では「利用した

ことがない」が最も高く、20代は31.8％、

30代は20.6％でした。

40代は「年に数回程度」が24.0％で最も

高く、50代上は「あまり利用しない」が最も

高くなっています。

一方、18～19歳は「週に数回程度」・「年

に数回程度」・「年に一回程度」が同率で

した。

ほぼ毎日

0.5%

週に数回程度

1.8%

週に1回程度

9.7%

月に数回程度

14.7%

月に1回程度

7.6%

年に数回程度

19.6%

年に1回程度

5.0%

あまり利用しな

い

24.1%

利用したことが

ない

14.9%

わからない、覚

えていない

1.0%
無回答

1.0%

n=382
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問22

※問21で区立図書館を「利用したことがある」と回答した者のみに質問

図書館を利用したことがあると回答した317名のうち、「本やCDの貸出」が59.3％と最も高く、次いで「本や雑誌、

新聞を読む」が27.4％、「本や資料による調べもの」が19.2％と続いています。

1

2 各年代とも「本やCDの貸出」が最も高くなっており、次いで20代～30代は「勉強、学習の場所」が、40代以上は

3 「本や雑誌、新聞を読む」が続いています。

5 N %

8 サンプル数 317 100%

6 本やCDの貸出 188 59.3%

7 本や雑誌、新聞を読む 87 27.4%

4 本や資料による調べもの 61 19.2%

9 動画、ビデオ等の閲覧 2 0.6%

N/A 勉強、学習の場所 52 16.4%

インターネットや無線LANの利用 6 1.9%

図書館職員へ本などの相談 3 0.9%

お話し会などのイベント参加 16 5.0%

その他 9 2.8%

無回答 37 9.7%

区立図書館を利用している方にお尋ねします。図書館を利用する目的は何ですか。
(いくつでも)

n=317

59.3%

27.4%

19.2%

16.4%

5.0%

1.9%

0.9%

0.6%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

本やCDの貸出

本や雑誌、新聞を読む

本や資料による調べもの

勉強、学習の場所

お話し会などのイベント参加

インターネットや無線LANの利用

図書館職員へ本などの相談

動画、ビデオ等の閲覧

その他

n=317

「その他」の具体的な内容

学術資料の利用、インターネットで十分、

テレワーク、気分転換 など

割合の高い順に並び替えをしています。
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問23 区立図書館で取り組んでほしいことは何ですか。(いくつでも)

「蔵書の量の充実」が37.4％と最も高く、次いで「蔵書の質の充実」が32.2％、「予約・リクエストサービスの

充実」が16.8％と続いています。

1 年齢別では、20代は「特にない」が、30代～50代は「蔵書の量の充実」が、 60代以上では「蔵書の質の充実」が

2 最も高くなっています。次いで、20代は「蔵書の量の充実」が、 30代～50代は「蔵書の質の充実」が、40代は

5 同率で「予約・リクエストサービスの充実」が、60代以上は「蔵書の量の充実」が続いています。 

3 N %

4 サンプル数 382 100%

6 蔵書の量の充実 143 37.4%

8 蔵書の質の充実 123 32.2%

9 電子図書の充実 60 15.7%

7 イベントや講座の充実 59 15.4%

10 予約・リクエストサービスの充実 64 16.8%

11
読書の機会づくり支援（おすすめ書籍
の紹介など）

51 13.4%

N/A ホームページの充実 27 7.1%

本や調べものに関する相談窓口の充
実

39 10.2%

施設の改修・修繕 38 9.9%

その他 25 6.5%

特にない 83 21.7%

無回答 22 5.8%

37.4%

32.2%

16.8%

15.7%

15.4%

13.4%

10.2%

9.9%

7.1%

6.5%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40%

蔵書の量の充実

蔵書の質の充実

予約・リクエストサービスの充実

電子図書の充実

イベントや講座の充実

読書の機会づくり支援

相談窓口の充実

施設の改修・修繕

ホームページの充実

その他

特にない

n=382

「その他」の具体的な内容

学習スペースの拡充（5）、用途外利用の

注意、一般の図書館を増やす、心地よい

空間作り、マンガを増やす、普段本を読ま

ない人への発信、本と地域・学生間の交

流の場にする など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問24

「おはなし会やこども向けイベントの充実」が39.8％と最も高く、次いで「児童図書の充実」が37.2％、

「中学・高校生向けの資料の充実」が29.8％と続いています。

1

2 N %

4 サンプル数 382 100%

8 おはなし会やこども向けイベントの充実 152 39.8%

5 児童図書の充実 142 37.2%

7 館内装飾の工夫 32 8.4%

9 中学・高校生向けの資料の充実 114 29.8%

10
中学・高校生の読書ヘの動機付けとな
るイベントの実施

92 24.1%

6 ブックリストの作成・配布 41 10.7%

3
こども専用のレファレンス（調べもの支
援）サービスの充実

73 19.1%

11 学校図書室との連携 99 25.9%

12
こどもの読書活動に関わっている団体
やグループへの支援およびネットワーク
づくり

52 13.6%

N/A
子育て支援施設などへの出張、団体
貸出および配本サービス

44 11.5%

その他 18 4.7%

特にない 57 14.9%

無回答 23 6.0%

こどもの読書活動を推進するため、区立図書館において、どのような取り組みが必要である
と考えますか。(いくつでも)

39.8%

37.2%

29.8%

25.9%

24.1%

19.1%

13.6%

11.5%

10.7%

8.4%

4.7%

14.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

おはなし会やこども向けイベントの充実

児童図書の充実

中学・高校生向けの資料の充実

学校図書室との連携

読書ヘの動機付けとなるイベントの実施

こども専用のレファレンスサービスの充実

団体やグループの支援・ネットワーク

出張、団体貸出および配本サービス

ブックリストの作成・配布

館内装飾の工夫

その他

特にない

n=382

「その他」の具体的な内容

自習スペースの用意（3）、親への促し、マン

ガを増やす、地元書店員や企業とのコラボ

レーション、読書量に応じたインセンティブ、

気軽に足を運べるようにする など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問25 こどもたちの教育についてご意見があれば自由にお書きください。(自由記述)

全部で85件の意見があり、その中で「学び・育ち」に関する意見が多く、40件ありました。

次いで、「つながり」に関する意見が29件ありました。

1(FA) なお、定性調査のため、意見数はあくまで参考値です。

意見数

1．学び・育ち 40

2．自分らしさ 15

3．環境 10

4．つながり 29

ＩＣＴ 14

※1人で複数個の記述があったものは、複数の項目でカウントしているため、合計数は85件以上となります。

※定性調査のため、割合は算出せず。
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第３部　小中学生向け調査結果

１　調査概要
（1）目的

　本調査は、「教育推進プラン・江東」の次期計画策定にあたり、小中学生を対象に、江東区の

　教育について、教育に関するニーズや課題等を抽出し、計画の基礎資料として活用するものです。

（2）対象

　江東区立小学校に在籍する児童（4～6年生）…1,500名

　江東区立中学校に在籍する生徒（1～3年生）…1,500名

（3）実施方法

　本人の入力によるWEB回答方式。

（4）実施時期

　2024年10月16日～11月11日

　※調査依頼状に記載した回答締切は

　10月31日でしたが、衆議院議員選挙

　と重なるなどで回答者への到着が遅く

　なったため、回収日を11月11日に

　延期しました。

（5）回収結果

　小・中学生全体

　配布数…3,000名

　回収数…435名

　回収率…14.5％

小学生

　配布数…1,500名

　回収数…234名

　回収率…15.6％

中学生 調査依頼文

　配布数…1,500名

　回収数…201名

　回収率…13.4％
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２　集計結果 ※問34の自由記述を除いて、全問回答必須

問1 あなたの学年はどれですか？(ひとつだけ)

1

2 「中学1年生（義務教育学校7年生）」が19.8％と最も高く、次いで「小学4年生」・「小学5年生」が19.3％

3 と続いています。

4

5 N %

6 サンプル数 435 100%

7 小学校4年生 84 19.3%

小学校5年生 84 19.3%

小学校6年生 66 15.2%

中学校1年生（義務教育学校7年生） 86 19.8%

中学校2年生（義務教育学校8年生） 62 14.3%

中学校3年生（義務教育学校9年生） 53 12.2%

その他 0 0.0%

Nは回答者数を示しています。

%は回答者数に対して、各項目の回答数の

割合を、小数点第2位を四捨五入して示し

ています。

小学校4年生

19.3%

小学校5年生

19.3%

小学校6年生

15.2%

中学校1年生

19.8%

中学校2年生

14.3%

中学校3年生

12.2%

n=435
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問2 あなたの性別はどれですか？(ひとつだけ)

男子が48.5％、女子が47.1％、「答えたくない」が4.4％でした。小中学生別では、小学生男子が最も高く26.7％で、

1 次いで小学生女子が24.6％と続きました。

2

3

N %

サンプル数 435 100%

男子 211 48.5%

女子 205 47.1%

答えたくない 19 4.4%

N %

サンプル数 435 100%

小学生男子 116 26.7%

小学生女子 107 24.6%

中学生男子 95 21.8%

中学生女子 98 22.5%

答えたくない 19 4.3%

小学生男子

26.7%

小学生女子

24.6%

中学生男子

21.8%

中学生女子

22.5%

答えたくない

4.3%

n=435
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問3 あなたの家の地区はどこですか？(ひとつだけ)

「白河」と「東陽」がともに14.0%と最も高く、次いで「富岡」が12.0％、「小松橋」が11.7％と続いています。

1

2 小中学生別では、小学生は「白河」が15.4％、中学生は「東陽」が14.4％と最も高く、次いで小学生は「東陽」が

3 13.7％、中学生は「白河」が12.4％と続いています。

4 男女別では、男子は「東陽」が17.5％、女子は「白河」が17.6％と最も高く、次いで男子は「富岡」が14.2％、

5 女子は「小松橋」が14.1％と続いています。

6

7

8 N %

9 サンプル数 435 100%

10 白河 61 14.0%

小松橋 51 11.7%

富岡 52 12.0%

東陽 61 14.0%

豊洲 39 9.0%

亀戸 45 10.3%

大島 50 11.5%

砂町 47 10.8%

南砂 27 6.2%

その他 2 0.5% その他…猿江、東砂

白河

14.0%

小松橋

11.7%

富岡

12.0%

東陽

14.0%

豊洲

9.0%

亀戸

10.3%

大島

11.5%

砂町

10.8%

南砂

6.2%

その他

0.5%

n=435
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問4 あなたにきょうだいはいますか？(いくつでも)

全体では、「妹」が26.4％と最も高く、次いで「姉」が25.1％、「兄」が23.9％と続いています。「いない」と

1 回答したのは20.2％でした。

2 小中学生別では、小学生・中学生ともに「妹」が最も高く（小学生は26.9％、中学生は25.9％）、次いで、

3 小学生は「姉」が26.1％、中学生は「兄」が25.4％と続いています。

4 男女別では、男子は「姉」が27.5％で、女子は「妹」が26.3％と最も高く、次いで男子は「妹」が26.5％、

5 女子は「兄」が25.9％と続いています。

N %

サンプル数 435 100%

兄 104 23.9%

姉 109 25.1%

弟 96 22.1%

妹 115 26.4%

いない 88 20.2%

23.9%

25.1%

22.1%

26.4%

20.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

兄

姉

弟

妹

いない

n=435
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問5

全体では、「楽しいと感じる日が多い」が最も高く、35.4％でした。次いで、「いつも楽しい」が31.5％、

1 「楽しい日も、楽しくない日もある」が27.1％と続いています。

2 66.9％が「学校が楽しい」と感じており、5.9％は「学校が楽しくない」と感じています。

3 小中学生別では、小学生は「いつも楽しい」が33.3％と最も高く、次いで「楽しいと感じる日が多い」が

4 31.6％と続いていますが、中学生は「楽しいと感じる日が多い」が最も高い39.8％で、次いで

5 「いつも楽しい」が29.4％と続いています。

男女別では、男子女子ともに「楽しいと感じる日が多い」（男子は37.9％、女子は34.1％）が最も高く、

次いで「いつも楽しい」（男子は31.3％、女子は33.7％）と続いています。

N %

サンプル数 435 100%

いつも楽しい 137 31.5%

楽しいと感じる日が多い 154 35.4%

楽しい日も、楽しくない日もある 118 27.1%

あまり楽しい日がない 18 4.1%

楽しいと思った日はほとんどない 8 1.8%

＜学校について＞
  学校は楽しいですか？(ひとつだけ)

いつも楽しい

31.5%

楽しいと感じる日

が多い

35.4%

楽しい日も、楽し

くない日もある

27.1%

あまり楽しい日が

ない

4.1%

楽しいと思った日

はほとんどない

1.8%

n=435
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問6 楽しいと思う理由は次のどれですか？(いくつでも)

※問5で[いつも楽しい」「楽しいと感じる日が多い」「楽しい日も、楽しくない日もある」と回答した者のみに質問

3 「仲の良い友だちがいる」が最も高く、87.8％でした。次いで、「給食がおいしい」が53.5％、「部活動やクラブ

8 活動が楽しい」が48.4％と続いています。

6 小学生は「仲の良い友だちがいる」が91.7％と最も高く、次いで「給食がおいしい」が67.1％と続いています。

7 中学生は「仲の良い友だちがいる」が83.4％と最も高く、次いで「部活動やクラブ活動が楽しい」が46.1％

5 と続いています。

1 また、男女別ではともに「仲の良い友だちがいる」（男子は87.0％、女子は89.2％）が最も高く、次いで

2 男子は「給食がおいしい」が54.0％、女子は「学校での行事などが楽しい」が55.2％と続いています。

4 N %

9 サンプル数 409 100%

10 学校の雰囲気（ふんいき）が好き 159 38.9%

先生と仲がいい 114 27.9%

仲の良い友だちがいる 359 87.8%

勉強が楽しい 92 22.5%

学校で運動することが楽しい 164 40.1%

部活動やクラブ活動が楽しい 198 48.4%

給食がおいしい 219 53.5%

学校での行事などが楽しい 195 47.7%

その他 9 2.2%

わからない 3 0.7%

87.8%

53.5%

48.4%

47.7%

40.1%

38.9%

27.9%

22.5%

2.2%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仲の良い友だちがいる

給食がおいしい

部活動やクラブ活動が楽しい

学校での行事などが楽しい

学校で運動することが楽しい

学校の雰囲気が好き

先生と仲がいい

勉強が楽しい

その他

わからない

n=409

「その他」の具体的な内容

友達と遊ぶ(2)、係活動が楽しい、班の中

で面白い子がいる、20分休みの鬼ごっこ、

集会が面白くて楽しい、クラスの雰囲気が

良い、学校が終わった時の達成感 など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問7 楽しくないと思う理由はどれですか？(いくつでも)

※問5で「楽しい日も、楽しくない日もある」「あまり楽しい日がない」「楽しいと思った日はほとんどない」と回答した者のみに質問

4 「勉強が楽しくない」が43.8％と最も高く、次いで「学校の雰囲気や環境が好きではない」が27.1％、「学校で運動する

1 ことが楽しくない」が22.9％と続いています。

5 小中学生別では、「勉強が楽しくない」（小学生は39.0％、中学生は50.0％）が最も高く、次いで小中学生ともに

7 「学校の雰囲気や環境が好きではない」（小学生は26.8％、中学生は27.4％）が続きました。

2 男女別も同様に「勉強が楽しくない」（男子は40.0％、女子は43.9％）が最も高く、次いで男子は「学校の雰囲気や

6 環境」が26.2％、女子は「学校の雰囲気や環境」・「運動することが楽しくない」が各28.8％と続いています。

3

8 N %

9 サンプル数 144 100%

10 学校の雰囲気や環境が好きではない 39 27.1%

先生と仲が良くない 18 12.5%

仲の良い友だちがいない 16 11.1%

勉強が楽しくない 63 43.8%

学校で運動することが楽しくない 33 22.9%

部活動やクラブ活動が負担になってい
る

18 12.5%

学校での行事などに楽しさを感じない 26 18.1%

給食がおいしくない 16 11.1%

その他 23 16.0%

わからない 19 13.2%

「その他」の具体的な内容

嫌なことをいってくる人がいる、忘れ物が

怖い、暴力を振るってくるひともいる、友達

関係が好きじゃない(4)、学校行事が負担、

仲のいい友達がすくない、先生に連帯責

任で怒られるのが怖い、校庭が狭く外遊

びをさせてくれない、給食が苦手、嫌いな

授業があるとき、お腹が空いて勉強に集

中できない、給食の時間が短すぎる、集

団が苦手、勉強が優しすぎてつまらない、

勉強についていけない、友達と喧嘩をす

ることがある など

43.8%

27.1%

22.9%

18.1%

12.5%

12.5%

11.1%

11.1%

16.0%

13.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

勉強が楽しくない

学校の雰囲気や環境が好きではない

学校で運動することが楽しくない

学校での行事などに楽しさを感じない

先生と仲が良くない

部活動やクラブ活動が負担になっている

仲の良い友だちがいない

給食がおいしくない

その他

わからない

n=144

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問8 学校の授業はわかりやすいですか？(ひとつだけ)

「まあまあわかる」が40.9％と最も高く、次いで「よくわかる」が36.8％、「たまにわからないことがある」が17.9％と続い

1 ています。77.7％が授業が分かると感じている一方で、4.3％が授業が分からないと感じています。

2

3 小学生は「よくわかる」が46.2％と最も高く、次いで「まあまあわかる」が35.0％と続いていますが、

4 中学生は「まあまあわかる」が47.8％と最も高く、次いで「よくわかる」が25.9％と続いています。

5 また、「わからないことが多い、まったくわからない」を合算すると、小学生は3.0％で、中学生は6.0％でした。

一方、男女別では男子・女子ともに「まあまあわかる」（男子は41.7％、女子は39.5）が最も高く、次いで「よくわかる」

（男子は39.8％、女子は36.1％）が続いています。

「わからないことが多い、まったくわからない」を合算すると、男子は3.3％で、女子は4.9％でした。

地区別では、小松橋・亀戸・大島地区は「よくわかる」が最も高く、白河・富岡・東陽・豊洲・砂町・南砂地区は

「まあまあわかる」が最も高い結果でした。

「わからないことが多い」、「まったくわからない」の合算では、豊洲地区が7.7％と最も高く、次いで亀戸が6.6％、

砂町が6.4％、大島が6.0％と続いています。

N %

サンプル数 435 100%

よくわかる 160 36.8%

まあまあわかる 178 40.9%

たまにわからないことがある 78 17.9%

わからないことが多い 15 3.4%

まったくわからない 4 0.9%

よくわかる

36.8%

まあまあわかる

40.9%

たまにわからな

いことがある

17.9%

わからないことが

多い

3.4%

まったくわからな

い

0.9%

n=435
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問9 あなたにとって学校はどのようなところですか？(いくつでも)

「友だちの輪を広げる」が72.6％と最も高く、次いで「勉強して学力をあげる」が70.8％、「運動して体力をつける」が

4 42.3％と続いています。一方で、「友だちや先生に相談できる」は23.2％と最も低いです。

1

3 小学生は「友だちの輪を広げる」が78.2％と最も高く、「勉強して学力を上げる」が65.8％と続きました。

7 中学生は「勉強して学力を上げる」が76.6％と最も高く、「友だちの輪を広げる」が66.2％と続きました。

8 地区別に比較すると、白河・小松橋・富岡・東陽・豊洲・砂町地区は「友だちの輪を広げる」が最も高い一方、

2 亀戸・大島・南砂地区は「勉強をして学力を上げる」が最も高い結果でした。

5

6

9 N %

10 サンプル数 435 100%

勉強をして学力をあげる 308 70.8%

音楽・図工/美術などの技術を学ぶ 147 33.8%

運動をして体力をつける 184 42.3%

友だちの輪を広げる 316 72.6%

先生のような大人と話しをする 104 23.9%

友だちや先生に相談できる 101 23.2%

クラブ/部活動に参加する 175 40.2%

おいしい給食を食べられる 172 39.5%

その他 7 1.6%

わからない 8 1.8%

「その他」の具体的な内容

社会に出てからの人付き合いを学べる、

息抜き、大人になるための道、将来必要

な教養と学力を養う場所、係があって面

白い時もある、行かないといけないから行

く など

72.6%

70.8%

42.3%

40.2%

39.5%

33.8%

23.9%

23.2%

1.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

友だちの輪を広げる

勉強をして学力をあげる

運動をして体力をつける

クラブ/部活動に参加する

おいしい給食を食べられる

音楽・図工/美術などの技術を学ぶ

先生のような大人と話しをする

友だちや先生に相談できる

その他

わからない

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問10 学校の運動で楽しかったことはどれですか？(いくつでも)

「運動会」が64.8％と最も高く、次いで「プール」が41.8％、「ながなわチャレンジ」が22.3％と続いています。

1 一方で、8.5％が「楽しかったものはない」と回答しています。

4

2 小中学生別では、「運動会」（小学生は63.2％、中学生は66.7％）が最も高く、次いで「プール」（小学生は53.4％、

3 中学生は28.4％）が続いています。一方で、「楽しかったものはない」は小学生が6.0％、中学生が11.4％でした。

5

6

7 男女別では、男子は「運動会」が65.4％と最も高く、次いで「プール」が46.0％、「ボッチャ」が22.7％と続いています。

8 女子は「運動会」が65.9％と最も高く、次いで「プール」が36.6％、「ながなわチャレンジ」が26.8％と続いています。

一方、「楽しかったものはない」は男子が6.2％で、女子は9.3％です。

N %

サンプル数 435 100%

運動会 282 64.8%

ながなわチャレンジ 97 22.3%

ボッチャ 80 18.4%

プール 182 41.8%

わくわくタイム、ウォームアップタイム 50 11.5%

プロの選手やオリンピック・パラリンピック
選手との交流

49 11.3%

その他 38 8.7%

楽しかったものはない 37 8.5%

64.8%

41.8%

22.3%

18.4%

11.5%

11.3%

8.7%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

運動会

プール

ながなわチャレンジ

ボッチャ

わくわくタイム、ウォームアップタイム

プロやオリパラ選手との交流

その他

楽しかったものはない

n=435

「その他」の具体的な内容

学級会、バドミントン、バスケ、二人三脚、

球技大会(2)、修学旅行、移動教室、体育

の授業(2)、カヌー体験、球技、サッカーや

野球、鉄棒、中休み・昼休み、マラソン大

会、席替え、合唱コンクール(4)、ハンドボー

ル、跳び箱、体力テスト、部活(3)、ダンスア

カデミー、マット運動、とびばこ柔道、俳句

教室 など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問11 自分から進んで学習したいと思えるのはどのような授業ですか？(いくつでも)

「タブレット端末を使っていろいろなことをする」が49.4％と最も高く、次いで「体力をつける運動」が44.8％、

2 「自然の中での体験」が43.4％と続いています。

7 小中学生別では、小学生が「タブレット端末を使っていろいろなことをする」が61.5％と最も高く、次いで

6 「体力をつける運動」が52.6％と続いています。中学生は「基礎的な勉強」が50.2％と最も高く、次いで

1 「職場（仕事）体験」が40.3％と続いています。

5 男女別では、男子は「体力をつける運動」が57.8％と最も高く、次いで「タブレット端末を使っていろいろな

3 ことをする」が53.6％と続いています。女子は「職場（仕事）体験」が48.3％と最も高く、次いで

4 「タブレット端末を使っていろいろなことをする」が46.8％と続いています。

8 N %

9 サンプル数 435 100%

10 基礎的な勉強 185 42.5%

タブレット端末を使っていろいろなことを
する

215 49.4%

世界で役に立つ能力（英語やコミュニ
ケーション能力）

114 26.2%

俳句づくり 92 21.1%

職場（仕事）体験 182 41.8%

自然の中での体験 189 43.4%

体力をつける運動 195 44.8%

こころの授業（自分の大切さやほかの
人を認める優しい心を知る）

91 20.9%

その他 17 3.9%

どれもない 17 3.9%

「その他」の具体的な内容

社会科見学などの野外活動、個人作業、

先生の進め方がうまく興味をそそられる授

業、実験や体験が多い授業、移動教室・

修学旅行、柔剣道などの護身術・武道、

数学と体育、歴史と美術、楽しい授業、難

しい問題、音楽(3)、プログラミング、美術、

勉強らしくない授業 など

49.4%

44.8%

43.4%

42.5%

41.8%

26.2%

21.1%

20.9%

3.9%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

タブレット端末を使って

体力をつける運動

自然の中での体験

基礎的な勉強

職場（仕事）体験

世界で役に立つ能力

俳句づくり

こころの授業

その他

どれもない

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問12 どのような学校だと勉強や生活がしやすいと思いますか？(いくつでも)

「友だちと過ごせるスペースがある」が72.2％と最も高く、次いで「教室が明るい」が70.3％、「トイレがきれい」が

5 64.6％と続いています。

1 男女別では、男子は「教室が明るい」が67.8％と最も高く、次いで「友だちと過ごせるスペースがある」が66.4％と

3 続いています。女子は「友だちと過ごせるスペースがある」が80.0％と最も高く、次いで「教室が明るい」が74.1％と

9 続いています。

8 地区別では、小松橋・富岡・東陽は「教室が明るい」が最も高い一方、豊洲・亀戸・大島・砂町・南砂は、

4 「友だちと過ごせるスペースがある」が最も高い結果でした。白河はこの2つが同率で最も高い結果でした。

2

7 N %

6 サンプル数 435 100%

10 教室が明るい 306 70.3%

11 いつでも体を動かせる場所がある 160 36.8%

トイレがきれい 281 64.6%

生き物がたくさんいる緑や池がある 165 37.9%

友だちと過ごせるスペースがある 314 72.2%

木材をたくさん使った校舎 110 25.3%

だれでも使うのに困らない校舎（ユニ
バーサルデザイン・ジェンダーフリー）

147 33.8%

プライバシーが守られている 208 47.8%

災害に強い 243 55.9%

その他 22 5.1%

わからない 10 2.3%

72.2%

70.3%

64.6%

55.9%

47.8%

37.9%

36.8%

33.8%

25.3%

5.1%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

友だちと過ごせるスペースがある

教室が明るい

トイレがきれい

災害に強い

プライバシーが守られている

生き物がたくさんいる緑や池がある

いつでも体を動かせる場所がある

だれでも使うのに困らない校舎

木材をたくさん使った校舎

その他

わからない

n=435

「その他」の具体的な内容

クラス替えが多い、クラスを行き来できる、

担任の先生次第、全教科習熟度クラス、

他学年・他クラスとの交流がある(2)、授

業が面白くわかりやすい、動きやすい服装

でいられる、先生がお気に入りの生徒をつ

くらない、男女で仲良くしても授業中に騒

いだりして妨害するような生徒がいない(2)、

給食がおいしい、同調圧力などがない、

自分のペースで勉強をしたい、クラスの規

律が保たれている、大人に頼れる、大人

が理解してくれる、家から近い、理不尽な

先生がいないこと、自習スペース、眩しす

ぎない、自分で考えて行動する学校がい

い など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問13 どのような先生が好きですか。または理想だと思いますか？(いくつでも)

「みんなに公平に接してくれる」が79.5％と最も高く、次いで「勉強を分かりやすく教えてくれる」が73.1％、

「自分たちのことを分かってくれる」が72.0％と続いています。

1 男女別では、「みんなに公平に接してくれる」（男子は77.3％、女子は82.4％）が最も高く、次いで

4 男子は「勉強を分かりやすく教えてくれる」が58.7％、女子は「自分たちのことを分かってくれる」と

3 「勉強を分かりやすく教えてくれる」がともに77.6％で続きました。

2

5

6 N %

7 サンプル数 435 100%

8 みんなに公平に接してくれる 346 79.5%

9 話をよく聞いてくれる、相談にのってくれる 294 67.6%

10 自分たちのことを分かってくれる 313 72.0%

11 勉強を分かりやすく教えてくれる 318 73.1%

良いところや得意なところをほめてくれる 293 67.4%

社会のきまりや守るべきことを教えてくれる 215 49.4%

悪いことをしたら叱ってくれる 214 49.2%

自分の目標や手本になってくれる 191 43.9%

何でも良く知っている 170 39.1%

その他 16 3.7%

わからない 10 2.3%

「その他」の具体的な内容

優しい、あんまり怒んない、面白い話をして

くれる(4)、優しく接してくれる、連帯責任に

しない、遊んでくれる、自分の知らないこと

を教えてくれる、話が長すぎない、感情で

動かない先生、常にみんなのことを考えて

くれる、親しみを持って話しかけてくれる先

生、自分の意見や友達の意見を聞いて受

け入れたりアドバイスをくれたりする先生、

普段からコミュニケーションをよくとってくれ

る、いつも笑顔、評価をしてくれる など

79.5%

73.1%

72.0%

67.6%

67.4%

49.4%

49.2%

43.9%

39.1%

3.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

みんなに公平に接してくれる

勉強を分かりやすく教えてくれる

自分たちのことを分かってくれる

話をよく聞いてくれる、相談にのってくれる

良いところや得意なところをほめてくれる

社会のきまりや守るべきことを教えてくれる

悪いことをしたら叱ってくれる

自分の目標や手本になってくれる

何でも良く知っている

その他

わからない

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問14 学校の先生は、あなたの相談を聞いてくれますか？(ひとつだけ)

「よく聞いてくれる」が40.7％と最も高い。次いで、「相談したことがない」が29.7％、「聞いてくれることがある」が

25.1％と続いています。「よく聞いてくれる」「聞いてくれることがある」を合わせて65.8％でした。

1

2 小中学生別では、「よく聞いてくれる」（小学生は43.2％、中学生は37.8％）が最も高く、「聞いてくれることがある」

3 が（小学生は22.6％、中学生は27.9％）続いています。

4

5 地区別では、南砂のみ「聞いてくれることがある」が最も高く、その他の地区は「よく聞いてくれる」が最も高いです。

N %

サンプル数 435 100%

よく聞いてくれる 177 40.7%

聞いてくれることがある 109 25.1%

あまり聞いてくれない 13 3.0%

まったく聞いてくれない 7 1.6%

相談したことがない 129 29.7%

よく聞いてくれる

40.7%

聞いてくれること

がある

25.1%

あまり聞いてくれ

ない

3.0%

まったく聞いてく

れない

1.6%

相談したことがな

い

29.7%

n=435
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問15

「悩んでいることはない」を除いて、「勉強に関すること」が25.1％と最も高く、次いで「友だちのこと」が20.0％、

「勉強や塾が忙しくて寝る時間が短いこと」が11.0％と続いています。

3 小学生は「友だちのこと」が21.4％と最も高く、次いで「勉強に関すること」が15.4％を占めています。

2 中学生は「勉強に関すること」が36.3％と最も高く、次いで「友だちのこと」が18.4％でした。

5 地区別では、白河・小松橋・富岡・東陽・豊洲・亀戸・砂町では、「勉強に関すること」が最も高いです。

1 大島では「友だちのこと」が最も高く、南砂では「友だちのこと」と「勉強や塾が忙しくて寝る時間が短いこと」

6 がともに最も高い結果でした。

8 N %

7 サンプル数 435 100%

4 学校の先生のこと 37 8.5%

9 友だちのこと 87 20.0%

10 勉強に関すること 109 25.1%

11
家族の世話や看病（かんびょう）が忙し
いこと

1 0.2%

勉強や塾が忙しくて寝る時間が短いこと 48 11.0%

自分の居場所がないこと 21 4.8%

話したいことや相談したいことを大人が
聞いてくれないこと

10 2.3%

自分自身の「からだ」のこと 20 4.6%

インターネットでつながっている人（学校
の友だち以外）のこと

1 0.2%

その他 12 2.8%

悩んでいることはない 226 52.0%

学校や生活のことで悩んでいることはありますか？ 次の中からあてはまるものを選んでくだ
さい。(いくつでも)

25.1%

20.0%

11.0%

8.5%

4.8%

4.6%

2.3%

0.2%

0.2%

2.8%

52.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

勉強に関すること

友だちのこと

勉強や塾が忙しくて寝る時間が短いこと

学校の先生のこと

自分の居場所がないこと

自分自身の「からだ」のこと

大人が聞いてくれないこと

家族の世話や看病が忙しいこと

インターネットでつながっている人のこと

その他

悩んでいることはない

n=435

「その他」の具体的な内容

勉強が進まない、野球の試合に学校公

開が重なる、クラスメイトが悪口やからか

いを毎日受けている、学校の給食、授業

中に騒いだりして妨害するような生徒が

数名いて授業に集中できない、いじめ、

部活、先生が学校に来ない、担任の先

生の授業が分かりづらい、女子に男だろ

頑張れと言う、家族と喧嘩すること、学

校に行きたくない など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問16 悩みがあった時、誰に相談しますか？(いくつでも)

「両親」が最も高く32.4％で、次いで「友だち」が28.3％、「担任の先生」が14.3％と続いています。

一方、「江東区のSNS教育相談」は0.2％と最も低いです。

1 N %

4 サンプル数 435 100%

6 両親 141 32.4%

2 きょうだい 51 11.7%

8 祖父母 21 4.8%

7 友だち 123 28.3%

3 先ぱいや上級生 18 4.1%

5 担任の先生 62 14.3%

10 担任以外の学校の先生 27 6.2%

15 スクールカウンセラー 31 7.1%

12 スクールソーシャルワーカー 2 0.5%

9 学校以外（塾、習い事等）の先生 12 2.8%

13
江東区のＳＮＳ教育相談（5to9マンデー
なんでもチャット相談）

1 0.2%

14 きっずクラブや、部活動の指導員 4 0.9%

11 インターネットの相談コーナー 2 0.5%

16 いじめ相談ホットラインなどの電話相談 2 0.5%

17 ネット友人、SNS 8 1.8%

18 その他 4 0.9%

相談できる人はいない 6 1.4%

相談しようと思わない 24 5.5%

32.4%

28.3%

14.3%

11.7%

7.1%

6.2%

4.8%

4.1%

2.8%

1.8%

0.9%

0.5%

0.5%

0.5%

0.2%

0.9%

1.4%

5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

両親

友だち

担任の先生

きょうだい

スクールカウンセラー

担任以外の学校の先生

祖父母

先ぱいや上級生

学校以外の先生

ネット友人、SNS

きっずクラブや、部活動の指導員

スクールソーシャルワーカー

インターネットの相談コーナー

いじめ相談ホットラインなどの電話相談

江東区のSNS教育相談

その他

相談できる人はいない

相談しようと思わない

n=435

小中学生別では、小学生は「両親」が

36.3％と最も高く、次いで「友だち」が

28.2％と続いています。

中学生では「友だち」が28.4％と最も高く、

次いで「両親」が27.9％と続いています。

地区別では、砂町を除くすべての地区で

「両親」が最も高いです。砂町は「両親」と

「友だち」がともに29.8％でした。

学年別では、中学1年生を除く全学年で

は「両親」が最も高いですが、中学1年生

は「友だち」が最も高いです。

「その他」の具体的な内容

いとこ、習い事のお兄さん、ママ、習い事

の友人

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問17

江東区のSNS教育相談（5to9マンデーなんでもチャット相談）について、

「知っている」と回答したのは19.1％で、「知らない」は80.9％でした。

1

2 小学生では「知っている」が14.5％、「知らない」が85.5％。中学生では「知っている」が24.4％、「知らない」が75.6％。

学年別では、小学4年生は6.0％、小学5年生が17.9％、小学6年生は21.2％、中学1年生は19.8％、

中学2年生は21.0％、中学3年生は35.8％が「知っている」と回答しました。

地区別では、富岡（25.0％）・東陽（21.3％）・豊洲（20.5％）・砂町（29.8％）の4地区で「知っている」が

20％を超えています。

N %

サンプル数 435 100%

知っている 83 19.1%

知らない 352 80.9%

江東区のＳＮＳ教育相談（5to9マンデーなんでもチャット相談）を知っていますか？ (ひと
つだけ)

知っている

19.1%

知らない

80.9%

n=435

p.53



教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問18

「インターネットで調べもの」が最も高く74.9％でした。次いで、「課題（ドリルなど）」が55.4％、「プログラミング学習」が

25.5％と続いています。

3

1 小学生・中学生ともに「インターネットで調べもの」（小学生は79.1％、中学生は70.1％）が最も高く、次いで

4 「課題（ドリルなど）」（小学生は60.3％、中学生は49.8％）が続いています。

2

5

6 N %

サンプル数 435 100%

課題（ドリルなど） 241 55.4%

学校の予習・復習 101 23.2%

インターネットで調べもの 326 74.9%

プログラミング学習 111 25.5%

その他 50 11.5%

使っていない 40 9.2%

＜タブレット端末について＞
 タブレット端末を学校の授業以外にどのようなことに使っていますか？(いくつでも)

割合の高い順に並び替えをしています。

「その他」の具体的な内容

タイピング（19）、クラスルームの確認（5）、

授業、スケジュール確認（5）、ゲーム

（10）、電子教科書、楽譜を見る、連絡

事項を見る、本を読む、動画鑑賞、生徒

会（2）、ポスター作り、ドリルパーク、スク

ラッチ、翻訳、NHK for School、宿題

74.9%

55.4%

25.5%

23.2%

11.5%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

インターネットで調べもの

課題（ドリルなど）

プログラミング学習

学校の予習・復習

その他

使っていない

n=435
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問19 タブレット端末を使ってやってみたいことはありますか？(いくつでも)

「動画やイラストの編集」が最も高く50.8％でした。次いで、「休んだ時のオンライン授業」が41.6％、

「絵やイラストを描く」が37.2％と続いています。

4 小中学生別では、「動画やイラストの編集」（小学生は53.8％、中学生は47.3％）が最も高く、次いで

2 「休んだ時のオンライン授業」（小学生は46.6％、中学生は35.8％）が続いています。

5 男女別では、「動画やイラストの編集」（男子は46.0％、女子は56.1％）が最も高く、

10 次いで男子は「高度なプログラミング学習」が37.9％、女子は「絵やイラストを描く」が47.3％と続きました。

1

7 N %

6 サンプル数 435 100%

9 デジタル教科書での授業 128 29.4%

3 休んだ時のオンライン授業 181 41.6%

8 他の学校や海外とのコミュニケーション 108 24.8%

11 動画やイラストの編集 221 50.8%

12 絵やイラストを描く 162 37.2%

高度な（少しむずかしい）プログラミング学習 126 29.0%

オンラインで博物館などのバーチャル見学 127 29.2%

オンラインイベントの参加 90 20.7%

作曲や演奏（えんそう） 123 28.3%

電子書籍（しょせき）を読む 155 35.6%

その他 7 1.6%

特にない 58 13.3%

「その他」の具体的な内容

音楽を聴く、YouTubeを見る（2）、キャン

バ、スライドやPowerPointでの発表、タイピ

ング、オンライン電話

50.8%

41.6%

37.2%

35.6%

29.4%

29.2%

29.0%

28.3%

24.8%

20.7%

1.6%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

動画やイラストの編集

休んだ時のオンライン授業

絵やイラストを描く

電子書籍を読む

デジタル教科書での授業

博物館などのバーチャル見学

高度なプログラミング学習

作曲や演奏

他校や海外とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

オンラインイベントの参加

その他

特にない

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問20

スマートフォンを「持っている」と回答したのは66.7％で、「持っていない」と回答したのは33.3％でした。3人に2人が

スマートフォンを所持しています。

1

2 小中学生を比較すると、小学生では「持っている」が45.3％に対して中学生では「持っている」が91.5％でした。

学年別では、小学4年生は26.2％、小学5年生は44.0％、小学6年生は71.2％、中学1年生は93.0％、

中学2年生は87.1％、中学3年生は94.3％が「持っている」と回答しました。

地区別の「持っている」割合は、白河が57.4％、小松橋が56.9％と、2地区は60％を下回りました。

60％台は、富岡（61.5％）、豊洲（69.2％）、大島（64.0％）の3地区です。

70％台は、東陽（72.1％）、亀戸（77.8％）、砂町（72.3％）、南砂（74.1％）の4地区です。

N %

サンプル数 435 100%

持っている 290 66.7%

持っていない 145 33.3%

＜スマートフォンについて＞
  あなたは自分のスマートフォンを持っていますか？(ひとつだけ)

持っている

66.7%

持っていない

33.3%

n=435

p.56



教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問21 あなたはSNSを利用していますか？(ひとつだけ)

※問20でスマートフォンを「持っている」と回答した者のみに質問

スマートフォンを持っていると回答した290名のうち、SNSを「毎日利用している」が最も高く67.9％でした。

1 一方で、スマートフォンを持っていると回答した290名のうち、「利用したことがない」は8.6％でした。

2

3 男女別では、「毎日利用している」が男子は60.9％、女子は74.0％です。「時々利用している」を含めると、

4 男子では81.2％が利用し、女子は88.4％が利用しています。

小中学生別では、小学生は「毎日利用している」が46.2％、「時々利用している」が27.4％に対して、

中学生は「毎日利用している」が80.4％、「時々利用している」は11.4％でした。

N %

サンプル数 290 100%

毎日利用している 197 67.9%

時々利用している 50 17.2%

あまり利用していない 18 6.2%

利用したことがない 25 8.6%

毎日利用している

67.9%

時々利用している

17.2%

あまり利用していない

6.2%

利用したことがない

8.6%

n=290
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問22 SNSで悪口やいじめを経験したことはありますか？(ひとつだけ)

※問21でSNSを「利用している」と回答した者のみに質問

スマートフォン所持かつSNS利用をしている265名のうち、SNS上で悪口やいじめを経験したことが「ある」のは8.7％

1 でした。SNS上での悪口やいじめを「見たことがある」のは21.5％でした。

2

3 男女別では、男子で「ある」は11.7％、「見たことがある」は18.3％でした。女子では「ある」は5.2％、

「見たことがある」が24.4％でした。

小中学生別では、小学生で「ある」は8.0％、「見たことがある」は14.8％です。中学生で「ある」は9.0％、

「見たことがある」は24.9％です。

N %

サンプル数 265 100%

ある 23 8.7%

自分はないが、他人が悪口やいじめを
されているのを見たことがある

57 21.5%

ない 185 69.8%

ある

8.7%

他人のを見たこ

とがある

21.5%

ない

69.8%

n=265
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問23

「自宅で勉強」が50.8％と最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」が43.0％、「習い事」が24.6％と続いています。

1 「自宅で勉強」は小学生が56.4％、中学生が44.3％と最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」は小学生が46.6％、中学生

8 が38.8％と続いています。

3 また、小学5年生・小学6年生・中学2年では「自宅で勉強」が最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」が続いています。

2 中学1年生は「友だちと遊ぶ」が47.7％と最も高く、次いで「自宅で勉強」が43.0％です。

9 中学3年生は「自宅で勉強」が47.2％と最も高く、次いで「学習塾」が30.2％と続いています。

7

5 N %

4 サンプル数 435 100%

6 自宅で勉強 221 50.8%

10 学習塾 103 23.7%

11 習い事 107 24.6%

放課後学習教室 11 2.5%

図書館での読書・調べ学習 37 8.5%

地域の活動 3 0.7%

家事の手伝い 62 14.3%

友だちと遊ぶ 187 43.0%

外遊び 88 20.2%

その他 42 9.7%

特に何もしない 51 11.7%

＜放課後について＞
 「Challenge Wednesday」は主にどのように過ごしていますか？(いくつでも)

50.8%

43.0%

24.6%

23.7%

20.2%

14.3%

8.5%

2.5%

0.7%

9.7%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅で勉強

友だちと遊ぶ

習い事

学習塾

外遊び

家事の手伝い

図書館での読書・調べ学習

放課後学習教室

地域の活動

その他

特に何もしない

n=435

「その他」の具体的な内容

趣味のことをまとめる、自分の作った物語を提出、

調べ物(3)、ドッヂボール、読書、部活の自主練、

テレビを観る、体力づくり、ゲーム(7)、タイピング、

サッカーの自主練(2)、絵を描く、睡眠、課題・タ

ブレット、友達と遊び勉強する、折り紙、パパと野

球練習、学校に行っていない(3)、中学生なので

無い、Challenge Wednesdayを知らない、スマホ、

けがの治療（2）、課題 など

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問24 放課後どのようにして過ごすことが多いですか？(いくつでも)

「自宅で過ごす（勉強以外）」が最も高い63.4％でした。次いで、「友だちと遊ぶ」が50.1％、「自宅で勉強」が43.9％

と続いています。

1

7 小学生は「友だちと遊ぶ」が62.4％と最も高く、次いで「自宅で過ごす（勉強以外）」が56.8％と続いています。

2 中学生は「自宅で過ごす（勉強以外）」が71.1％と高く、次いで「部活動・クラブ活動」が53.7％と続いています。

3

4

6 N %

5 サンプル数 435 100%

8 自宅で過ごす（勉強以外） 276 63.4%

9 自宅で勉強 191 43.9%

学習塾 166 38.2%

習い事 158 36.3%

江東きっずクラブ 16 3.7%

部活動・クラブ活動 118 27.1%

友だちと遊ぶ 218 50.1%

その他 13 3.0%

特になにもしない、わからない 6 1.4%

63.4%

50.1%

43.9%

38.2%

36.3%

27.1%

3.7%

3.0%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅で過ごす

友だちと遊ぶ

自宅で勉強

学習塾

習い事

部活動・クラブ活動

江東きっずクラブ

その他

特になにもしない

n=435

「その他」の具体的な内容

電車を観に行く、自習室に行く、公園に行く、

サッカーの練習、散歩、スポーツクラブへ行

く、絵を描く、タブレット、宿題、ゲーム（3）

など

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問25

「ほとんどしない（15分未満）」が23.9％と最も高く、次いで「30分くらい」が17.9％、「1時間くらい」が14.3％と

続いています。

1

2 男子は「30分くらい」が19.4％と最も高く、次いで「1時間くらい」が17.1％と続いています。

3 女子は「ほとんどしない」が28.8％と最も高く、次いで「30分くらい」が16.6％と続いています。

4 小学生は「30分くらい」が23.9％と最も高く、「ほとんどしない」が16.7％と続いています。

5 中学生は「ほとんどしない」が32.3％と最も高く、「2時間くらい」が19.9％と続いています。

6

7 N %

8 サンプル数 435 100%

9 ほとんどしない（15分未満） 104 23.9%

15分くらい 52 12.0%

30分くらい 78 17.9%

1時間くらい 62 14.3%

1時間30分くらい 34 7.8%

2時間くらい 61 14.0%

3時間くらい 27 6.2%

4時間以上 10 2.3%

その他 7 1.6%

学校の授業や登校以外で、ふだん1日にどのくらいの時間運動をしていますか？
(ひとつだけ)

ほとんどしない

23.9%

15分くらい

12.0%

30分くらい

17.9%

1時間くらい

14.3%

1時間30分くらい

7.8%

2時間くらい

14.0%

3時間くらい

6.2%

4時間以上

2.3%
その他

1.6%

n=435

「その他」の具体的な内容

土日6時間以上・平日1時間30分、2時間

30分くらい、部活引退前は2時間・引退後

は20分くらい、2～4時間、月曜１時間・金

曜１時間、週１日2時間、土日祝日は終日

野球
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教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問26 あなたは習い事や部活動、クラブ活動をしていますか？(いくつでも)

「運動系の活動をしている」が最も高い60.2％で、次いで「習い事（料理、書道、華道、茶道など）」が27.1％、

「文化・美術系の活動（音楽、美術など）」が25.5％でした。

1

3 男子は「運動系の活動をしている」が73.0％と最も高く、次いで「習い事をしている」が20.4％と続いています。

2 女子は「運動系の活動をしている」は50.7％と最も高く、次いで「文化・芸術系の活動をしている」が37.1％

4 と続いています。

5

6 N %

7 サンプル数 435 100%

8 運動系の活動をしている 262 60.2%

文化・芸術系の活動をしている　（音
楽、美術など）

111 25.5%

習い事をしている　（料理、書道、華
道、茶道など）

118 27.1%

英会話教室に通っている 45 10.3%

趣味の活動をしている　（将棋、囲碁な
ど）

26 6.0%

プログラミング教室に通っている 16 3.7%

その他 39 9.0%

何もしていない 33 7.6%

「その他」の具体的な内容

そろばん、英語を学ぶ、オンライン英会話、

塾（23）、科学部、ブックトーク、工作クラブ、

廃部になった、和太鼓部

60.2%

27.1%

25.5%

10.3%

6.0%

3.7%

9.0%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

運動系の活動をしている

習い事をしている

文化・芸術系の活動をしている

英会話教室に通っている

趣味の活動をしている

プログラミング教室に通っている

その他

何もしていない

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問27

「球技（団体）」が最も高い31.0％で、次いで「水泳・スイミング」が22.8％、「体操・ダンス」が21.6％と続いています。

2 男子は「球技（団体）」が47.9％と最も高く、次いで「球技（個人）」が21.3％と続いています。

5 女子は「体操・ダンス」が30.7％と最も高く、次いで「その他」が25.4％、「水泳・スイミング」が24.9％と続いています。

4

1

6

7 N %

9 サンプル数 435 100%

3 球技（個人） 81 18.6%

10 球技（団体） 135 31.0%

8 武道 15 3.4%

11 体操・ダンス 94 21.6%

水泳・スイミング 99 22.8%

ランニング・ウォーキング 76 17.5%

陸上競技 44 10.1%

登山・ロッククライミング 5 1.1%

スキー・スケート 22 5.1%

スケートボード 7 1.6%

その他 46 19.3%

なにもやらない 38 8.7%

体育の授業やクラブ、部活動以外で、よくやるスポーツは何ですか？(いくつでも)

31.0%

22.8%

21.6%

18.6%

17.5%

10.1%

5.1%

3.4%

1.6%

1.1%

19.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

球技（団体）

水泳・スイミング

体操・ダンス

球技（個人）

ランニング・ウォーキング

陸上競技

スキー・スケート

武道

スケートボード

登山・ロッククライミング

その他

n=435

「その他」の具体的な内容

何もやらない（38）、バトミントン（5)、サッ

カー（2）、サイクリング（3）、アクロバット、バ

レーボール、テニス（2）、チアリーディング

（1）、バレエ(5）、鬼ごっこ(6)、ドッジボール

（1）、一輪車、水泳、ブレイクボード、運動

施設での運動、バランスボール、空手、筋

トレ（2）、ラントレ、キャッチボール、なわと

び、乗馬、剣道 など

割合の高い順に並び替えをしています。
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問28

「学校や町会のお知らせを見て、興味があれば参加している」が最も高い52.6％でした。次いで、「友だちに誘われた

時は参加している」が41.8％、「ほとんど参加しない」が20.7％と続いています。

1

（だ 男子女子ともに「興味があれば参加している」（男子は53.1％、女子は52.7％）が最も高く、次いで「誘われた時は

3 参加している」（男子は37.4％、女子は49.3％）と続いています。

4

5 地区別では「参加したことはない」が最も高かったのは豊洲で12.8％でした。

6 「自分で調べて参加している・興味があれば参加している」の合計では、白河が80.3％と最も高く、次いで富岡

（59.6％）、大島（58.0％）、東陽（57.4％）と続いています。

学年別の「自分で調べて参加している・興味があれば参加している」の合計では、小学5年生が72.6％と最も高く、

次いで小学4年生が71.4％、小学6年生が59.1％、中学1年生が58.2％と続いています。

N %

サンプル数 435 100%

地域の行事予定を自分で調べて参加
している

26 6.0%

学校や町会のお知らせを見て、興味が
あれば参加している

229 52.6%

友だちに誘われた時は参加している 182 41.8%

ほとんど参加しない 90 20.7%

参加したことはない 27 6.2%

わからない、覚えていない 25 5.7%

住んでいる地域の行事（こども会、祭りなど）にどの程度参加していますか？
(いくつでも)

6.0%

52.6%

41.8%

20.7%

6.2%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分で調べて参加している

学校や町会のお知らせを見て

友だちに誘われて

ほとんど参加しない

参加したことはない

わからない、覚えていない
n=435
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問29

「とても幸せ」が最も高く41.8％でした。次いで、「幸せ」が40.5％と、合算して82.3％が幸せだと思っています。

一方で、「あまり幸せではない」・「全く幸せではない」と思っている児童生徒が3.4％います。

1

2 男子は「幸せ」が40.8％、「とても幸せ」が40.3％で、合計が81.1％、「幸せではない」は3.3％です。

3 女子は「とても幸せ」が45.4％、「幸せ」が39.5％で、合計が84.9％、「幸せではない」は2.9％です。

4 小学生は「とても幸せ」が52.1％、「幸せ」が34.2％で、合計が86.3％、「幸せではない」は2.2％です。

5 中学生は「幸せ」が47.8％で、「とても幸せ」が29.9％で、合計が77.7％で、「幸せではない」は5.0％です。

N %

サンプル数 435 100%

とても幸せ 182 41.8%

幸せ 176 40.5%

どちらでもない 62 14.3%

あまり幸せではない 10 2.3%

全く幸せではない 5 1.1%

＜自分について＞
自分は幸せだと思いますか？(ひとつだけ)

とても幸せ

41.8%

幸せ

40.5%

どちらでもない

14.3%

あまり幸せではな

い

2.3%

全く幸せではな

い

1.1%

n=435

p.65



教育に関する意識調査（小中学生向け） 令和6年度 江東区

問30 将来どのような大人になりたいと思いますか？ (いくつでも)

「人を思いやる心を持っている人」が72.9％と最も高く、次いで「家族を大切にする人」が68.5％など、多くの項目を

半数以上が選びました。

1 一方、「海外で活躍する人」が22.1％と最も低く、次いで「地域へ貢献する人」が26.9％、「リーダーとして活躍する人」

4 が29.2％と、3項目が3割を下回っています。

8

11 N %

2 サンプル数 435 100%

13 人を思いやる心を持っている人 317 72.9%

10
自己肯定感をもち、自分に自信を持っ
ている人

226 52.0%

15 困難（こんなん）を乗り越えられる人 244 56.1%

14 家族を大切にする人 298 68.5%

16 友だちや仲間がたくさんいる人 285 65.5%

12 健康で体力に自信がある人 246 56.6%

17 常に努力をする人 247 56.8%

18
夢を実現するために、最後まであきらめ
ない人

272 62.5%

社会のきまりを守る人 250 57.5%

新しいことに取り組もうとする人 197 45.3%

社会の役に立てる人 228 52.4%

海外で活躍する人 96 22.1%

得意なことをたくさん持っている人 205 47.1%

リーダーとして活躍する人 127 29.2%

スポーツや芸術など、特定の分野で努
力できる人

163 37.5%

地域へ貢献する人 117 26.9%

その他 7 1.6%

特に思いつかない、わからない 19 4.4%

男子は「友だちや仲間がたくさんいる人」が

68.7％と最も高く、次いで「人を思いやる心

を持っている人」が65.4％と続いています。

女子は、「人を思いやる心を持っている人」

が81.5％と最も高く、次いで「家族を大切

にする人」が75.1％と続いています。

「その他」の具体的な内容

芯のある人、家族を大切にできる人、誰にで

も平等に優しく明るく接する人、夢を持ってい

る人、趣味を仕事にしている人、英語が喋れ

る人 など

72.9%

68.5%

65.5%

62.5%

57.5%

56.8%

56.6%

56.1%

52.4%

52.0%

47.1%

45.3%

37.5%

29.2%

26.9%

22.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人を思いやる心を持っている人

家族を大切にする人
友だちや仲間がたくさんいる人

最後まであきらめない人

社会のきまりを守る人
常に努力をする人

健康で体力に自信がある人
困難を乗り越えられる人

社会の役に立てる人

自分に自信を持っている人
得意なことをたくさん持っている人

新しいことに取り組もうとする人
特定の分野で努力できる人

リーダーとして活躍する人

地域へ貢献する人

海外で活躍する人

n=435

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記・項目を一部省略しています。
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問31

区立図書館の利用について、「あまり利用しない」が25.3％と最も高く、次いで「年に数回程度」が24.4％、

「月に数回程度」が15.2％と続いています。また、「利用したことがない」は6.4％でした。

1

2 小学生では「年に数回程度」が22.2％と最も高く、次いで「月に数回程度」が17.1％と続いています。

3 中学生では「あまり利用しない」が32.8％と最も高く、次いで「年に数回程度」が26.9％と続きました。

4 男子は「あまり利用しない」が27.0％と最も高く、女子は「年に数回程度」が最も高い23.9％でした。

5 「ほぼ毎日」「週に数回程度」の合計では、男子が3.3％、女子が8.3％、小学生が7.7％、中学生が3.5％です。

6

7

8 N %

9 サンプル数 435 100%

ほぼ毎日 4 0.9%

週に数回程度 21 4.8%

週に1回程度 29 6.7%

月に数回程度 66 15.2%

月に1回程度 57 13.1%

年に数回程度 106 24.4%

年に1回程度 14 3.2%

あまり利用しない 110 25.3%

利用したことがない 28 6.4%

＜図書館について＞
 区立図書館をどのくらい利用していますか？(ひとつだけ)

ほぼ毎日

0.9%
週に数回程度

4.8%

週に1回程度

6.7%

月に数回程度

15.2%

月に1回程度

13.1%

年に数回程度

24.4%

年に1回程度

3.2%

あまり利用しない

25.3%

利用したことがな

い

6.4%

n=435
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問32 図書館を利用する主な目的は何ですか？(いくつでも)

※問31で図書館を年に1回以上「利用している」と回答した者のみに質問

図書館を年に1回以上利用している297名のうち、「本やCDの貸出」が63.3％と最も高く、次いで「勉強、学習の

1 場所」が39.7％、「本や雑誌、新聞を読む」が33.3％と続いています。一方、「図書館職員へ本などの相談」は0.7％

5 と最も低いです。

2 男子・女子ともに「本やCDの貸出」（男子は58.5％、女子は66.7％）が最も高く、次いで、「勉強、学習の場所」

3 （男子は32.6％、女子は48.0％）と続いています。

8 小学生・中学生も同様に、「本やCDの貸出」（小学生は67.4％、中学生は57.4％）が最も高く、次いで、小学生は

4 「本や雑誌、新聞を読む」（36.0％）が、中学生は「勉強、学習の場所」（54.9％）が続いています。

6 学年別では小学4年生から中学3年生にかけて「本やCDの貸出」の割合が低くなり、「勉強、学習の場所」の

7 割合が高くなっています。

9

N %

サンプル数 297 100%

本やCDの貸出 188 63.3%

本や雑誌、新聞を読む 99 33.3%

本や資料による調べもの 64 21.5%

動画、ビデオ等の閲覧 5 1.7%

勉強、学習の場所 118 39.7%

インターネットや無線LANの利用 5 1.7%

図書館職員へ本などの相談 2 0.7%

お話し会などのイベント参加 10 3.4%

その他 9 3.0%

「その他」の具体的な内容

本・マンガとかを借りるため、広場で鬼ごっこ、

友達とゲーム、しらべる学習、雨宿り、マンガ

探し、本を読むのが楽しいから など

63.3%

39.7%

33.3%

21.5%

3.4%

1.7%

1.7%

0.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

本やCDの貸出

勉強、学習の場所

本や雑誌、新聞を読む

本や資料による調べもの

お話し会などのイベント参加

動画、ビデオ等の閲覧

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄや無線LANの利用

図書館職員へ本などの相談

その他

n=297

割合の高い順に並び替えをしています。
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問33 区立図書館で取り組んでほしいことは何ですか？ (いくつでも)

「本の種類を増やしてほしい」が45.3％と最も高く、次いで「机を増やしてほしい」が30.1％、「新刊を置いてほしい」が

24.6％、「電子図書を増やしてほしい」が17.0％と続いています。

1

5 男子・女子ともに「本の種類を増やしてほしい」（男子は42.2％、女子は48.3％）が最も高く、次いで男子は「特にない」

2 が35.5％、女子は「机を増やしてほしい」が38.5％と続いています。

3 また、小学生は「本の種類を増やしてほしい」が57.3％と最も高く、次いで「新刊を早く置いてほしい」が31.2％と続い

6 ています。中学生は「特にない」が42.3％と最も高く、次いで「机を増やしてほしい」が32.8％と続いています。

4

7 N %

8 サンプル数 435 100%

9 本の種類を増やしてほしい 197 45.3%

10 新刊を早く置いてほしい 107 24.6%

11 電子図書を増やしてほしい 74 17.0%

イベントなどを増やしてほしい 44 10.1%

机を増やしてほしい 131 30.1%

おすすめの本の紹介をしてほしい 53 12.2%

ホームページをわかりやすくしてほしい 32 7.4%

本や調べものの相談をできるようにして
ほしい

32 7.4%

施設の改修・修繕 23 5.3%

その他 29 6.7%

特にない 129 29.7%

「その他」の具体的な内容

漫画の種類を増やしてほしい（8）、カフェ

併設、借りたい本があるか調べられる機能、

蔵書の増加、友達と話せるスペース、学

習スペース、本の宅配サービス、ホーム

ページが見づらくなった、新刊のアピール、

照明を明るくしてほしい など

45.3%

30.1%

24.6%

17.0%

12.2%

10.1%

7.4%

7.4%

5.3%

6.7%

29.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本の種類を増やしてほしい

机を増やしてほしい

新刊を早く置いてほしい

電子図書を増やしてほしい

おすすめの本の紹介をしてほしい

イベントなどを増やしてほしい

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをわかりやすくしてほしい

相談をできるようにしてほしい

施設の改修・修繕

その他

特にない

n=297

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問34

全部で118件の意見があり、その中で「学び・育ち」に関する意見が多く、67件ありました。

次いで、「つながり」に関する意見が55件ありました。

なお、定性調査のため、意見数はあくまで参考値です。

1(FA)

意見数

1．学び・育ち 67

2．自分らしさ 26

3．環境 41

4．つながり 55

ＩＣＴ 13

※1人で複数個の記述があったものは、複数の項目でカウントしているため、合計数は118件以上となります。

※定性調査のため、割合は算出せず。

学校や生活について言いたいこと、かなえて欲しいことがあれば、なんでも
書いてください。（ない場合は、書かないで進めてください）(自由記述)

p.70



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

第４部　保護者向け調査結果

１　調査概要
（1）目的

　本調査は、「教育推進プラン・江東」の次期計画策定にあたり、小中学生の保護者を対象に、江東区の

　教育について、教育に関するニーズや課題等を抽出し、計画の基礎資料として活用するものです。

（2）対象

　江東区立小中学校に在籍する児童（小学4～6年生）・生徒（中学1～3年生）の保護者…3,000名

（3）実施方法

　本人の入力によるWEB回答方式。

（4）実施時期

　2024年10月16日～11月11日

　※調査依頼状に記載した回答締切は

　10月31日でしたが、衆議院議員選挙

　と重なるなどで回答者への到着が遅く

　なったため、回収日を11月11日に

　延期しました。

（5）回収結果

保護者

　配布数…3,000名

　回収数…468名

　回収率…15.6％

調査依頼文
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２　集計結果 ※問28、問41を除いて全問回答必須

問1 あなたがお住まいの地区をお選びください。(ひとつだけ)

1

2 「東陽」が14.7％と最も高く、次いで「白河」が12.4％、「小松橋」が11.5％と続いています。

3

4

5 N %

6 サンプル数 468 100%

7 白河　 58 12.4%

8 小松橋　 54 11.5%

9 富岡　 53 11.3%

10 東陽　 69 14.7%

豊洲　 51 10.9%

亀戸　 45 9.6%

大島　 48 10.3%

砂町 53 11.3%

南砂　 37 7.9%

その他 0 0.0%

Nは回答者数を示しています。

%は回答者数に対して、各項目の回答数の

割合を、小数点第２位を四捨五入して示して

います。

（以下同）

白河

12.4%

小松橋

11.5%

富岡

11.3%

東陽

14.7%豊洲

10.9%

亀戸

9.6%

大島

10.3%

砂町

11.3%

南砂

7.9%

n=468
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問2 あなたの年齢をお選びください。(ひとつだけ)

「40～49歳」が65.6％と最も高く、次いで「50～59歳」が23.5％、「30～39歳」が8.1％と続いています。

1 N %

2 サンプル数 468 100%

3 29歳以下 7 1.5%

4 30～39歳 38 8.1%

5 40～49歳 307 65.6%

6 50～59歳 110 23.5%

60～69歳 5 1.1%

70歳以上 1 0.2%

29歳以下

1.5%

30～39歳

8.1%

40～49歳

65.6%

50～59歳

23.5%

60～69歳

1.1%

70歳以上

0.2%

n=468

p.73



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問3 あなたの性別をお選びください。 (ひとつだけ)

「女性」が80.3％で、「男性」は16.0％でした。

1

2 N %

3 サンプル数 468 100%

男性 75 16.0%

女性 376 80.3%

答えたくない 17 3.6%

男性

16.0%

女性

80.3%

答えたくない

3.6%

n=468

p.74



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問4 あなたの職業をお選びください。(ひとつだけ)

「会社員・団体職員」が40.2％が最も高く、次いで「パート・アルバイト」が26.1％、「無職」が16.9％と続いています。

1

2

3 N %

4 サンプル数 468 100%

5 会社役員・団体役員 4 0.9%

6 会社員・団体職員 188 40.2%

7 自営・自由業 28 6.0%

8 公務員 20 4.3%

9 公立学校教職員 10 2.1%

10 それ以外の教育関係者 9 1.9%

パート・アルバイト 122 26.1%

学生 7 1.5%

無職（専業主婦・主夫含む） 79 16.9%

その他 1 0.2%

会社役員・団体

役員

0.9%

会社員・団体職

員

40.2%

自営・自由業

6.0%

公務員

4.3%

公立学校教職員

2.1%

他の教育関係者

1.9%

パート・アルバイト

26.1%

学生

1.5%

無職

16.9%

その他

0.2%

n=468

「その他」の具体的な内容

派遣社員

p.75



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問5

「小学校4年生」・「小学校5年生」がともに19.0％と最も高く、次いで「中学校1年生（義務教育学校7年生）」が

17.7％で、「中学校2年生（義務教育学校8年生）」が16.5％と続いています。

1

2 N %

3 サンプル数 468 100%

4 小学校4年生 89 19.0%

5 小学校5年生 89 19.0%

6 小学校6年生 73 15.6%

中学校1年生（義務教育学校7年生） 83 17.7%

中学校2年生（義務教育学校8年生） 77 16.5%

中学校3年生（義務教育学校9年生） 57 12.2%

お子さんの学年をお選びください。（今回、調査にお答えいただくお子さまについてお選びく
ださい）(ひとつだけ)

小学校4年生

19.0%

小学校5年生

19.0%

小学校6年生

15.6%

中学校1年生

17.7%

中学校2年生

16.5%

中学校3年生

12.2%

n=468

p.76



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問6 あなたはお子さんにとってどのような続柄ですか。(ひとつだけ)

「母親」が83.3％と最も高く、次いで「父親」が16.2％と続いています。

1

2

3 N %

4 サンプル数 468 100%

5 父親 76 16.2%

6 母親 390 83.3%

7 祖母 1 0.2%

祖父 0 0.0%

おじ 0 0.0%

おば 0 0.0%

その他 1 0.2%

父親

16.3%

母親

83.5%

祖母

0.2%

n=468

p.77



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

同居している家族について、あてはまるものをすべてお選びください。

（あなたにとっての続柄でお答えください）(いくつでも)

「子」が95.1％と最も高く、次いで「配偶者」が90.0％、「兄弟姉妹」が6.6％と続いています。

1

2 N %

3 サンプル数 468 100%

4 配偶者 421 90.0%

5 子 445 95.1%

6 兄弟姉妹 31 6.6%

7 父母、義父母 23 4.9%

祖父母、義祖父母 3 0.6%

孫、ひ孫 1 0.2%

その他 2 0.4%

問7

「その他」の具体的な内容

家族、義叔母

p.78



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問8 あなたのお子さんは、楽しく学校に通っていますか。（ひとつだけ）

「まあ楽しく通っている」が55.8％と最も高く、次いで「とても楽しく通っている」が28.0％で、83.8％が

楽しく通っています。

1 一方で、「あまり楽しそうに通っていない」が3.4％、「楽しそうに通っていない」が4.7％と、8.1％が

2 楽しそうに通っていません。

3 小学4年生から中学3年生までの「とても楽しく通っている」と「まあ楽しく通っている」を合算すると、

4 小学4年生は84.3％、小学5年生は76.4％、小学6年生は90.4％、中学1年生は91.6％、

5 中学2年生は84.4％、中学3年生は73.7％です。

6

N %

サンプル数 468 100%

とても楽しく通っている 131 28.0%

まあ楽しく通っている 261 55.8%

どちらとも言えない 37 7.9%

あまり楽しそうに通っていない 16 3.4%

楽しそうに通っていない 22 4.7%

わからない、気にしたことがない 1 0.2%

とても楽しく通って

いる

28.0%

まあ楽しく通って

いる

55.8%

どちらとも言えな

い

7.9%

あまり楽しそうに

通っていない

3.4%

楽しそうに通って

いない

4.7%

わからない

0.2%

n=468n=468

p.79



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問9 お子さんが学校が楽しい理由は何だと思いますか。(いくつでも)

※問8で学校に「とても楽しく通っている」「まあ楽しく通っている」と回答した方のみに質問

楽しく通っている392名のうち、学校が楽しい理由として「仲の良い友だちがいる」が89.8％と最も高く、次いで「部活動

3 やクラブ活動が楽しい」が40.3％と続いています。

6

8 父親・母親ともに「仲の良い友だちがいる」（父親は93.3％、母親は89.1％）が最も高く、次いで父親は「学校の雰囲気

1 や環境が好き」が43.3％、母親は「部活動やクラブ活動が楽しい」が42.3％と続いています。

7

2

5 N %

4 サンプル数 392 100%

9 学校の雰囲気や環境が好き 151 38.5%

10 教員との関係が良好である 144 36.7%

仲の良い友だちがいる 352 89.8%

勉強が楽しい 53 13.5%

体育の時間が楽しい 108 27.6%

部活動やクラブ活動が楽しい 158 40.3%

学校での行事などが楽しい 150 38.3%

給食がおいしい 156 39.8%

その他 7 1.8%

知らない、わからない 1 0.3%

「その他」の具体的な内容

自分の役割がある、Chromebook、勉強は少

しだけ楽しい、図書館が好き、数矢バスケが

楽しい、好きな授業があるとき

89.8%

40.3%

39.8%

38.5%

38.3%

36.7%

27.6%

13.5%

1.8%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仲の良い友だちがいる

部活動やクラブ活動が楽しい

給食がおいしい

学校の雰囲気や環境が好き

学校での行事などが楽しい

教員との関係が良好である

体育の時間が楽しい

勉強が楽しい

その他

知らない、わからない

n=392

割合の高い順に並び替えをしています。

p.80



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問10 楽しそうではない理由は何だと思いますか。(いくつでも)

※問8で学校に「あまり楽しそうに通っていない」「楽しそうに通っていない」と回答したのみに質問

楽しそうに通っていない38名のうち、「勉強が楽しくない」が55.3％と最も高く、次いで「学校の雰囲気や環境が

5 好きではない」が50.0％と続いています。

1

4 父親は「仲の良くない友だちがいる」と「勉強が楽しくない」（それぞれ57.1％）が最も高く、母親は「学校の雰囲気や

2 環境が好きではない」（58.1％）が最も高いです。

8

3 N %

6 サンプル数 38 100%

7 学校の雰囲気や環境が好きではない 19 50.0%

9 教員との関係が良好ではない 10 26.3%

10 仲の良い友だちがいない 9 23.7%

11 仲の良くない友だちがいる 13 34.2%

勉強が楽しくない 21 55.3%

体育の時間が楽しくない 9 23.7%

部活動やクラブ活動が負担になっている 6 15.8%

学校での行事などに楽しさを感じない 10 26.3%

給食がおいしくない 5 13.2%

その他 6 15.8%

知らない、わからない 1 2.6%

「その他」の具体的な内容

本人が自閉症で大集団が元々苦手で、そ

れに対する学校の配慮がまるでないから、

転入前の学校と児童数や雰囲気が変わっ

ていまひとつなじみきれない、学校の進め方

とこどものペースが合わない、給食をみんな

の前で食べられない、無駄に長い校長の話、

重い荷物、圧のある教員、理由を教えてくれ

ないルール、一律に学ぶ授業形態があって

いない

55.3%

50.0%

34.2%

26.3%

26.3%

23.7%

23.7%

15.8%

13.2%

15.8%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

勉強が楽しくない

学校の雰囲気や環境が好きではない

仲の良くない友だちがいる

教員との関係が良好ではない

学校での行事などに楽しさを感じない

仲の良い友だちがいない

体育の時間が楽しくない

部活動やクラブ活動が負担になっ…

給食がおいしくない

その他

知らない、わからない

n=38

割合の高い順に並び替えをしています。

p.81



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問11 あなたのお子さんは、学校の授業以外で運動やスポーツをしていますか。(いくつでも)

「なにもしていない」が35.7％と最も高く、次いで「民間スポーツクラブや道場等に通っている」が35.0％、「学校の部活

動に参加している」が19.9％と続いています。

1

3 小学4年生・5年生では「民間のスポーツクラブや道場等に通っている」（小学4年生は61.8％、小学5年生は48.3％）

2 が最も高く、小学6年生は「なにもしていない」（45.2％）が最も高いです。

4 中学1年生・2年生はともに「学校の運動部に参加している」（中学1年生は44.6％、中学2年生は45.5％）が最も高く、

5 中学3年生は「なにもしていない」が63.2％と最も高くなりました。

6 また、「地域のスポーツチームに参加している」では、小学4年生は22.5％、小学5年生は20.2％、小学6年生は

7 26.0％、中学1年生は7.2％、中学2年生は1.3％、中学3年生は3.5％でした。

N %

サンプル数 468 100%

民間スポーツクラブや道場等に通っている 164 35.0%

地域のスポーツチームに参加している 66 14.1%

学校の運動部に参加している 93 19.9%

きっずクラブを利用して運動している 13 2.8%

その他 27 5.8%

なにもしていない 167 35.7%

知らない、わからない 0 0.0%

「その他」の具体的な内容

バレエ（2）、放課後デイサービス、簡易ジム、

家でなわとび、公園や広場で運動（3）、江

東区の部活、ダンス（2）、友達と外で遊ぶ

（2）、引退した、スイミング（2）、体操教室、

ジョギング・ランニング（2）、サッカークラブ、

運動療育 など

35.0%

19.9%

14.1%

2.8%

5.8%

35.7%

0% 10% 20% 30% 40%

民間スポーツクラブや道場等

学校の運動部

地域のスポーツチーム

きっずクラブを利用

その他

なにもしていない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

p.82



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問12 お子さんが学校の運動行事で特に興味を持っていることは何ですか。(いくつでも)

「運動会」が55.8％と最も高く、次いで「プール」が34.0％、「プロ選手やオリンピック・パラリンピック選手との交流」

が15.8％と続いています。

1

4 小学4年生から中学3年生まで「運動会」が最も高く、次いで小学4年生は「プール」（55.1％）、小学5年生は

6 「プール」（43.8％）、小学6年生は「プール」（28.8％）、中学1年生は「プール」（28.9％）、中学2年生は

2 「興味を持っているものはない」（26.0％）、中学3年生は「興味を持っているものはない」（21.1％）が続いています。

3

5 N %

7 サンプル数 468 100%

8 運動会 261 55.8%

9 ながなわチャレンジ 56 12.0%

ボッチャ 51 10.9%

プール 159 34.0%

わくわくタイム/ウォームアップタイム 21 4.5%

プロの選手やオリンピック・パラリンピック
選手との交流

74 15.8%

その他 21 4.5%

興味を持っているものはない 79 16.9%

知らない、わからない 36 7.7%

「その他」の具体的な内容

連合音楽会、行事は苦手で参加できない、カ

バディ―、音楽会・遠足、跳び箱、校外活動、

バスケ、合唱コンクール、部活（2）、ドッジ

ボール（3）、休み時間の鬼ごっこ、連合運動

会、マラソン大会、遠足、ナイトフォーク、運動

会の演奏 など

55.8%

34.0%

15.8%

12.0%

10.9%

4.5%

4.5%

16.9%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運動会

プール

プロの選手やオリ・パラ選手との交流

ながなわチャレンジ

ボッチャ

わくわくタイム/ウォームアップタイム

その他

興味を持っているものはない

知らない、わからない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

p.83



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問13 お子さんは、放課後どのようにして過ごすことが多いですか。 (いくつでも)

「自宅で過ごす（勉強以外）」が63.0％と最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」が46.4％、「学習塾」が45.5％と

続いています。

1

7 地区別で最も高いものとして、白河は「学習塾」（50.0％）ですが、それ以外の地区では「自宅で過ごす（勉強以外）」が

3 最も高いです。

4

2 N %

6 サンプル数 468 100%

5 自宅で過ごす（勉強以外） 295 63.0%

8 自宅で勉強 154 32.9%

9 学習塾 213 45.5%

10 習い事 185 39.5%

江東きっずクラブ 24 5.1%

部活動・クラブ活動 129 27.6%

友だちと遊ぶ 217 46.4%

その他 16 3.4%

特に何もしていない 1 0.2%

知らない、わからない 1 0.2%

「その他」の具体的な内容

委員会活動等、放課後デイサービス、児童

館（3）、兄妹と遊ぶ、自宅学習、祖父母の家

で過ごす（3）、ダンス教室 預かり保育、図書

館で宿題（2）、学童（2）

63.0%

46.4%

45.5%

39.5%

32.9%

27.6%

5.1%

3.4%

0.2%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅で過ごす（勉強以外）

友だちと遊ぶ

学習塾

習い事

自宅で勉強

部活動・クラブ活動

江東きっずクラブ

その他

特に何もしていない

知らない、わからない
n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

p.84



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問14 お子さんは「Challenge Wednesday」はどのように過ごしていますか。(いくつでも)

「自宅で勉強」が38.9％と最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」が36.1％、「学習塾」が22.6％と続いています。

1 地区別では、白河（37.9％）・小松橋（40.7％）は「友だちと遊ぶ」が、富岡（49.1％）・豊洲（41.2％）・亀戸（35.6％）

8 ・南砂（43.2％）は「自宅で勉強」が最も高いです。東陽・大島・砂町はいずれも、「自宅で勉強」と「友だちと遊ぶ」が

2 同率で最も高いです。

3

9 N %

7 サンプル数 468 100%

5 自宅で勉強 182 38.9%

4 学習塾 106 22.6%

6 習い事 64 13.7%

10 放課後学習教室 5 1.1%

11 図書館での読書・調べ学習 8 1.7%

12 地域の活動 0 0.0%

家事の手伝い 30 6.4%

友だちと遊ぶ 169 36.1%

外遊び 39 8.3%

その他 33 7.1%

特に何もしていない 79 16.9%

知らない、わからない 16 3.4%

「その他」の具体的な内容

児童館で遊ぶ(2)、自宅で遊ぶ、体力づくり、

能動的に取り組み楽しんでいる様子はない、

料理、病院(2)、自宅で休息(3)、ゲーム(4)、

パソコン、ハンドメイド(2)、自主学習、野球、

絵を描く(2)、友達と勉強、地域清掃、宿題

(2)、読書、サイクリング、調べものをまとめる

など

38.9%

36.1%

22.6%

13.7%

8.3%

6.4%

1.7%

1.1%

0.0%

7.1%

16.9%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅で勉強

友だちと遊ぶ

学習塾

習い事

外遊び

家事の手伝い

図書館での読書・調べ学習

放課後学習教室

地域の活動

その他

特に何もしていない

知らない、わからない
n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

p.85



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問15 お子さんはスマートフォンを持っていますか。(ひとつだけ)

スマートフォンを「持っている」と回答したのは63.5％で、「持っていない」と回答したのは36.5％でした。

1 「持っている」について保護者の年齢別では、「29歳以下」は42.9％、「30～39歳」は55.3％、

2 「40～49歳」は60.3％、「50～59歳」は76.4％、「60～69歳」では80.0％でした。

学年別で「持っている」の割合は、小学4年生が28.1％、小学5年生が36.0％、小学6年生が56.2％に対して、

中学1年生は91.6％、中学2年生は92.2％、中学3年生は91.2％と、小学6年生から中学1年生にかけて

「持っている」の回答がおよそ35％増加しています。

N %

サンプル数 468 100%

持っている 297 63.5%

持っていない 171 36.5%

持っている

63.5%

持っていない

36.5%

n=468

p.86



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問16 スマートフォンを持たせているのはどのような理由からですか。(いくつでも)

※問15でスマートフォンを「持っている」と回答したのみに質問

スマートフォンを持っていると回答した297名のうち、持たせている理由は「連絡手段として」が93.3％と最も高く、

1 次いで「安全のため」が53.9％、「こどもの希望」が39.1％と続いています。

2

4 学年別では「連絡手段として」が各学年で最も高く、次いで小学4～6年生は「安全のため」が続いていますが、

5 中学生では「安全のため」のほかに「こどもの希望」や「友だち関係を円滑にするため」が続いています。

6 「友だち関係を円滑にするため」は、小学4年生が8.0％、小学5年生が15.6％、小学6年生が14.6％に対して、

7 中学1年生は52.6％、中学2年生は53.5％、中学3年生は46.2％でした。

3

9 N %

8 サンプル数 297 100%

10 連絡手段として 277 93.3%

11 安全のため 160 53.9%

調べものなど学習のため 64 21.5%

こどもの希望 116 39.1%

友だち関係を円滑にするため 115 38.7%

まわりの友だちが持っている 75 25.3%

家族とのコミュニケーションをよくするため 75 25.3%

家族全員が持っているため 47 15.8%

こどもが強く希望したから 49 16.5%

その他 8 2.7%

特に理由はない 0 0.0%

「その他」の具体的な内容

IT関連にとても関心があり、興味関心を持っ

た事柄について深く調べたいために手軽に調

べたりできるから。

ニュース、デジタルペイントが上手なのでお

絵かき用。

公共の交通手段を利用するのに必要だから。

移動経路を調べたら誘導してもらうのに必要

だから。

生徒同士での部活関係の連絡は主にLINEで

来ます。

部活の連絡ツールとしてスムースだから。

ゲーム機がわりとして、コロナ中に使うことが

習慣づいてしまった など

93.3%

53.9%

39.1%

38.7%

25.3%

25.3%

21.5%

16.5%

15.8%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

連絡手段として

安全のため

こどもの希望

友だち関係を円滑にするため

まわりの友だちが持っている

家族とのコミュニケーションをよくす…

調べものなど学習のため

こどもが強く希望したから

家族全員が持っているため

その他

n=297

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問17

※問15でスマートフォンを「持っている」と回答したのみに質問

スマートフォンを持っていると回答した297名のうち、制限の設定などについて「使うアプリの制限をしている」が64.6％と

2 最も高く、次いで「携帯電話会社のフィルタリングサービスを利用している」が49.8％と続いています。

5

1 「特に制限は設けていない」では、小学4年生が4.0％、小学5年生が6.3％、小学6年生が7.3％に対して、中学1年生

6 は7.9％、中学2年生は12.7％、中学3年生は25.0％と学年が上がるごとに制限を設けていない割合が増加しています。

4

3

7

8 N %

サンプル数 297 100%

1日の利用時間を決めている 143 48.1%

使うアプリの制限をしている 192 64.6%

使う場所（場面）の制限をしている 57 19.2%

夜など使わない時間は保護者が管理し
ている

93 31.3%

携帯電話会社のフィルタリングサービス
を利用している

148 49.8%

利用状況などを親が確認できるように設
定している

136 45.8%

その他 10 3.4%

特に制限は設けていない 34 11.4%

お子さんのスマートフォンの利用について、制限などの設定をしていますか。
(いくつでも)

64.6%

49.8%

48.1%

45.8%

31.3%

19.2%

3.4%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

使うアプリの制限をしている

フィルタリングサービスを利用

1日の利用時間を決めている

利用状況を親が確認できるように…

使わない時間は保護者が管理

使う場所（場面）の制限をしている

その他

特に制限は設けていない

n=297

「その他」の具体的な内容

約束するが破られる、自宅Wi-Fi以外の通

信を遅くして動画等見れないように通信で

きないようにしている、学習目的を除き21

時までの利用、利用時間を制限するように

している、決め事守らないので困ってる、

キッズケータイなのでそもそもできることが

少ない、連絡以外に自ら使うことはないで

す、使用に関する約束を守れない場合、親

による一時的回収、ゲーム禁止にしている

が隙を見て勝手にダウンロードしている、ス

マホ自体で利用制限をしている など

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

p.88



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問18

「調べもの」が65.4％と最も高く、次いで「課題（ドリルなど）」が58.5％、「学校や友だちとの連絡」が22.6％と

続いています。

3

1 学年別では、小学4、5、6年生、中学2年生では「調べもの」が最も高く、中学1年生は「課題（ドリルなど）」が、

5 中学3年生は「課題（ドリルなど）」と「調べもの」が同率で最も高いです。

2 プログラミング学習について、小学4年生は19.1％、小学5年生は24.7％、小学6年生は20.5％と小学生は

4 およそ20%ですが、一方中学生は中学1年生が9.6％、中学2年生が6.5％、中学3年生が5.3％と10%未満に

6 なっています。

7

N %

サンプル数 468 100%

課題（ドリルなど） 274 58.5%

学校の予習・復習 95 20.3%

調べもの 306 65.4%

プログラミング学習 70 15.0%

学校や友だちとの連絡 106 22.6%

その他 60 12.8%

特に利用していない 49 10.5%

お子さんは学校から提供されたタブレット端末を、学校以外（家を含む）でどのようなことに
使っていますか。(いくつでも)

「その他」の具体的な内容

委員会活動、絵を描く（5）、プログラミング、

タイピング（28）、電子図書（3）、ウェブサイ

ト作成、ゲーム（24）、連絡（2）、YouTube

（3）、Web検索・ネットサーフィン（3）、運

動会やダンス学習の動画・練習風景を見

せて実演してくれる、野球を観ている、

NHK for School、時間割の確認 など

65.4%

58.5%

22.6%

20.3%

15.0%

12.8%

10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

調べもの

課題（ドリルなど）

学校や友だちとの連絡

学校の予習・復習

プログラミング学習

その他

特に利用していない n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

p.89



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問19 タブレット端末を活用した教育で重要と思うことは何ですか。(いくつでも)

「写真や映像、イラストなどのデジタル教材を活用できる」が67.3％と最も高く、次いで「登校できなくても学びの機会が

確保できる」が55.6％と続いています。

6

3 N %

7 サンプル数 468 100%

1 個人のペースで学習できる 160 34.2%

2 同じ内容を繰り返して学習できる 143 30.6%

5
登校できなくても学びの機会が確保でき
る

260 55.6%

8
他の学校や海外などの児童生徒とのコ
ミュニケーションがとれる

28 6.0%

9
教師の説明時間の短縮等により、効率
的な授業ができる

111 23.7%

4
写真や映像、イラストなどのデジタル教
材を活用できる

315 67.3%

10 情報活用能力が育成できる 214 45.7%

11 自由な時間に学ぶことができる 99 21.2%

12
情報セキュリティーや情報モラルマナー
について学習できる

96 20.5%

その他 24 5.1%

特に重要と思うことはない 19 4.1%

タブレット端末は教育に必要ない 8 1.7%

「その他」の具体的な内容

活用できるような体制にはなっていないと感

じる、理解できなかった・聞き逃したところを

また学べる、タブレット依存が心配、扱い方

の勉強になっている（3）、病欠の時はタブ

レットで出席にするべき、通常登校では不要、

プレゼン能力がつく、タイピングができるよう

になる、小学生には重すぎる、オンライン授

業が便利、進捗管理や勉強の傾向・対策

ができる、文字入力が楽、学習効果が悪い、

提出物以外の使用方法が不明、学校との

連絡事項の共有がスムース（2）、学習面で

はほとんど使用していない など

67.3%

55.6%

45.7%

34.2%

30.6%

23.7%

21.2%

20.5%

6.0%

5.1%

4.1%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

デジタル教材を活用できる

登校できなくても学びができる

情報活用能力が育成できる

個人のペースで学習できる

同じ内容を繰り返して学習できる

効率的な授業ができる

自由な時間に学ぶことができる

ｾｷｭﾘﾃｨｰやﾓﾗﾙについて学習できる

児童生徒とのコミュニケーションがと…

その他

特に重要と思うことはない

タブレット端末は教育に必要ない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

p.90



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問20 お子さんが将来に向けて、身に付けて欲しいと思っていることは何ですか。(いくつでも)

「社会性（協調性や思いやりの心など）を身に付ける」が89.5％と最も高く、次いで「コミュニケーション能力をつける」が

84.8％、「問題を解決する力をつける」が80.3％と続いています。

1

6 N %

5 サンプル数 468 100%

3
社会性（協調性や思いやりの心など）を
身に付ける

419 89.5%

7 基礎的な学力を向上させる 337 72.0%

2
規範意識（ルールやマナーなど）を習得
させる

364 77.8%

4 基本的な生活習慣を身につける 327 69.9%

8 問題を解決する力をつける 376 80.3%

10 コミュニケーション能力をつける 397 84.8%

11 自立心や向上心を習得する 352 75.2%

9 情報を活用する力を身につける 258 55.1%

12 音楽や美術等、芸術に親しむ心を持たせる 183 39.1%

13 外国語を身に付ける 245 52.4%

グローバルに活躍できるような考え方を持つ 213 45.5%

その他 10 2.1%

特に思いつかない 1 0.2%

「その他」の具体的な内容

自尊心、好奇心、広くて穏やかな探求心、

男女で協力し合ってよい世界を作ること、自

分の楽しく続けられることを探す・見つける力、

リーダーシップ、サバイバル能力・探求心、

情報リテラシー、自己肯定感を育てる、努

力すること・自分の得意や好きと思えること

を活かすこと、大切な人と同じくらい自分も

大切にする、人種・民族・生涯・性的指向な

どに差別や偏見を持たない価値観 など

89.5%

84.8%

80.3%

77.8%

75.2%

72.0%

69.9%

55.1%

52.4%

45.5%

39.1%

2.1%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会性を身に付ける

コミュニケーション能力をつける

問題を解決する力をつける

規範意識を習得させる

自立心や向上心を習得する

基礎的な学力を向上させる

基本的な生活習慣を身につける

情報を活用する力を身につける

外国語を身に付ける

グローバルな考え方を持つ

芸術に親しむ心を持たせる

その他

特に思いつかない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。

p.91



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問21 あなたのお子さんは、将来どのような大人になってもらいたいと思いますか。(いくつでも)

N %

サンプル数 468 100%

1 人を思いやる心を持っている人 409 87.4%

3
自己肯定感をもち、自分に自信を持って
いる人

356 76.1%

2 困難を乗り越えられる人 357 76.3%

4 家族を大切にする人 329 70.3%

6 友だちや仲間がたくさんいる人 262 56.0%

9 健康で体力に自信がある人 286 61.1%

5 常に努力をする人 208 44.4%

8
夢を実現するために、最後まであきらめ
ない人

255 54.5%

11 社会のきまりを守る人 283 60.5%

7 新しいことに取り組もうとする人 207 44.2%

10 社会の役に立てる人 216 46.2%

16 海外で活躍する人 87 18.6%

13 得意なことをたくさん持っている人 104 22.2%

12 リーダーとして活躍する人 66 14.1%

15
スポーツや芸術など、特定の分野で努
力できる人

74 15.8%

14 地域へ貢献する人 108 23.1%

17 その他 20 4.3%

18 特に思いつかない 0 0.0%

「その他」の具体的な内容

人生を楽しめる人、健康的生活を送る人、

周りの人を大切にできる人、自分を好きでい

られる人、周りに流されない人、常識の使い

分けができる人 など

「人を思いやる心を持っている人」が87.4％と

最も高く、次いで 「困難を乗り越えられる人」

が76.3％、「自己肯定感をもち、自分に自信

を持っている人」が76.1％と続いています。

父親・母親別では、ともに「人を思いやる心を

持っている人」が父親で93.4％、母親で

86.2％ と最も高く、次いで父親は「家族を大

切にする人」 （78.9％）が、母親は「自己肯定

感を持ち、自分に自信を持っている人」・「困

難を乗り越えられる人」 （77.2％）が続いてい

ます。

87.4%

76.3%

76.1%

70.3%

61.1%

60.5%

56.0%

54.5%

46.2%

44.4%

44.2%

23.1%

22.2%

18.6%

15.8%

14.1%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人を思いやる心を持っている人

困難を乗り越えられる人

自己肯定感をもち、自分に自信を持っている人

家族を大切にする人

健康で体力に自信がある人

社会のきまりを守る人

友だちや仲間がたくさんいる人

夢を実現するために、最後まであきらめない人

社会の役に立てる人

常に努力をする人

新しいことに取り組もうとする人

地域へ貢献する人

得意なことをたくさん持っている人

海外で活躍する人

スポーツや芸術など、特定の分野で努力できる人

リーダーとして活躍する人

その他
n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

p.92



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問22

「時々悩むことがある」が42.7％と最も高く、次いで「あまり悩んだことはない」が28.0％、「よく悩んでいる」が12.8％と

続いています。

1

2 各学年、「時々悩むことがある」が最も高く、小学4年生では51.7％、小学5年生では40.4％、小学6年生では39.7％、

3 中学1年生では42.2％、中学2年生では42.9％、中学3年生では36.8％です。「よく悩んでいる」は小学6年生の

4 9.6％を除いて10％を超えており、小学5年生では15.7％、中学2年生では16.9％が「よく悩んでいる」と回答して

5 います。

N %

サンプル数 468 100%

よく悩んでいる 60 12.8%

時々悩むことがある 200 42.7%

どちらともいえない 49 10.5%

あまり悩んだことはない 131 28.0%

悩んだことはない 28 6.0%

あなたはお子さんの友だち関係や学校のことで悩んだことがありますか。(ひとつだけ)

よく悩んでいる

12.8%

時々悩むことが

ある

42.7%どちらともいえな

い

10.5%

あまり悩んだこと

はない

28.0%

悩んだことはな

い

6.0%

n=468

p.93



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問23

「配偶者」が75.9％と最も高く、次いで「友人・知人」が48.9％、「学校の担任教員」が32.5％と続いています。

一方で、「いじめ相談ホットラインなどの電話相談」は0.2％と最も低いです。

1

5 N %

4 サンプル数 468 100%

2 配偶者 355 75.9%

3 あなたの両親　（こどもの祖父母） 138 29.5%

6 その他の家族、親族 88 18.8%

9 学校の担任教員 152 32.5%

7 あなたの友人・知人 229 48.9%

8
学校の教育相談の専門員（スクールカウ
ンセラー）

62 13.2%

12 スクールソーシャルワーカー 7 1.5%

11
校長や担任以外の教員（児童生徒指導
担当教員など）

7 1.5%

10
教育センターの教育相談窓口（ワンストッ
プ型教育相談窓口）

8 1.7%

13 いじめ相談ホットラインなどの電話相談 1 0.2%

14 警察や児童相談所 4 0.9%

15 教育委員会 6 1.3%

その他 26 5.6%

誰にも相談しない 14 3.0%

知らない、わからない 1 0.2%

あなたはお子さんに関することで悩んだとき、どのような人や機関に相談しますか。
(いくつでも)

「その他」の具体的な内容

職場の同僚（2）、塩浜CoCoの計画相談、

議員、Twitter、ひまわり学級の先生、放課

後デイサービスの先生、知り合い、会社の

カウンセラー、精神科医（2）、心理療法士、

友人の保護者 養護教諭、校長先生

父親・母親ともに「配偶者」が最も高く、父親で

は82.9％が、母親では74.9％が 配偶者に相

談をしています。

次いで、「友人・知人」が高く、父親では

27.6％が、母親では53.1％が知人や友人に

相談をしています。

一方、教育相談窓口は父親2.6％、母親

1.5％、いじめ相談ホットラインの回答者は１名

で、公的機関の相談窓口を利用する保護者

は少ないです。

75.9%

48.9%

32.5%

29.5%

18.8%

13.2%

1.7%

1.5%

1.5%

1.3%

0.9%

0.2%

5.6%

3.0%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

配偶者

あなたの友人・知人

学校の担任教員

あなたの両親

その他の家族、親族

学校の教育相談の専門員

教育センターの教育相談窓口

スクールソーシャルワーカー

校長や担任以外の教員

教育委員会

警察や児童相談所

いじめ相談ホットラインなど

その他

誰にも相談しない

知らない、わからない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問24

区（教育委員会）の相談窓口について、「知っている」は16.2％で、「知らない」は83.8％でした。

1 父親は89.5％、母親は82.8％が「知らない」と回答しています。

2 区別では、小松橋（20.4％）、大島（22.9％）では「知っている」が20％を上回っている一方、富岡（9.4％）、

亀戸（8.9％）は「知っている」が10％を下回っています。

年齢別では、29歳以下（0.0％）、30～39歳（26.3％）、40～49歳（17.9％）、50～59歳（9.1％）、

60～69歳（20.0％）、70歳以上（0.0％）でした。

N %

サンプル数 468 100%

知っている 76 16.2%

知らない 392 83.8%

区（教育委員会）の相談窓口（ワンストップ型教育相談窓口）を知っていますか。
(ひとつだけ)

知っている

16.2%

知らない

83.8%

n=468

p.95
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問25

N %

サンプル数 468 100%

4 少人数指導・習熟度別による授業 223 47.6%

3 国際性を身につける教育 152 32.5%

1 いじめ・不登校対策 235 50.2%

5 基礎的な学力・体力向上に向けた取り組み 285 60.9%

7 質の高い授業・教員の指導力の向上 222 47.4%

8 児童・生徒一人一人に応じた教育 184 39.3%

6 情報社会を生きる能力の育成 192 41.0%

9 自立に向けた教育（キャリア教育） 187 40.0%

2 学力・体力向上への発展的な取り組み 180 38.5%

10 学校の安全対策 141 30.1%

15 小中連携教育・一貫教育 50 10.7%

14 小学校入学前の幼児への教育 26 5.6%

11 家庭教育支援 48 10.3%

13 計画的な学校施設整備 75 16.0%

12 地域・家庭・学校が連携・協働する取組 96 20.5%

16 その他 23 4.9%

17 重要だと思うものは特にない 2 0.4%

あなたのお子さんが通う学校についてお伺いします。
これからの学校教育で重要と思うことは何ですか。(いくつでも)

「その他」の具体的な内容

私学に近い教育、プレゼン力・プレゼン能力、

自主性・多様性（2）、人それぞれの魅力を

引き出し尊重する、内面の成長補佐、伝統

行事の継承、障害児への配慮、働き方改

革、デジタル教育の教科、複数担任制、情

報リテラシー能力の育成、インクルーシブ教

育、開かれた学校 学芸会・運動会・展覧

会の三本柱、金融教育、運動の場の整備

など

「基礎的な学力・体力向上に向けた取り組

み」が60.9％と最も高いです。これは父親、

母親ともに同様です。

次いで「いじめ・不登校対策」 が50.2％、「少

人数指導・習熟度別による授業」が47.6%と

続いています。ただし、母親の場合は「少人

数指導・習熟度別による授業」の方が高く

なっています。

60.9%

50.2%

47.6%

47.4%

41.0%

40.0%

39.3%

38.5%

32.5%

30.1%

20.5%

16.0%

10.7%

10.3%

5.6%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

基礎的な学力・体力向上に向けた取り組み

いじめ・不登校対策

少人数指導・習熟度別による授業

質の高い授業・教員の指導力の向上

情報社会を生きる能力の育成

自立に向けた教育

児童・生徒一人一人に応じた教育

学力・体力向上への発展的な取組

国際性を身につける教育

学校の安全対策

連携・協働する取り組み

計画的な学校施設整備

小中連携教育・一貫教育

家庭教育支援

小学校入学前の幼児への教育

その他

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問26 勉強以外に学校に期待することはありますか。(いくつでも)

「教員の資質・指導力の向上」が50.4％と最も高く、次いで「児童・生徒一人ひとりに対するきめ細かい対応」が46.8％、

「児童・生徒の安全対策」が39.5％と続いています。

3

1 年齢別では、29歳以下・30～39歳で「児童・生徒の安全対策」が、40～49歳・50～59歳では「教員の資質・指導力

4 の向上」が、60～69歳では「児童・生徒一人ひとりに対するきめ細かい対応」が最も高くなっています。

5

2 N %

8 サンプル数 468 100%

7
児童・生徒一人ひとりに対するきめ細か
い対応

219 46.8%

6 特色ある教育活動・学校づくり 121 25.9%

9 教員の資質・指導力の向上 236 50.4%

10 児童・生徒の安全対策 185 39.5%

11 部活動の充実 123 26.3%

学校の情報発信 74 15.8%

学校施設・設備の充実 116 24.8%

学校と保護者とのコミュニケーション 119 25.4%

地域との交流 67 14.3%

その他 20 4.3%

特に望むことはない 16 3.4%

「その他」の具体的な内容

校則の見直し（2）、給食の内容、自閉症等

への理解、これ以上望むことはない、行事

やイベントの充実、資格を取る、業務改善

（働き方改革）（2）、デジタル教育、多様な

価値観と共生 こどもの声などで苦情を言う

人への対応、楽しく学校へ行けること、学習

以外でも個性を伸ばせる子を注意深く見て

あげる など

50.4%

46.8%

39.5%

26.3%

25.9%

25.4%

24.8%

15.8%

14.3%

4.3%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教員の資質・指導力の向上

一人ひとりに対するきめ細かい対応

児童・生徒の安全対策

部活動の充実

特色ある教育活動・学校づくり

学校と保護者とのコミュニケーション

学校施設・設備の充実

学校の情報発信

地域との交流

その他

特に望むことはない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。
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問27

「いじめ・不登校の未然防止」が50.9％と最も高く、次いで「個性の尊重」が43.2％、「教職員の専門性の向上」が

38.7％と続いています。

3

10 N %

11 サンプル数 468 100%

4
特別な支援を必要とするこどもへの個に
応じた支援の充実

172 36.8%

1
インクルーシブ（多様なこどもたちが同じ
場所で学びあう）教育の推進

152 32.5%

2 いじめ・不登校の未然防止 238 50.9%

6 不登校児童・生徒への支援の充実 175 37.4%

7
多言語に対応した日本語指導等の支援
の充実

94 20.1%

8 学校施設・設備の改修 123 26.3%

12 教育相談体制の充実 111 23.7%

5 道徳教育の推進 109 23.3%

9 ジェンダーレスの理解 88 18.8%

13 個性の尊重 202 43.2%

14 教職員の専門性の向上 181 38.7%

関係機関の連携強化 108 23.1%

その他 19 4.1%

重要だと思うものは特にない 13 2.8%

近年、教育現場においてもニーズが多様化しています。それに対応するためにあなたは何が重
要だと思いますか。(いくつでも)

「その他」の具体的な内容

教職員の負担軽減・人数増加（3）、こども

への理解、発達障害に対する理解、給与

アップ、ボランティアを増やす（2）、犯罪対

策、成績の仕組みを変える、保護者間コ

ミュニケーション、金融教育、学校で完結

する学び、１クラスの人数を減らす など

29歳以下は「インクルーシブ教育推進」、「い

じめ・不登校未然防止」、「施設設備修繕」が

高くなっています。

30～39歳は「個性の尊重」が、40～49歳・

50～59歳では「いじめ・不登校未然防止」が、

60～69歳では「多言語に対応した日本語指

導等の支援充実」が最も高くなっています。

50.9%

43.2%

38.7%

37.4%

36.8%

32.5%

26.3%

23.7%

23.3%

23.1%

20.1%

18.8%

4.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いじめ・不登校の未然防止

個性の尊重

教職員の専門性の向上

不登校児童・生徒への支援の充実

特別なこどもへの個に応じた支援

インクルーシブ教育の推進

学校施設・設備の改修

教育相談体制の充実

道徳教育の推進

関係機関の連携強化

日本語指導等の支援の充実

ジェンダーレスの理解

その他

重要だと思うものは特にない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問28 小学校、中学校の環境で重要だと思う事は何ですか。（それぞれひとつずつ）(5段階評価)

m1 快適な教室空間

「とても重要」が55.3％と最も高く、「重要」は41.2%でした。

1 快適な教室空間について、96.5％が重要だと回答しています。

2

3 父親では「重要」（48.7％）が、母親では「とても重要」（57.2％）が最も高くなっています。

4

5

N/A N %

サンプル数 468 100%

とても重要 259 55.3%

重要 193 41.2%

どちらでもない 13 2.8%

あまり重要でない 3 0.6%

まったく重要でない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

とても重要

55.3%

重要

41.2%

どちらでもない

2.8%

あまり重要でな

い

0.6%

n=468

p.99



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

m2 ICT環境の充実

「重要」が52.1％と最も高く、「とても重要」が29.7％でした。

1 ICT環境の充実について、81.8％が重要だと回答しています。

2

3 父親では「とても重要」（40.8％）が最も高く、母親では「重要」（55.4％）が最も高くなっています。

4

5 N %

N/A サンプル数 468 100%

とても重要 139 29.7%

重要 244 52.1%

どちらでもない 76 16.2%

あまり重要でない 6 1.3%

まったく重要でない 2 0.4%

無回答 1 0.2%

とても重要

29.7%

重要

52.1%

どちらでもない

16.2%

あまり重要でな

い

1.3%

まったく重要で

ない

0.4%
無回答

0.2%

n=468

p.100
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m3 バリアフリー・ジェンダーフリーの設備

「重要」が52.4％と最も高く、「とても重要」は23.3％でした。

1 バリアフリー・ジェンダーフリーの設備について、75.7％が重要だと回答しています。

2

3 ともに「重要」が最も高く、父親では43.4％、母親では54.4％でした。

4

5 N %

N/A サンプル数 468 100%

とても重要 109 23.3%

重要 245 52.4%

どちらでもない 83 17.7%

あまり重要でない 23 4.9%

まったく重要でない 5 1.1%

無回答 3 0.6%

とても重要

23.3%

重要

52.4%

どちらでもない

17.7%

あまり重要でな

い

4.9%

まったく重要で

ない

1.1% 無回答

0.6%

n=468

p.101
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m4 防災性に優れた校舎

「とても重要」が68.2％と最も高く、「重要」は29.5％でした。

1 防災性に優れた校舎について、97.7％が重要だと回答しています。

2

3 父親では57.9％が、母親では70.3％が「とても重要」と回答しています。

4

5 N %

N/A サンプル数 468 100%

とても重要 319 68.2%

重要 138 29.5%

どちらでもない 8 1.7%

あまり重要でない 2 0.4%

まったく重要でない 0 0.0%

無回答 1 0.2%

とても重要

68.2%

重要

29.5%

どちらでもない

1.7%

あまり重要でな

い

0.4% 無回答

0.2%

n=468

p.102



教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

m5 環境に配慮されたつくり（緑化、木質化、太陽光・雨水利用）

「重要」が47.6％と最も高く、「とても重要」は29.5％でした。

1 緑化や太陽光利用など、環境に配慮されたつくりについて、77.1％が重要だと回答しています。

2

3 ともに「重要」が最も高く、父親では38.2％、母親では49.5％でした。

4

5

N/A N %

サンプル数 468 100%

とても重要 138 29.5%

重要 223 47.6%

どちらでもない 82 17.5%

あまり重要でない 21 4.5%

まったく重要でない 2 0.4%

無回答 2 0.4%

とても重要

29.5%

重要

47.6%

どちらでもない

17.5%

あまり重要でな

い

4.5%

まったく重要で

ない

0.4% 無回答

0.4%

n=468

p.103
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m6 プライバシーの配慮

「重要」が51.3％と最も高く、「とても重要」は38.0％でした。

1 プライバシーの配慮について、89.3％が重要だと回答しています。

2

3 ともに「重要」が最も高く、父親と母親ともに51.3％でした。

4

5

N/A

N %

サンプル数 468 100%

とても重要 178 38.0%

重要 240 51.3%

どちらでもない 43 9.2%

あまり重要でない 3 0.6%

まったく重要でない 1 0.2%

無回答 3 0.6%

とても重要

38.0%

重要

51.3%

どちらでもない

9.2%

あまり重要でな

い

0.6%

まったく重要で

ない

0.2%
無回答

0.6%

n=468

p.104
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m7 地域との交流スペース

「重要」が39.3％と最も高く、「どちらでもない」が34.6％でした。

1 地域との交流スペースついて、55.3％が重要だと回答しています。

2

3 父親・母親ともに「重要」が最も高く、父親では39.5％、母親では39.2％でした。

4

5

N/A N %

サンプル数 468 100%

とても重要 75 16.0%

重要 184 39.3%

どちらでもない 162 34.6%

あまり重要でない 37 7.9%

まったく重要でない 9 1.9%

無回答 1 0.2%

とても重要

16.0%

重要

39.3%

どちらでもない

34.6%

あまり重要でな

い

7.9%

まったく重要で

ない

1.9% 無回答

0.2%

n=468

p.105
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問28 各項目結果比較

小学校・中学校の環境で重要だと思うこと7項目の結果を示しています。

「快適な教室空間」・「防災性に優れた校舎」・「プライバシーの配慮」の3項目

は他の項目に比べて、重要という回答が多い結果でした。

とても重要 重要
どちらでも

ない
あまり

重要でない
全く重要
でない

快適な教室空間 55.3 41.2 2.8 0.6 0.0

ICT環境の充実 29.7 52.1 16.2 1.3 0.4

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾌﾘｰの設備 23.3 52.4 17.7 4.9 1.1

防災性に優れた校舎 68.2 29.5 1.7 0.4 0.0

環境に配慮されたつくり 29.5 47.6 17.5 4.5 0.4

プライバシーの配慮 38.0 51.3 9.2 0.6 0.2

地域との交流スペース 16.0 39.3 34.6 7.9 1.9

※無回答を除く

55.3

29.7

23.3

68.2

29.5

38.0

16.0

41.2

52.1

52.4

29.5

47.6

51.3

39.3

0 20 40 60 80 100

快適な教室空間

ICT環境の充実

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾌﾘｰの設備

防災性に優れた校舎

環境に配慮されたつくり

プライバシーの配慮

地域との交流スペース

とても重要 重要 どちらでも

ない

あまり

重要でない

全く重要

でない
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問29

「充実している」が49.1％と最も高く、次いで「どちらともいえない」が38.0％、「とても充実している」が5.3％と続いて

います。54.4％が充実していると思っている一方で、7.4％が充実していないと思っています。

1

2 「あまり充実していない」「全く充実していない」について、父親は「あまり充実していない」が2.6％、「全く充実していない」

3 が0.0％で、母親は「あまり充実していない」5.9％、「全く充実していない」が2.6％でした。

4

5

N %

サンプル数 468 100%

とても充実している 25 5.3%

充実している 230 49.1%

どちらともいえない 178 38.0%

あまり充実していない 25 5.3%

全く充実していない 10 2.1%

次に、江東区の教育についてお伺いします。江東区の教育環境は充実していると思いますか。
(ひとつだけ)

とても充実して

いる

5.3%

充実している

49.1%

どちらともいえ

ない

38.0%

あまり充実して

いない

5.3%

全く充実してい

ない

2.1%

n=468
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問30 江東区の掲げる以下の理念の中で、ふさわしいと思うものをお選びください。(いくつでも)

「自ら学び、考え、行動する自立した人間の育成」が67.1％で最も高く、次いで「人権を尊重し、正義感や他人への

思いやりにあふれる人間の育成」が51.1％と続いています。

1 一方、「郷土意識を持ち、国際社会を生きる人間の育成」は23.9％と最も低いです。

2 N %

4 サンプル数 468 100%

3
自ら学び、考え、行動する自立した人間
の育成

314 67.1%

5
人権を尊重し、正義感や他人への思い
やりにあふれる人間の育成

239 51.1%

6
知識・道徳・体力の調和がとれた人間の
育成

187 40.0%

8
ともに学びあい、支えあい、社会の一員と
して役割を果たす人間の育成

220 47.0%

7
生命や自然、環境を大切にする人間の
育成

179 38.2%

9 個性と創造力あふれる人間の育成 160 34.2%

10
公共精神を持ち、よりよい社会づくりに主
体的に取り組む人間の育成

118 25.2%

11
社会の正義と責任、男女の平等を大切
にする人間の育成

119 25.4%

12
郷土意識を持ち、国際社会を生きる人
間の育成

112 23.9%

その他 5 1.1%

特にふさわしいと思うものはない 17 3.6%

知らない、わからない 31 6.6%

「その他」の具体的な内容

どれもふさわしいと思うが多すぎる、基礎

的な学力のみ学校が行う、掲げているほ

とんどが理想論で実感が伴わない など

67.1%

51.1%

40.0%

47.0%

38.2%

34.2%

25.2%

25.4%

23.9%

1.1%

3.6%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自ら学び、考え、行動する自立した

人権を尊重し、正義感や他人への思…

知識・道徳・体力の調和がとれた

ともに学びあい、支えあい、社会の一員

生命や自然、環境を大切にする

個性と創造力あふれる

公共精神を持ち、よりよい社会づくりに

社会の正義と責任、男女の平等

郷土意識を持ち、国際社会を生きる

その他

特にふさわしいと思うものはない

知らない、わからない

n=468

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問31 教育委員会の取組について、あなたは何で情報を得ますか。(いくつでも)

「こうとう区報」が78.2％と最も高く、次いで「学校だより」が50.9％、「広報誌「こうとうの教育」」が37.6％と続いて

います。

2 年齢別では、各年代「こうとう区報」が最も高く、次いで「学校だより」も同様です。これに続いて29歳以下では

4 「学校ホームページ」・「広報誌「こうとうの教育」」が同率の14.3％、30～39歳（31.6％）・40～49歳（40.4％）・

3 50～59歳（33.6％）は「広報誌「こうとうの教育」」と続いています。

5

1

7 N %

6 サンプル数 468 100%

8 区（教育委員会）ホームページ 83 17.7%

9 こうとう区報 366 78.2%

広報誌「こうとうの教育」 176 37.6%

学校だより 238 50.9%

学校ホームページ 105 22.4%

「学校、今日行く！」～教育長の学校日記～ 19 4.1%

PTA広報 61 13.0%

その他 3 0.6%

どれも利用したことがない 31 6.6%

「その他」の具体的な内容

ママ友等からの情報、江東ワイドスクエア、

特定媒体から情報を得ようと思ったことは

ない

78.2%

50.9%

37.6%

22.4%

17.7%

13.0%

4.1%

0.6%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

こうとう区報

学校だより

広報誌「こうとうの教育」

学校ホームページ

区（教育委員会）ホームページ

PTA広報

「学校、今日行く！」～教育長の学

校日記～

その他

どれも利用したことがない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問32

「人的支援や効率化などによる事務負担の軽減」が76.5％と最も高く、次いで「出退勤時刻の客観的な把握により適正

な時間管理の実施」が41.5％と続いています。

1

2 N %

6 サンプル数 468 100%

3
人的支援や効率化などによる事務負担
の軽減

358 76.5%

4
出退勤時刻の客観的な把握により適正
な時間管理の実施

194 41.5%

9 自宅等への持ち帰り作業の禁止 183 39.1%

7 学校が参加するイベントなどの見直し 175 37.4%

5 教員の意識改革 157 33.5%

10 部活動運営の適性化 190 40.6%

8 部活動を地域での活動に移行 165 35.3%

11 地域や保護者による学校支援の強化 67 14.3%

12
DX（データやデジタル技術を活用した教
育）の推進

169 36.1%

学校以外（民間施設等）のプールの活
用

123 26.3%

その他 20 4.3%

必要と思うものはない 7 1.5%

江東区では、学校教育の維持向上のため、教員の長時間勤務の是正に向けた
「学校における働き方改革」を進めています。 教員の働き方改革に関する取組
について必要と思うものをお選びください。 (いくつでも)

「その他」の具体的な内容

プールは民間委託でよい、給食指導につい

て、意識改革、無駄な校則廃止、業務見直

し（7）、保護者への分担、地域行事をなくす、

こどもに向き合う時間を増やす、専門家や

外部資源を活用する など

父親母親ともに「人的支援や効率化などによ

る事務負担の軽減」が最も高いです。

次いで父親では「DXの推進」（50.0％）、「出

退勤の客観的把握」・「持ち帰り作業禁止」

（38.2％）と続いています。

母親では「出退勤の客観的把握」（42.3％）、

「部活動運営の適正化」（42.1％）と続いてい

ます。

76.5%

41.5%

40.6%

39.1%

37.4%

36.1%

35.3%

33.5%

26.3%

14.3%

4.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

事務負担の軽減

適正な時間管理の実施

部活動運営の適性化

持ち帰り作業の禁止

イベントなどの見直し

DXの推進

部活動を地域での活動に移行

教員の意識改革

学校以外のプールの活用

学校支援の強化

その他

必要と思うものはない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問33 あなたが教職員に求めることは何ですか。(いくつでも)

「公平にこどもを評価する」が78.6％と最も高く、次いで「社会人としての一般常識を持っている」が70.9％と

続いています。

3 N %

2 サンプル数 468 100%

4 公平にこどもを評価する 368 78.6%

5
非行やいじめなどの問題行動へ適切な
対応をする

317 67.7%

8 社会人としての一般常識を持っている 332 70.9%

9
わかりやすい授業でこどもたちの学力を
上げる

306 65.4%

7
こどもや保護者から信頼され尊敬される
人格を持っている

241 51.5%

6
こどもに基本的な生活習慣や態度を身
につけさせる

151 32.3%

10 こどもに道徳心を身につけさせる 158 33.8%

11 教育への責任感や使命感を持つ 217 46.4%

12
授業力や教科などの専門知識を習得し
ている

211 45.1%

部活動等の指導ができる 41 8.8%

その他 25 5.3%

特に望むことはない 2 0.4%

「その他」の具体的な内容

専門性、仕事を楽しむ（2）、個の尊重（2）、

パワハラの理解（2）、時代に合った教育、

性犯罪を起こさない、こどもの立場に立つ、

一般社会の常識を持つ（2） など

父親は「社会人としての一般常識を持ってい

る」が72.4％と最も高く、母親は「公平にこども

を評価する」が80.3％と最も高いです。

次いで、父親は「公平にこどもを評価する」・

「非行やいじめなどの問題行動へ適切な対応

をする」がいずれも71.1％と続き、母親は「社

会人としての一般常識を持っている」が

70.8％と続いています。

78.6%

70.9%

67.7%

65.4%

51.5%

46.4%

45.1%

33.8%

32.3%

8.8%

5.3%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公平にこどもを評価する

社会人としての一般常識を持っている

非行やいじめなどの問題行動へ適切な…

わかりやすい授業でこどもたちの学力を…

こどもや保護者から信頼され尊敬され…

教育への責任感や使命感を持つ

授業力や教科などの専門知識を習得

こどもに道徳心を身につけさせる

基本的な生活習慣や態度を身につけ…

部活動等の指導ができる

その他

特に望むことはない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問34

「地域イベントやお祭りなどへの参加・協力」が47.2％と最も高く、次いで「こどもたちの通学区域の安全を守る巡回

活動への参加・協力」が32.7％と続いています。

8

5 N %

4 サンプル数 468 100%

3
こどもたちの通学区域の安全を守る巡回
活動への参加・協力

153 32.7%

6 「こども110番の家」の協力 19 4.1%

2 児童館、図書館などでのボランティア 30 6.4%

9
特技や能力を活かした、授業や課外活
動への協力

36 7.7%

10 地域の美化・清掃活動の協力 79 16.9%

花壇や芝生などの整備の協力 21 4.5%

地域イベントやお祭りなどの参加・協力 221 47.2%

災害発生時に備えた訓練等の参加 82 17.5%

その他 5 1.1%

特に何もしていない 141 30.1%

地域での活動についてお伺いします。あなたは地域で行っている次のような活動に参加したこ
とはありますか。(いくつでも)

「その他」の具体的な内容

町内会のこども会、校外授業の見守りボラ

ンティア、深川えんみちのお手伝い、PTA、

数矢バスケのサポート

年齢別では、29歳以下は「巡回活動への参

加・協力」 と「特に何もしていない」がいずれも

42.9％と最も高く、30代では「特に何もしてい

ない」、40～50代では「地域イベントやお祭り

などの参加・協力」が高くなっています。

次いで、30代以下では「地域イベントやお祭り

などの参加・協力」が、40～50代では「巡回

活動への参加・協力」が続いています。

一方、40～49歳を除いて「特に何もしていな

い」が各年代30％以上でした。

47.2%

32.7%

17.5%

16.9%

7.7%

6.4%

4.5%

4.1%

1.1%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

イベントやお祭りなどの参加・協力

通学区域の安全を守る巡回活動

災害発生時に備えた訓練等の参加

地域の美化・清掃活動の協力

授業や課外活動への協力

児童館、図書館などでのボランティア

花壇や芝生などの整備の協力

「こども110番の家」の協力

その他

特に何もしていない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問35 地域と学校の連携について、あなたはどのように思いますか。(いくつでも)

「自分の地域と学校はうまく連携している」が41.7％と最も高く、次いで「地域と学校の連携のイメージがわからない」が

27.6％と続いています。

1

2 年齢別では、29歳以下から50～59歳まで「自分の地域と学校はうまく連携している」が最も高くなっており、次いで、

3 29歳以下は「イメージがわかない」「連携を進めていくべきだ」「あまり連携していない」が14.3％と続いています。

4 30～39歳では「連携を進めていくべきだ」が23.7％で続いています。

5 40～49歳では「連携のイメージがわかない」が28.7％で続いており、50～59歳でも「連携のイメージがわかない」が

6 26.4％で続いています。

7 N %

サンプル数 468 100%

自分の地域と学校はうまく連携している 195 41.7%

地域と学校の連携のイメージがわからな
い

129 27.6%

こどもの成長のためにも地域と学校の連
携を進めていくべきだ

113 24.1%

自分の地域は学校とあまり連携していな
い

22 4.7%

地域と学校の連携は意味がない 9 1.9%

その他 14 3.0%

特に何も思わない 54 11.5%

「その他」の具体的な内容

適度な連携でよい（2）、特に必要ない（3）、

PTAが介入しすぎている（2）、学校が地域

と連携したいのか不明 など

41.7%

27.6%

24.1%

4.7%

1.9%

3.0%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分の地域と学校はうまく連携している

地域と学校の連携のイメージがわからない

地域と学校の連携を進めていくべきだ

自分の地域は学校とあまり連携していない

地域と学校の連携は意味がない

その他

特に何も思わない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問36

「地域のこどもへのあいさつや声かけ」が61.1％と最も高く、次いで「事件発生時の通報、見守り」が57.5％と続いて

います。

1 N %

11 サンプル数 468 100%

2 地域のこどもへのあいさつや声かけ 286 61.1%

10
こどもたちの通学区域の安全を守る巡回
活動への参加・協力

255 54.5%

3
運動会や文化祭などの学校行事への参
加・協力

152 32.5%

4
学校や学校周辺の美化・清掃活動への
参加・協力

149 31.8%

6 特技や能力を活かした授業への協力 131 28.0%

5 部活動・クラブ活動などの指導への協力 149 31.8%

9 放課後活動への協力 103 22.0%

8
読み聞かせや図書室の整理等の学校
図書ボランティア

106 22.6%

7 花壇や芝生などの整備への協力 122 26.1%

12 災害時の避難誘導 196 41.9%

13 事件発生時の通報、見守り 269 57.5%

その他 6 1.3%

わからない 27 5.8%

地域の中の学校として、地域が学校に協力できることは何だと考えますか。(いくつでも)

61.1%

57.5%

54.5%

41.9%

32.5%

31.8%

31.8%

28.0%

26.1%

22.6%

22.0%

1.3%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域のこどもへのあいさつや声かけ

事件発生時の通報、見守り

巡回活動への参加・協力

災害時の避難誘導

学校行事への参加・協力

美化・清掃活動への参加・協力

部活動・クラブ活動などの指導への協力

特技や能力を活かした授業への協力

花壇や芝生などの整備への協力

学校図書ボランティア

放課後活動への協力

その他

わからない

n=468

「その他」の具体的な内容

常識の周知、発達障害に対する教育、PTA

活動の廃止、無料ボランティアでやらせな

いでほしい、やっても意味ない、学校活動で

発生する音などへの理解

29歳以下、40代、50代では「地域のこどもへ

のあいさつや声かけ」が最も高く、30代と60代

は「巡回活動への参加・協力」が最も高くなっ

ています。

父親・母親ともに「地域のこどもへのあいさつや

声かけ」 が最も高く、次いで「事件発生時の通

報、見守り」が続いています。

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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教育に関する意識調査（保護者向け） 令和6年度 江東区

問37

「年に数回程度」が26.5％と最も高く、次いで「あまり利用しない」が20.9％、「月に数回程度」が20.7％と続いています。

1 月に1回以上の利用が43.6％に対して、24.5％が図書館を利用していません。

4

5 N %

6 サンプル数 468 100%

7 ほぼ毎日 0 0.0%

8 週に数回程度 12 2.6%

9 週に1回程度 50 10.7%

10 月に数回程度 97 20.7%

月に1回程度 45 9.6%

年に数回程度 124 26.5%

年に1回程度 24 5.1%

あまり利用しない 98 20.9%

利用したことがない 17 3.6%

わからない、覚えていない 1 0.2%

最後に区立図書館についてお伺いします。
あなたは日ごろ、区立図書館をどのくらい利用していますか。 (ひとつだけ)

週に数回程度

2.6%

週に1回程度

10.7%

月に数回程度

20.7%

月に1回程度

9.6%

年に数回程度

26.5%

年に1回程度

5.1%

あまり利用しな

い

20.9%

利用したことが

ない

3.6%

わからない、覚

えていない

0.2%

n=468

年齢別では、29歳以下は「週に1回程度」と

「月に１回程度」、「あまり利用しない」が最も高

く、30代～50代では「年に数回程度」が最も

高くなっています。

地区別では、白河・富岡・東陽・豊洲・大島で

「年に数回程度」が最も高く、小松橋では「あ

まり利用しない」が最も高くなっています。

亀戸は「年に数回程度」・「あまり利用しない」

が同率でした。

一方、小松橋・東陽・豊洲・大島・砂町では

「月に数回程度」の回答が20％を超えていま

す。

「週に数回程度」は亀戸が最も高く8.9％でし

た。
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問38 図書館を利用する目的は何ですか。(いくつでも)

※問37で図書館を「利用したことがある」者に質問

図書館を利用したことがあると回答した450名のうち、「本やCDの貸出」が80.2％と最も高く、次いで「本や雑誌、

1 新聞を読む」が30.4％と続いています。

2

3 父親・母親、また年齢別では「本やCDの貸出」が最も高く、次いで「本や雑誌、新聞を読む」、「本や資料による

5 調べもの」が続いています。一方、「図書館職員へ本などの相談」や「お話会などのイベント参加」は5％未満でした。

8

6

7 N %

4 サンプル数 450 100%

9 本やCDの貸出 361 80.2%

本や雑誌、新聞を読む 137 30.4%

本や資料による調べもの 85 18.9%

動画、ビデオ等の閲覧 2 0.4%

勉強、学習の場所 55 12.2%

インターネットや無線LANの利用 4 0.9%

図書館職員へ本などの相談 3 0.7%

お話し会などのイベント参加 11 2.4%

その他 11 2.4%

「その他」の具体的な内容

ボックス利用、気分転換、こどもの付き添

い（3）、利用することがない、訪問介護の

合間のトイレ使用、こどもの遊び場として

など

80.2%

30.4%

18.9%

12.2%

2.4%

0.9%

0.7%

0.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

本やCDの貸出

本や雑誌、新聞を読む

本や資料による調べもの

勉強、学習の場所

お話し会などのイベント参加

インターネットや無線LANの利用

図書館職員へ本などの相談

動画、ビデオ等の閲覧

その他

n=450

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記・項目を一部省略しています。
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問39 区立図書館で取り組んでほしいことは何ですか。(いくつでも)

「蔵書の量の充実」が47.0％と最も高く、次いで「蔵書の質の充実」が29.1％、「予約・リクエストサービスの充実」が

23.3％と続いています。

1 N %

2 サンプル数 468 100%

5 蔵書の量の充実 220 47.0%

3 蔵書の質の充実 136 29.1%

4 電子図書の充実 88 18.8%

10 イベントや講座の充実 66 14.1%

9 予約・リクエストサービスの充実 109 23.3%

8
読書の機会づくり支援（おすすめ書籍の
紹介など）

26 5.6%

7 ホームページの充実 27 5.8%

6 本や調べものに関する相談窓口の充実 30 6.4%

11 施設の改修・修繕 35 7.5%

12 キッズコーナーの充実 57 12.2%

その他 27 5.8%

特にない 85 18.2%

20代から50代まで「蔵書の量の充実」が最も

高くなっています。

次いで、20代では「蔵書の質の充実」と「施設

の改修修繕」、「キッズコーナーの充実」が、

30代では「特にない」が、40～50代では 「蔵

書の質の充実」が続いています。

「予約・リクエストサービス」については、40代と

50代が20％を超えており、また、「電子図書

の充実」は40代で20％を上回っています。

「その他」の具体的な内容

返却場所を増やしてほしい、電子図書館

の充実、設備（机・椅子）の拡充（7）、自習

スペースの設置（8）、こどもが興味を持つ

本の充実（2）、カフェコーナーの設置、ブッ

クポストや予約貸出サービス など

47.0%

29.1%

23.3%

18.8%

14.1%

12.2%

7.5%

6.4%

5.8%

5.6%

5.8%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

蔵書の量の充実

蔵書の質の充実

予約・リクエストサービスの充実

電子図書の充実

イベントや講座の充実

キッズコーナーの充実

施設の改修・修繕

相談窓口の充実

ホームページの充実

読書の機会づくり支援

その他

特にない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記・項目を一部省略しています。
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問40

「中学・高校生向けの資料の充実」が44.2％と最も高く、次いで「児童図書の充実」が33.1％、「学校図書室との

連携」が32.3％と続いています。

4

2 N %

8 サンプル数 468 100%

5 おはなし会やこども向けイベントの充実 113 24.1%

1 児童図書の充実 155 33.1%

7 館内装飾の工夫 34 7.3%

6 中学・高校生向けの資料の充実 207 44.2%

10
中学・高校生の読書ヘの動機付けとなる
イベントの実施

147 31.4%

3 ブックリストの作成・配布 37 7.9%

9
こども専用のレファレンス（調べもの支
援）サービスの充実

87 18.6%

11 学校図書室との連携 151 32.3%

12
こどもの読書活動に関わっている団体や
グループへの支援およびネットワークづく
り

34 7.3%

子育て支援施設などへの出張、団体貸
出および配本サービス

37 7.9%

その他 20 4.3%

特にない 65 13.9%

こどもの読書活動を推進するため、区立図書館において、どのような取り組みが必要であると
考えますか。(いくつでも)

父親では「児童図書の充実」（42.1％）が最も

高く、次いで「中学・高校向けの資料の充実」

（38.2％）が続いています。

母親では「中学・高校生向けの資料の充実」

（45.4％）が最も高く、次いで「中学・高校生の

読書への動機づけとなるイベントの実施」が

（32.6％） と続いています。

年齢別では、全年代で「中学・高校生向け資

料の充実」が最も高く、次いで20代は「特にな

い」が、30代は「児童図書の充実」（同率）が、

40代は「児童図書の充実」が、50代は「学校

図書室との連携」が、60代は「読書への動機

づけとなるイベント実施」が、70歳以上は「学

校図書室との連携」と続いています。

「その他」の具体的な内容

ヨンデミーの活用、座るスペースを増やす

（3）、自習室の充実（4）、こどもの読み物を

増やす（3）、保護者が本に親しむ（2）、返

却ポスト増設や予約確認、学校で貸し借り

ができるとよい（3）、著者のイベント開催

など

44.2%

33.1%

32.3%

31.4%

24.1%

18.6%

7.9%

7.9%

7.3%

7.3%

4.3%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中学・高校生向けの資料の充実

児童図書の充実

学校図書室との連携

読書ヘの動機付けとなるイベントの実施

おはなし会やこども向けイベントの充実

こども専用のレファレンスサービスの充実

ブックリストの作成・配布

出張、団体貸出および配本サービス

館内装飾の工夫

読書活動に関わっている支援

その他

特にない

n=468

割合の高い順に並び替えをしています。

グラフの表記を一部省略しています。
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問41 こどもたちの教育について、ご意見があれば自由にお書きください。(自由記述)

全部で180件の意見があり、その中で「つながり」に関する意見が多く、84件ありました。

次いで、「学び・育ち」に関する意見が69件ありました。

なお、定性調査のため、意見数はあくまで参考値です。

1(FA)

意見数

1．学び・育ち 69

2．自分らしさ 55

3．環境 11

4．つながり 84

ＩＣＴ 32

※1人で複数個の記述があったものは、複数の項目でカウントしているため、合計数は180件以上となります。

※定性調査のため、割合は算出せず。
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教育に関する意識調査（調査結果に基づく現状と課題） 令和6年度 江東区

第５部　調査結果に基づく現状と課題

１.確かな学び
（1）児童・生徒が主体的に学習に取り組む授業改善や教育活動のさらなる充実

（江東区民…問8、小中学生…問11、保護者…問25）

（2）一人一台端末の効果的な活用を視点とした授業改善（タブレット端末の利用）

（小中学生…問18、保護者…問18）

（3）一人一台端末の効果的な活用を視点とした授業改善（タブレット端末の活用方法）

（江東区民…問12、小中学生…問19、保護者…問19）

２.豊かな心
（1）道徳教育や人権教育の充実

（保護者…問26、江東区民…問9）

・学校で自ら進んで学習したいと思える授業について小中学生に質問した結果、

「タブレット端末を使っていろいろなことをする」が最も高く、49.4％でした。

・これからの学校教育で重要と思うことについて、保護者と江東区民に質問し

た結果、いずれも「基礎的な学力・体力向上に向けた取り組み」が最も高く、保

護者では60.9％、区民では59.2％でした。

・結果から、基礎的な学力向上に向けて、「こうとう学びスタンダード（ネクストス

テージ）」の取組に合わせて、タブレット端末を活用した教育の拡充や学力定

着の取組みが求められます。

・タブレット端末を学校の授業以外にどのようなことに使っているか小中学生に質問し

た結果、「インターネットで調べもの」が最も高く74.9％でした。

・家庭でタブレット端末をどのようなことに使っているか保護者に質問した結果、「調べ

もの」が65.4％と最も高く、次いで「課題（ドリルなど）」が58.5％と続きました。

・学校の授業以外でタブレット端末を活用する場面では、こどもたちは興味を持ってい

る事柄を調べていることが明らかになりました。こどもたちの興味関心をどのように引き

教育に活かすか、タブレット端末の活用方法の検討が求められます。

・タブレット端末を使ってやってみたいことを小中学生に質問した結果、「動画

やイラストの編集」が50.8％と最も高く、次いで「休んだ時のオンライン授業」が

続きました。

・タブレット端末を活用した教育で重要と思うことについて保護者と区民に質問

した結果、いずれも「写真や映像、イラストなどのデジタル教材を活用できる」が

最も高く、保護者では67.3％、区民では55.5％でした。

・タブレット端末を活用することで、視覚的でわかりやすい授業が行えています。

今後は、タブレット端末を活用した教育の拡充や、多様な学びの保障の実現に

向けた検討が求められます。

・勉強以外に学校に期待することを保護者と区民に質問した結果、いずれも

「教員の資質・指導力の向上」が最も高く、次いで保護者は「児童・生徒一人

ひとりに対するきめ細かい対応」が、区民は「児童・生徒の安全対策」が続きま

した。

・教員の資質や指導力の向上が求められていることから、研修や授業研究な

ど多様な内容・方法による取組みの充実を図る必要があります。

・学校運営の効率化等、教員の働き方改革推進によって、こどもたちと接する

時間やこどもたちと向き合う時間を確保することが求められます。

49.4

%

44.8

%

43.4

%

40% 45% 50%

タブレット端

末を使って

体力をつけ

る運動

自然の中で

の体験

67.3

%

55.6

%

45.7

%

40% 50% 60% 70%

デジタル教材

を活用できる

登校できなく

ても学びがで

きる

情報活用能

力が育成でき

る

54.5

%

52.9

%

44.0

%

40% 50% 60%

教員の資質・指

導力の向上

児童・生徒の安

全対策

児童・生徒に対

するきめ細かい

対応

※結果の一部を示しています。

※結果の一部を示しています。

※結果の一部を示しています。
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教育に関する意識調査（調査結果に基づく現状と課題） 令和6年度 江東区

（2）自己肯定感を高める教育の充実

（小中学生…問29）

（3）ＳＮＳ等によるいじめ等の新たな事象への対応（スマートフォン所持について）

（小中学生…問20、保護者…問15）

（4）SNS等によるいじめ等の新たな事象への対応（SNSの利用について）

（小中学生…問21、保護者…問16）

（5）SNS等によるいじめ等の新たな事象への対応（SNS上でのいじめについて）

（小中学生…問22、保護者…問17）

ある

8.7%
他人のを

見たことが

ある

21.5%

時間やこどもたちと向き合う時間を確保することが求められます。

・小中学生に対して「自分は幸せだと思いますか」という質問をした結果、「とて

も幸せ」が41.8％、「幸せ」が40.5％、「どちらでもない」が14.3％に対して、「あ

まり幸せではない」が2.3％、「全く幸せではない」が1.1％でした。

・「教育推進プラン・江東（第２期）」で掲げられている「自己肯定感を高める教

育」の取組み継続と推進が求められます。

・スマートフォンを持っているかについて小中学生と保護者に質問した結果、

小中学生の回答では66.7％が保有していると回答し、保護者の回答では

63.5％がこどもにスマートフォンを持たせていると回答しました。およそ3人に

2人がスマートフォンを所有しています。

・小学生では45.3％が保有しており、中学生では91.5％が保有していると

回答しています。

・SNSをやっているか小中学生に質問したところ、「毎日利用している」が

67.9％、「時々利用している」が17.2％と、約85％がSNSを利用しています。

・小学生は46.2％が、中学生では80.4％が「毎日利用している」と回答してい

ます。

・スマートフォンを持たせている理由を保護者に質問したところ、「連絡手段とし

て」が93.3％で最も高く、次いで「安全のため」が53.9％で続いています。

・SNSで悪口やいじめを経験したことがあるか、SNSを利用している小中学生に

質問した結果、8.7％が「ある」と回答し、「他人がされているのを見たことがあ

る」が21.5％でした。

・「ある」については、小学生が8.0％、中学生が9.0％でした。「見たことがある」

では、小学生が14.8％、中学生が24.9％でした。

・スマートフォンに制限をかけているか保護者に質問したところ、64.6％が「使う

アプリの制限をしている」と回答しました。

・（3）～（5）の結果から、SNSスマートフォン保有率が高いため、情報モラル教

育の推進と並行して、SNS等での見えないいじめに対する対応や早期発見な

ど、いじめ防止のための取組みの強化が求められます。

とても

幸せ

41.8%

幸せ

40.5%

あまり幸せでは

ない

2.3%

全く幸せで

はない

1.1%

毎日利用している

67.9%

時々利用している

17.2%

※結果の一部を示しています。

持っている

66.7%

持っていない

33.3%

※結果の一部を示しています。

※結果の一部を示しています。
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３.健やかな体
（1）運動に興味・関心をもち、主体的に体を動かすことが好きな態度を養う（運動時間）

（小中学生…問25、保護者…問11）

（2）運動に興味・関心をもち、主体的に体を動かすことが好きな態度を養う（好きな運動）

（小中学生…問10、保護者…問12）

（3）運動に興味・関心をもち、主体的に体を動かすことが好きな態度を養う（運動の機会）

（小中学生…問27）

４.個に応じた教育
（1）多様なニーズに応じたきめ細かな教育支援

（江東区民…問11、保護者…問27）

５.丁寧な相談
（1）問題の複雑化に対する効果的な方策の検討（学校生活上での悩み・児童生徒）

（小中学生…問15）

ほとんど

しない

23.9%

15分くらい

12.0%

30分くらい

17.9%

・普段どのくらいの時間運動するか小中学生に質問した結果、23.9％が「ほと

んどしない（15分未満）」と回答し、次いで「30分くらい」が17.9％、「1時間くら

い」が14.3％と続いています。

・保護者にこどものスポーツ状況を質問した結果、「民間スポーツクラブや道場

等に通っている」が35.0％で最も高く、次いで「学校の運動部に参加している」

が19.9％でした。

・運動をほとんどしないこどもが多いことから、運動に慣れ親しむことができる取

組みの検討・推進が求められます。

・学校の運動で楽しかったことについて小中学生に質問した結果、64.8％が

「運動会」と回答し、次いで41.8％が「プール」と回答しました。

・学校の運動行事でこどもが特に興味を持っていることについて保護者に質問

した結果、「運動会」が55.8％と最も高く、次いで「プール」が34.0％、「プロ選

手やオリンピック・パラリンピック選手との交流」が15.8％と続いています。

・多様な運動を取り入れる等、体を動かす機会の確保や、運動に慣れ親しむ

ことができる取組みの検討・推進が求められます。

・体育の授業や部活動以外でよくやるスポーツについて小中学生に質問した

結果、「球技（団体）」が31.0％と最も高く、次いで「水泳・スイミング」が22.8％、

「体操・ダンス」が21.6％と続きました。一方、「その他」が19.3％となっており、

スポーツの多様化が進んでいます。

・多様な運動を取り入れる等、体を動かすことが好きになるような取組の推進

や検討が求められます。

・学校や生活のことで悩んでいることがあるか小中学生に質問した結果、「勉強

に関すること」が25.1％、次いで「友だちのこと」が20.0％で、「悩んでいることは

ない」が52.0％でした。

・勉強に関する悩みや友だちに関する悩みを抱えているこどもが多いことから、

悩みを相談しやすい体制づくりが求められます。

・多様化するニーズに対応するために重要だと思うことについて保護者と区民

に質問した結果、いずれも「いじめ・不登校の未然防止」が最も高く、次いで保

護者は「個性の尊重」が、区民は「特別な支援を必要とするこどもへの個に応

じた支援の充実」が続きました。

・「KOTO こどもかがやきプラン」実現に向けて、いじめ対応や不登校の未然防

止のための相談体制の強化、「Action24」の推進、インクルーシブ教育の推進

が求められます。

※結果の一部を示しています。
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※結果の一部を示しています。
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（2）問題の複雑化に対する効果的な方策の検討（学校生活上での悩み・保護者）

（保護者…問22）

（3）問題の複雑化に対する効果的な方策の検討（相談相手）

（小中学生…問16、保護者…問23）

（4）相談しやすい体制の整備

（小中学生…問17、保護者…問24）

６.施設の整備・充実
（1）学校施設の整備・充実や適正な維持管理による良好な教育環境の確保

（江東区民…問10、小中学生…問12、保護者…問28）

７.安全安心・居場所
（1）こどもが利用しやすく安全・安心な居場所の確保

（小中学生…問24、保護者…問13）

・こどもの友達関係や学校のことで悩んだことがあるか保護者に質問した結果、

「よく悩んでいる」が12.8％、「時々悩むことがある」が42.7％、「どちらともいえ

ない」が10.5％、「あまり悩んだことはない」が28.0％、「悩んだことはない」が

6.0％でした。

・こどもと同様に、悩みを抱える保護者が半数以上いることから、悩み相談の

窓口の周知や相談しやすい環境づくりが必要です。

・小中学生に悩みを相談する人がいるかを質問した結果、「両親」が32.4％と

最も高く、次いで「友だち」が28.3％、「担任の先生」が14.3％と続きました。

・保護者に対して、こどもに関する悩みをどのような人や機関に相談するか質

問した結果、「配偶者」が75.9％と最も高く、次いで「知人・友人」が48.9％、

「担任教員」が32.5％と続きました。

・小中学生、保護者ともに、身近な人に続いて「スクールカウンセラー」となって

いる一方、「江東区のSNS教育相談」や「ワンストップ型教育相談窓口」はほと

んど活用されていません。

・スクールソーシャルワーカー等専門家や相談窓口の周知など、広報の発信

力強化が求められます。

・江東区のSNS教育相談（5to9マンデー）を知っているか小中学生に質問し

た結果、80.9％が知らないと回答しました。

・区（教育委員会）のワンストップ型教育相談窓口を知っているか保護者に質

問した結果、83.8％が知らないと回答しました。

・SNS教育相談やワンストップ型教育相談窓口の周知など、広報の発信力を

強化する必要があります。

・どのような学校だと勉強や生活がしやすいかを小中学生に質問した結果、

「友だちと過ごせるスペースがある」が72.2%と最も高く、次いで「教室が明るい」

が70.3％、「トイレがきれい」が64.6％と続いています。

・学校の環境で重要と思うことについて保護者と区民に質問した結果、いずれ

も「快適な教室空間」や、「防災性に優れた校舎」が高くなっています。

・良好な教育環境の確保と防災時の拠点として学校を活用できるように、「江

東区学校施設の将来ビジョン」を踏まえながら学校施設の適正な改修等を進

める必要があります。

・放課後どのようにして過ごすことが多いかを小中学生と保護者に質問した結

果、いずれも「自宅で過ごす（勉強以外）」が最も高く、次いで「友だちと遊ぶ」が

続きました。

・引き続き、登下校時の見回り等、こどもの安全確保が必要です。

よく悩んでいる

12.8%

時々悩むこと

がある

42.7%

※結果の一部を示しています。

知っている

19.1%
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※結果の一部を示しています。
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８.地域・家庭
（1）学校、地域、家庭及び関係機関の連携・協働（地域行事への参加）

（江東区民…問18、小中学生…問28、保護者…問34）

（2）学校、地域、家庭及び関係機関の連携・協働（学校・地域連携）

（江東区民…問19、保護者…問35）

（3）学校、地域、家庭及び関係機関の連携・協働（学校・地域連携の取組）

（江東区民…問20、保護者…問36）

（4）家庭教育

（小中学生…問26）

（5）教育委員会の取り組みの積極的な発信

（江東区民…問15、保護者…問31）

・小中学生に地域の行事にどの程度参加しているかを質問した結果、「学校や

町会のお知らせを見て、興味があれば参加している」が52.6％と最も高く、次

いで「友だちに誘われた」が41.8％と続いています。一方、「ほとんど参加しな

い」が20.7％でした。

・地域で行っている活動に参加したことがあるかを、保護者と区民に質問した

結果、いずれも「地域イベントやお祭りなどの参加・協力」が最も高く、次いで「こ

どもたちの通学区域の安全を守る巡回活動への参加・協力」が続きました。

・学校や町会からのお知らせで、地域行事に参加をしているこどもや保護者、

区民が多いため、学校と地域が連携することが必要です。

・地域と学校の連携について、保護者と区民に質問した結果、保護者は「自分

の地域と学校はうまく連携している」が最も高く、区民は「こどもの成長のために

も地域と学校の連携を進めていくべきだ」が最も高い結果でした。

・一方、保護者と区民双方で「地域と学校の連携のイメージがわからない」が

約30％でした。

・地域と学校の連携のため、地域学校協働本部の活動等の広報が必要です。

・地域の中の学校として、地域で協力できることについて保護者と区民に質問

した結果、いずれも「地域のこどもへのあいさつや声かけ」が最も高く、次いで

「事件発生時の通報、見回り」が続きました。

・保護者や地域の方々と学校の連携により、あいさつや声かけなど学校安全の

取組みを継続、推進することが重要です。

・習い事や部活動について小中学生に質問した結果、60.2％が「運動系の活

動をしている」と回答し、次いで「習い事をしている（料理、書道、華道、茶道な

ど）」が27.1％と続きました。

・学校外でも様々な活動を行っているこどもが多く、家庭教育支援の推進を進

める必要があります。

・教育委員会の取り組みについて知る方法を保護者と区民に質問した結果、

いずれも「こうとう区報」が最も高く、次いで保護者は「学校だより」、区民は「広

報誌「こうとうの教育」」が続きました。

・教育委員会の取り組みを広く周知するため、広報の発信力強化が求められ

ます。
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（6）教員の働き方改革

（江東区民…問16、保護者…問32）

（7）教員の働き方改革、家庭教育

（小中学生…問23、保護者…問14）

９.学校・教員
（1）教員の指導力向上（授業のわかりやすさ）

（小中学生…問8）

（2）教員の指導力向上（教員と児童生徒の相談）

（小中学生…問14）

（3）教員の指導力向上（理想の教員）

（江東区民…問17、小中学生…問13、保護者…問33）

・教員の働き方改革で必要な取り組みについて保護者と区民に質問した結果、

いずれも「人的支援や効率化などによる事務負担の軽減」（保護者は76.5％、

区民は71.5％）が最も高く、次いで保護者は「出退勤時刻の客観的な把握に

より適正な時間管理の実施」が、区民は「自宅等への持ち帰り作業の禁止」が

続きました。

・事務負担の軽減を図るため、適正な業務管理・時間管理など進めるとともに、

サポート体制の充実を図る必要があります。

・Challenge Wednesdayの過ごし方について、小中学生に質問した結果、「自

宅で勉強」が50.8％と最も高く、次いで「友達と遊ぶ」が43.0％、「習い事」が

24.6％と続きました。

・自主学習やタブレット端末を活用した学習促進に合わせて、働き方改革の推

進と「Challenge Wednesday」の推進、家庭教育の支援などが必要です。

・学校の授業はわかりやすいかを小中学生に質問した結果、「よくわかる」

36.8％、「まあわかる」40.9％、と、「わかる」の合計が77.7％に対して、「分か

らないことが多い」が3.4％、「全く分からない」が0.9％と、「わからない」の合計

は4.3％でした。また、「わからない」は小学生が3.0％に対して、中学生は

6.0％でした。

・「わかる」の割合を高くすると同時に、中学生の「わからない」の割合を低くす

るために、教員の指導力向上を図る取組みが必要です。

・先生（教員）は相談にのってくれるかを小中学生に質問した結果、「よく聞いて

くれる」が40.7％と最も高く、次いで「聞いてくれることがある」は25.1％で、計

65.8％でした。一方、「あまり聞いてくれない」は3.0％、「まったく聞いてくれな

い」が1.6％と、合計4.6％が「聞いてくれない」と回答しています。

・研修等による教員の指導力向上と同時に、働き方改革等を推進し、こども一

人ひとりと向き合う時間を確保することが求められます。

・どのような先生が理想かを小中学生に質問した結果、「みんな公平に接してく

れる」が79.5％と最も高く、次いで「勉強を分かりやすく教えてくれる」が73.1％、

「自分たちのことを分かってくれる」が72.0％と続きました。

・教員に求めることを保護者と区民に質問した結果、いずれも「公平にこどもを

評価する」が最も高く、次いで保護者では「社会人としての一般常識を持ってい

る」が、区民は「非行やいじめなどの問題行動へ適切な対応をする」が続きまし

た。

・公平に接する・評価する教員の姿を軸に、教員への研修の充実や、働き方

改革等を推進し、こども一人ひとりと向き合う時間を確保することが求められま

す。

よくわかる

36.8%
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40.9%

※結果の一部を示しています。
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（4）全ての児童・生徒が明るくのびのび通うことができる教育環境の実現（学校の楽しさ）

（小中学生…問5、保護者…問8）

（5）全ての児童・生徒が明るくのびのび通うことができる教育環境の実現（楽しい理由）

（小中学生…問6、保護者…問9）

（6）全ての児童・生徒が明るくのびのび通うことができる教育環境の実現（楽しくない理由）

（小中学生…問7、保護者…問10）

（7）全ての児童・生徒が明るくのびのび通うことができる教育環境の実現（学校の意味）

（小中学生…問9）

１０.教育施策全般
（1）こどもたちが希望を持てるまちづくり（こどもの将来像）

（小中学生…問30、保護者…問21）

す。

・学校が楽しいと回答した小中学生を対象に、楽しい理由を質問した結果、

「仲の良い友達がいる」が87.8％と最も高く、次いで「給食がおいしい」が

53.5％と続きました。

・楽しそうに通っていると回答した保護者に対して、楽しい理由を質問した結果、

「仲の良い友達がいる」が89.8％と最も高く、次いで「部活動やクラブ活動が楽

しい」が40.3％と続きました。

・友人関係の割合が最も高いことから、良好な関係を維持できるような支援が

必要です。

・学校は楽しいかを小中学生に質問した結果、「いつも楽しい」31.5％、「楽しい

と感じる日が多い」35.4％「楽しい日も楽しくない日もある」27.1％、「あまり楽し

い日がない」4.1％、「楽しいと思った日はほとんどない」1.8％でした。

・保護者に対して、こどもが楽しく学校に通っているかを質問した結果、「とても

楽しく通っている」28.0％、「まあ楽しく通っている」55.8％に対して、「あまり楽し

そうに通っていない」3.4％、「楽しそうに通っていない」4.7％と、楽しそうに通っ

ていないの合計は8.1％でした。

・「あまり楽しい日がない」や「楽しいと思った日はほとんどない」の割合を低くし

ていくために、教員への研修の充実や意識調査を踏まえた教育環境の整備を

進める必要があります。

・学校が楽しくないと回答した小中学生を対象に、楽しくない理由を質問した結

果、「勉強が楽しくない」が43.8％と最も高く、次いで「学校の雰囲気や環境が

好きではない」が27.1％、「学校で運動することが楽しくない」が22.9％と続きま

した。

・学校に楽しそうに通っていないと回答した保護者に対して、楽しそうでない理

由を質問した結果、「勉強が楽しくない」が55.3％と最も高く、次いで「学校の雰

囲気や環境が好きではない」が50.0％と続きました。

・勉強が楽しくないことの割合が高いため、分かりやすい授業や興味・関心を引

く授業など、教員の指導力を向上させる研修の充実が必要です。

・将来どのような大人になりたいか小中学生に質問した結果、「人を思いやる心

を持っている人」が72.9％と最も高く、次いで「家族を大切にする人」が68.5％

と続きました。

将来どのような大人になってもらいたいかを保護者に質問した結果、「人を思

いやる心を持っている人」が最も高く、次いで「困難を乗り越えられる人」が続き

ました。

・意識調査の結果を踏まえた教育の推進を検討する必要があります。

・学校はどのようなところかを小中学生を対象に質問した結果、「友だちの輪を

広げる」が72.6％と最も高く、次いで「勉強をして学力をあげる」が70.8％、「運

動して体力をつける」が42.3％と続きました。

・意識調査を踏まえた教育環境の整備を検討する必要があります。
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（2）こどもたちが希望を持てるまちづくり（こどもに身につけてほしい能力）

（江東区民…問7、保護者…問20）

（3）こどもたちが希望を持てるまちづくり（江東区の教育環境）

（江東区民…問13、保護者…問29）

（4）こどもたちが希望を持てるまちづくり（江東区の教育理念）

（江東区民…問14、保護者…問30）

１１.図書館・大学・企業
（1）児童・生徒の図書館利用状況の検証（区立図書館の利用頻度）

（江東区民…問21、小中学生…問31、保護者…問37）

・将来に向けてこどもに身に付けてほしいと思っていることを保護者に質問した

結果、「社会性（協調性や思いやり）を身に付ける」が最も高く、次いで「コミュニ

ケーション能力をつける」が続きました。

・これからのこどもに必要だと思うことを区民に質問した結果、保護者と同様に

「社会性（協調性や思いやり）を身に付ける」が最も高く、次いで「規範意識

（ルールやマナーなど）を習得させる」が続きました。

・社会性を基盤に、学校生活を通してコミュニケーション能力や規範意識を獲

得できるように、意識調査の結果を踏まえた教育の推進を検討する必要があり

ます。

・江東区の教育環境は充実しているかを保護者と区民に質問した結果、「と

ても充実している」では保護者が5.3％、区民が2.1％、「充実している」では

保護者が49.1％、区民が31.9％でした。一方、「あまり充実していない」で

は保護者が5.3％、区民が3.7％、「全く充実していない」では保護者が

2.1％、区民が1.3％でした。

・保護者の半数以上が、江東区の教育環境を充実していると回答している

ことから、広報の発信力強化と現在行っている教育政策に関する各種取組

みの推進を継続することが重要です。

・江東区が掲げる教育の理念について、ふさわしいものを保護者と区民に質問

した結果、いずれも、「自ら学び、考え、行動する自立した人間の育成」が最も

高く、次いで「人権を尊重し、正義感や他人への思いやりにあふれる人間の育

成」が続きました。

・区の理念を軸に教育の充実を図る必要があります。

・区立図書館の利用頻度について、小中学生・保護者・区民に質問した

結果、小中学生では「あまり利用しない」が25.3％と最も高く、次いで「年

に数回程度」が24.4％、「月に数回程度」が15.2％と続きました。また、

「利用したことがない」は6.4％でした。

・保護者では、「年に数回程度」が26.5％と最も高く、次いで「あまり利用し

ない」が20.9％、「月に数回程度」が20.7％と続きました。「利用したことが

ない」は3.6％でした。

・区民では、「あまり利用しない」が24.1％と最も高く、次いで「年に数回程

度」が19.6％、「利用したことがない」が14.9％と続きました。

・図書館の利用率が低いため、本に触れる機会の創出や読書習慣の醸

成、イベントの充実や書籍の充実、図書館での取組みの広報などを推進

する必要があります。

とても充実して

いる

5.3%

充実している

49.1%

※結果の一部を示しています。

※結果の一部を示しています。
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（2）児童・生徒の図書館利用状況の検証（区立図書館の利用目的）

（江東区民…問22、小中学生…問32、保護者…問38）

（3）図書館における特色ある行事や展示の実施等の来館を促す取り組み（こども）

（江東区民…問23、小中学生…問33、保護者…問39）

（4）図書館における特色ある行事や展示の実施等の来館を促す取り組み（保護者・区民）

（江東区民…問24、保護者…問40）

・区立図書館の利用目的について、図書館を年に１回以上利用して

いる小中学生・保護者・区民に質問した結果、小学生・保護者・区民

ともに「本やCDの貸出」が最も高く、次いで小学生は「勉強、学習の場

所」が、保護者と区民は「本や雑誌、新聞を読む」が続きました。

・一方、「図書館職員へ本などの相談」や「お話会などのイベント参加」

は低調であるため、図書館での魅力あるイベントの実施や、図書館で

の取組みの広報を推進する必要があります。

・区立図書館で取り組んでほしいことについて、小中学生・保護者・区民に質

問をした結果、小中学生では「本の種類を増やしてほしい」が45.3％で、区民・

保護者は、いずれも「蔵書の量の充実」が最も高い結果でした。次いで小中学

生は「机を増やしてほしい」が30.1％、「新刊を置いてほしい」が24.6％と続い

ています。

・保護者と区民は「蔵書の質の充実」、「予約・リクエストサービスの充実」が続

きました。また、「電子図書の充実」については小学生は17.0％、保護者は

18.8％、区民は15.7％でした。

・蔵書量の充実とともに、電子図書の充実など図書館利用者の利便性向上の

取組みが求められます。

・こどもの読書活動を推進するために区立図書館ではどのような取り組みが必

要かを、保護者と区民に質問した結果、保護者では「中学・高校生向けの資

料の充実」が最も高く、次いで「児童図書の充実」、「学校図書室との連携」が

続きました。

・区民では、「おはなし会やこども向けイベントの充実」が最も高く、次いで「児童

図書の充実」、「中学・高校生向けの資料の充実」が続きました。

・図書や資料等書籍の充実を図るとともに、イベントの充実など、こどもたちが

多様な本と触れ合える機会の拡大を推進する必要があります。

※結果の一部を示しています。

63.3

%

39.7

%

33.3

%

30% 45% 60% 75%

本やCDの貸出

勉強、学習の場

所

本や雑誌、新聞

を読む
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資料編　調査依頼状・調査票

１.江東区民（調査依頼状）
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２.江東区民（調査票）
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教育に関する意識調査（小中学生・調査依頼状） 令和6年度 江東区

３.小中学生（調査依頼状）
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教育に関する意識調査（小中学生・調査票） 令和6年度 江東区

４.小中学生（調査票）

問1:あなたの学年はどれですか？（ひとつだけ）

1.小学校4年生 4.中学校1年生（義務教育学校7年生）

2.小学校5年生 5.中学校2年生（義務教育学校8年生）

3.小学校6年生 6.中学校3年生（義務教育学校9年生）

7.その他

問2:あなたの性別はどれですか？（ひとつだけ）

1.男子

2.女子

3.答えたくない

問3:あなたの家の地区はどこですか？（ひとつだけ）

1.白河 6.亀戸

2.小松橋 7.大島

3.富岡 8.砂町

4.東陽 9.南砂

5.豊洲 10.その他

問4:あなたにきょうだいはいますか？（いくつでも）

1.兄 4.妹

2.姉 5.いない

3.弟

問5:＜学校について＞  学校は楽しいですか？(ひとつだけ)

1.いつも楽しい

2.楽しいと感じる日が多い

3.楽しい日も、楽しくない日もある

4.あまり楽しい日がない

5.楽しいと思った日はほとんどない

問6:楽しいと思う理由は次のどれですか？(いくつでも)
※問5で「いつも楽しい」「楽しいと感じる日が多い」「楽しい日も、楽しくない日もある」と回答した者のみに質問

1.学校の雰囲気（ふんいき）が好き 6.部活動やクラブ活動が楽しい

2.先生と仲がいい 7.給食がおいしい

3.仲の良い友だちがいる 8.学校での行事などが楽しい

4.勉強が楽しい 9.その他

5.学校で運動することが楽しい 10.わからない

問7:楽しくないと思う理由はどれですか？(いくつでも)
※問5で「楽しい日も、楽しくない日もある」「あまり楽しい日がない」「楽しいと思った日はほとんどない」と回答した者のみに質問

1.学校の雰囲気（ふんいき）や環境（かんきょう）が好きではない 7.学校での行事などに楽しさを感じない

2.先生と仲がよくない 8.給食がおいしくない

3.仲の良い友だちがいない 9.その他

4.勉強が楽しくない 10.わからない

5.学校で運動することが楽しくない

6.部活動やクラブ活動が負担（ふたん）になっている
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教育に関する意識調査（小中学生・調査票） 令和6年度 江東区

問8:学校の授業はわかりやすいですか？(ひとつだけ)
1.よくわかる

2.まあまあわかる

3.たまにわからないことがある

4.わからないことが多い

5.まったくわからない

問9:あなたにとって学校はどのようなところですか？(いくつでも)
1.勉強をして学力をあげる 6.友だちや先生に相談できる

2.音楽・図工/美術などの技術を学ぶ 7.クラブ/部活動に参加する

3.運動して体力をつける 8.おいしい給食を食べられる

4.友だちの輪を広げる 9.その他

5.先生のような大人と話をする 10.わからない

問10:学校の運動で楽しかったことはどれですか？(いくつでも)
1.運動会 5.わくわくタイム、ウォームアップタイム

2.ながなわチャレンジ 6.プロの選手やオリンピック・パラリンピック選手との交流

3.ボッチャ 7.その他

4.プール 8.楽しかったものはない

問11:自分から進んで学習したいと思えるのはどのような授業ですか？(いくつでも)
1.基礎的な勉強

2.タブレット端末を使っていろいろなことをする

3.世界で役に立つ能力（英語やコミュニケーション能力）

4.俳句作り

5.職場（仕事）体験

6.自然の中での体験

7.体力をつける運動

8.こころの授業（自分の大切さやほかの人を認める優しい心を知る）

9.その他

10.どれもない

問12:どのような学校だと勉強や生活がしやすいと思いますか？(いくつでも)
1.教室が明るい

2.いつでも体を動かせる場所がある

3.トイレがきれい

4.生き物がたくさんいる緑や池がある

5.友だちと過ごせるスペースがある

6.木材をたくさん使った校舎

7.だれでも使うのに困らない校舎（ユニバーサルデザイン・ジェンダーフリー）

8.プライバシーが守られている

9.災害に強い

10.その他

11.わからない
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問13:どのような先生が好きですか。または理想だと思いますか？(いくつでも)
1.みんなに公平に接してくれる

2.話をよく聞いてくれる、相談にのってくれる

3.自分たちのことを分かってくれる

4.勉強を分かりやすく教えてくれる

5.良いところや得意なところをほめてくれる

6.社会のきまりや守るべきことを教えてくれる

7.自分の目標や手本になってくれる

8.なんでもよく知っている

9.その他

10.わからない

問14:学校の先生は、あなたの相談を聞いてくれますか？(ひとつだけ)
1.よく聞いてくれる 4.あまり聞いてくれない

2.聞いてくれることがある 5.まったく聞いてくれない

3.あまり聞いてくれない 6.相談したことがない

問15:学校や生活のことで悩んでいることはありますか？ 
次の中からあてはまるものを選んでください。(いくつでも)

1.学校の先生のこと

2.友だちのこと

3.勉強に関すること

4.家族の世話や看病が忙しいこと

5.勉強や塾が忙しくて寝る時間が短いこと

6.自分の居場所がないこと

7.話したいことや相談したいことを大人が聞いてくれないこと

8.自分自身の「からだ」のこと

9.インターネットでつながっている人（学校の友だち以外）のこと

10.その他

11.悩んでいることはない

問16:悩みがあった時、誰に相談しますか？(いくつでも)
1.両親 10.江東区のSNS教育相談（5to9マンデーなんでもチャット相談）

2.きょうだい 11.きっずクラブや、部活動の指導員

3.祖父母 12.インターネットの相談コーナー

4.友だち 13.いじめ相談ホットラインなどの電話相談

5.先ぱいや上級生 14.ネット友人、SNS

6.担任の先生 15.その他

7.担任以外の学校の先生 16.相談できる人はいない

8.スクールカウンセラー 17.相談しようと思わない

9.学校以外（塾、習い事等）の先生

問17:江東区のＳＮＳ教育相談（5to9マンデーなんでもチャット相談）を
知っていますか？ (ひとつだけ)

1.知っている

2.知らない
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問18:＜タブレット端末について＞  タブレット端末を学校の授業以外に
どのようなことに使っていますか？(いくつでも)

1.課題（ドリルなど）

2.学校の予習・復習

3.インターネットで調べ物

4.プログラミング学習

5.その他

6.使っていない

問19:タブレット端末を使ってやってみたいことはありますか？(いくつでも)
1.デジタル教科書での授業

2.休んだ時のオンライン授業

3.他の学校や海外とのコミュニケーション

4.動画やイラストの編集

5.絵やイラストを描く

6.高度な（少しむずかしい）プログラミング学習

7.オンラインで博物館などのバーチャル見学

8.オンラインイベントの参加

9.作曲や演奏

10.電子書籍を読む

11.その他

12.特にない

問20:＜スマートフォンについて＞  あなたは自分のスマートフォンを持っていますか？
(ひとつだけ)

1.持っている

2.持っていない

問21:あなたはSNSを利用していますか？(ひとつだけ)
※問20でスマートフォンを「持っている」と回答した者のみに質問

1.毎日利用している

2.時々利用している

3.あまり利用していない

4.利用したことがない

問22:SNSで悪口やいじめを経験したことはありますか？(ひとつだけ)
※問21でSNSを「利用している」と回答した者のみに質問

1.ある

2.自分はないが、他人が悪口やいじめをされているのを見たことがある

3.ない

問23:＜放課後について＞  「Challenge Wednesday」は主にどのように
過ごしていますか？(いくつでも)

1.自宅で勉強 7.家事の手伝い

2.学習塾 8.友だちと遊ぶ

3.習い事 9.外遊び

4.放課後学習教室 10.その他

5.図書館での読書・調べ学習 11.特に何もしない

6.地域の活動
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問24:放課後どのようにして過ごすことが多いですか？(いくつでも)
1.自宅で過ごす（勉強以外） 6.部活動・クラブ活動

2.自宅で勉強 7.友だちと遊ぶ

3.学習塾 8.その他

4.習い事 9.特になにもしない、わからない

5.江東きっずクラブ

問25:学校の授業や登校以外で、ふだん1日にどのくらいの時間運動をしていますか？
(ひとつだけ)

1.ほとんどしない（15分未満） 6.2時間くらい

2.15分くらい 7.3時間くらい

3.30分くらい 8.4時間以上

4.1時間くらい 9.その他

5.1時間30分くらい

問26:あなたは習い事や部活動、クラブ活動をしていますか？(いくつでも)
1.運動系の活動をしている

2.文化・芸術系の活動をしている　（音楽、美術など）

3.習い事をしている　（料理、書道、華道、茶道など）

4.英会話教室に通っている

5.趣味の活動をしている　（将棋、囲碁など）

6.プログラミング教室に通っている

7.その他

8.何もしていない

問27:体育の授業やクラブ、部活動以外で、よくやるスポーツは何ですか？(いくつでも)

1.球技（個人） 7.陸上競技

2.球技（団体） 8.登山・ロッククライミング

3.武道 9.スキー・スケート

4.体操・ダンス 10.スケートボード

5.水泳・スイミング 11.その他

6.ランニング・ウォーキング

問28:住んでいる地域の行事（こども会、祭りなど）にどの程度参加していますか？
(いくつでも)

1.地域の行事予定を自分で調べて参加している

2.学校や町会のお知らせを見て、興味があれば参加している

3.友だちに誘われた時は参加している

4.ほとんど参加しない

5.参加したことはない

6.わからない、覚えていない

問29:＜自分について＞  自分は幸せだと思いますか？(ひとつだけ)
1.とても幸せ

2.幸せ

3.どちらでもない

4.あまり幸せではない

5.全く幸せではない
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問30:将来どのような大人になりたいと思いますか？ (いくつでも)
1.人を思いやる心を持っている人

2.自己肯定感をもち、自分に自信を持っている人

3.困難（こんなん）を乗り越えられる人

4.家族を大切にする人

5.友だちや仲間がたくさんいる人

6.健康で体力に自信がある人

7.常に努力をする人

8.夢を実現するために、最後まであきらめない人

9.社会のきまりを守る人

10.新しいことに取り組もうとする人

11.社会の役に立てる人

12.海外で活躍する人

13.得意なことをたくさん持っている人

14.リーダーとして活躍する人

15.スポーツや芸術など、特定の分野で努力できる人

16.地域へ貢献する人

17.その他

18.特に思いつかない、わからない

問31:＜図書館について＞  区立図書館をどのくらい利用していますか？(ひとつだけ)
1.ほぼ毎日 6.年に数回程度

2.週に数回程度 7.年に1回程度

3.週に1回程度 8.あまり利用しない

4.月に数回程度 9.利用したことがない

5.月に1回程度

問32:図書館を利用する主な目的は何ですか？(いくつでも)
1.本やCDの貸出 6.インターネットや無線LANの利用

2.本や雑誌、新聞を読む 7.図書館職員へ本などの相談

3.本や資料による調べもの 8.お話し会などのイベント参加

4.動画、ビデオ等の閲覧 9.その他

5.勉強、学習の場所

問33:区立図書館で取り組んでほしいことは何ですか？ (いくつでも)
1.本の種類を増やしてほしい 7.ホームページをわかりやすくしてほしい

2.新刊を早く置いてほしい 8.本や調べものの相談をできるようにしてほしい

3.電子図書を増やしてほしい 9.施設の改修・修繕

4.イベントなどを増やしてほしい 10.その他

5.机を増やしてほしい 11.特にない

6.おすすめの本の紹介をしてほしい

問34:学校や生活について言いたいこと、かなえて欲しいことがあれば、なんでも
書いてください。（自由記述）
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５.保護者（調査依頼状）
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６.保護者（調査票）

問1:あなたがお住まいの地区をお選びください。(ひとつだけ)

1.白河 6.亀戸

2.小松橋 7.大島

3.富岡 8.砂町

4.東陽 9.南砂

5.豊洲 10.その他

問2:あなたの年齢をお選びください。(ひとつだけ)
1.29歳以下 4.50～59歳

2.30～39歳 5.60～69歳

3.40～49歳 6.70歳以上

問3:あなたの性別をお選びください。(ひとつだけ)

1.男性

2.女性

3.答えたくない

問4:あなたの職業をお選びください。(ひとつだけ)

1.会社役員・団体役員 6.それ以外の教育関係者

2.会社員・団体職員 7.パート・アルバイト

3.自営・自由業 8.学生

4.公務員 9.無職（専業主婦・主夫含む） 

5.公立学校教職員 10.その他

問5:お子さんの学年をお選びください。（今回、調査にお答えいただくお子さまに

ついてお選びください）(ひとつだけ)

1.小学校4年生 4.中学校1年生（義務教育学校7年生）

2.小学校5年生 5.中学校2年生（義務教育学校8年生）

3.小学校6年生 6.中学校3年生（義務教育学校9年生）

問6:あなたはお子さんにとってどのような続柄ですか。(ひとつだけ)
1.父親 5.おじ

2.母親 6.おば

3.祖母 7.その他

4.祖父

問7:同居している家族について、あてはまるものをすべてお選びください。
（あなたにとっての続柄でお答えください）(いくつでも)

1.配偶者

2.子

3.兄弟姉妹

4.父母、義父母

5.祖父母、義祖父母

6.孫、ひ孫

7.その他
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問8:あなたのお子さんは、楽しく学校に通っていますか。(ひとつだけ)
1.とても楽しく通っている 4.あまり楽しそうに通っていない

2.まあ楽しく通っている 5.楽しそうに通っていない

3.どちらとも言えない 6.わからない、気にしたことがない

問9:お子さんが学校が楽しい理由は何だと思いますか。(いくつでも)
※問8で学校に「とても楽しく通っている」「まあ楽しく通っている」と回答したのみに質問

1.学校の雰囲気や環境が好き 6.部活動やクラブ活動が楽しい

2.教員との関係が良好である 7.学校での行事などが楽しい

3.仲の良い友だちがいる 8.給食がおいしい

4.勉強が楽しい 9.その他

5.体育の時間が楽しい 10.知らない、わからない

問10:楽しそうではない理由は何だと思いますか。(いくつでも)
※問8で学校に「あまり楽しそうに通っていない」「楽しそうに通っていない」と回答したのみに質問

1.学校の雰囲気や環境が好きではない 7.部活動やクラブ活動が負担になっている

2.教員との関係が良好ではない 8.学校での行事などに楽しさを感じない

3.仲の良い友だちがいない 9.給食がおいしくない

4.仲の良くない友だちがいる 10.その他

5.勉強が楽しくない 11.知らない、わからない

6.体育の時間が楽しくない

問11:あなたのお子さんは、学校の授業以外で運動やスポーツをしていますか。
(いくつでも)

1.民間スポーツクラブや道場等に通っている

2.地域のスポーツチームに参加している

3.学校の運動部に参加している

4.きっずクラブを利用して運動している

5.その他

6.なにもしていない

7.知らない、わからない

問12:お子さんが学校の運動行事で特に興味を持っていることは何ですか。(いくつでも)
1.運動会

2.ながなわチャレンジ

3.ボッチャ

4.プール

5.わくわくタイム/ウォームアップタイム

6.プロの選手やオリンピック・パラリンピック選手との交流

7.その他

8.興味を持っているものはない

9.知らない、わからない

問13:お子さんは、放課後どのようにして過ごすことが多いですか。(いくつでも)
1.自宅で過ごす（勉強以外） 6.部活動・クラブ活動

2.自宅で勉強 7.友だちと遊ぶ

3.学習塾 8.その他

4.習い事 9.特になにもしない、わからない

5.江東きっずクラブ
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問14:お子さんは「Challenge Wednesday」はどのように過ごしていますか。
(いくつでも)

1.自宅で勉強 7.家事の手伝い

2.学習塾 8.友だちと遊ぶ

3.習い事 9.外遊び

4.放課後学習教室 10.その他

5.図書館での読書・調べ学習 11.特に何もしない

6.地域の活動

問15:お子さんはスマートフォンを持っていますか。(ひとつだけ)
1.持っている

2.持っていない

問16:スマートフォンを持たせているのはどのような理由からですか。(いくつでも)
※問15でスマートフォンを「持っている」と回答したのみに質問

1.連絡手段として 7.家族とのコミュニケーションをよくするため

2.安全のため 8.家族全員が持っているため

3.調べものなど学習のため 9.こどもが強く希望したから

4.こどもの希望 10.その他

5.友だち関係を円滑にするため 11.特に理由はない

6.まわりの友だちが持っている

問17:お子さんのスマートフォンの利用について、制限などの設定をしていますか。
(いくつでも)
※問15でスマートフォンを「持っている」と回答したのみに質問

1.1日の利用時間を決めている

2.使うアプリの制限をしている

3.使う場所（場面）の制限をしている

4.夜など使わない時間は保護者が管理している

5.携帯電話会社のフィルタリングサービスを利用している

6.利用状況などを親が確認できるように設定している

7.その他

問18:お子さんは学校から提供されたタブレット端末を、学校以外（家を含む）で
どのようなことに使っていますか。(いくつでも)

1.課題（ドリルなど） 5.学校や友だちとの連絡

2.学校の予習・復習 6.その他

3.調べもの 7.特に利用していない

4.プログラミング学習
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問19:タブレット端末を活用した教育で重要と思うことは何ですか。(いくつでも)
1.個人のペースで学習できる

2.同じ内容を繰り返して学習できる

3.登校できなくても学びの機会が確保できる

4.他の学校や海外などの児童生徒とのコミュニケーションがとれる

5.教師の説明時間の短縮等により、効率的な授業ができる

6.写真や映像、イラストなどのデジタル教材を活用できる

7.情報活用能力が育成できる

8.自由な時間に学ぶことができる

9.情報セキュリティーや情報モラルマナーについて学習できる

10.その他

11.特に重要と思うことはない

12.タブレット端末は教育に必要ない

問20:お子さんが将来に向けて、身に付けて欲しいと思っていることは何ですか。
(いくつでも)

1.社会性（協調性や思いやりの心など）を身に付ける

2.基礎的な学力を向上させる

3.規範意識（ルールやマナーなど）を習得させる

4.基本的な生活習慣を身につける

5.問題を解決する力をつける

6.コミュニケーション能力をつける

7.自立心や向上心を習得する

8.情報を活用する力を身につける

9.音楽や美術等、芸術に親しむ心を持たせる

10.外国語を身に付ける

11.グローバルに活躍できるような考え方を持つ

12.その他

13.特に思いつかない

問21:あなたのお子さんは、将来どのような大人になってもらいたいと思いますか。
(いくつでも)

1.人を思いやる心を持っている人

2.自己肯定感をもち、自分に自信を持っている人

3.困難を乗り越えられる人

4.家族を大切にする人

5.友だちや仲間がたくさんいる人

6.健康で体力に自信がある人

7.常に努力をする人

8.夢を実現するために、最後まであきらめない人

9.社会のきまりを守る人

10.新しいことに取り組もうとする人

11.社会の役に立てる人

12.海外で活躍する人

13.得意なことをたくさん持っている人

14.リーダーとして活躍する人

15.スポーツや芸術など、特定の分野で努力できる人

16.地域へ貢献する人

17.その他

18.特に思いつかない
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問22:あなたはお子さんの友だち関係や学校のことで悩んだことがありますか。

(ひとつだけ)
1.よく悩んでいる

2.時々悩むことがある

3.どちらともいえない

4.あまり悩んだことはない

5.悩んだことはない

問23:あなたはお子さんに関することで悩んだとき、どのような人や機関に相談しますか。
(いくつでも)

1.配偶者

2.あなたの両親　（こどもの祖父母）

3.その他の家族、親族

4.学校の担任教員

5.あなたの友人・知人

6.学校の教育相談の専門員（スクールカウンセラー）

7.スクールソーシャルワーカー

8.校長や担任以外の教員（児童生徒指導担当教員など）

9.教育センターの教育相談窓口（ワンストップ型教育相談窓口）

10.いじめ相談ホットラインなどの電話相談

11.警察や児童相談所

12.教育委員会

13.その他

14.誰にも相談しない

15.知らない、わからない

問24:区（教育委員会）の相談窓口（ワンストップ型教育相談窓口）を
知っていますか。(ひとつだけ)

1.知っている

2.知らない

問25:あなたのお子さんが通う学校についてお伺いします。
これからの学校教育で重要と思うことは何ですか。(いくつでも)

1.少人数指導・習熟度別による授業

2.国際性を身につける教育

3.いじめ・不登校対策

4.基礎的な学力・体力向上に向けた取り組み

5.質の高い授業・教員の指導力の向上

6.児童・生徒一人一人に応じた教育

7.情報社会を生きる能力の育成

8.自立に向けた教育（キャリア教育）

9.学力・体力向上への発展的な取り組み

10.学校の安全対策

11.小中連携教育・一貫教育

12.小学校入学前の幼児への教育

13.家庭教育支援

14.計画的な学校施設整備

15.地域・家庭・学校が連携・協働する取り組み

16.その他

17.重要だと思うものは特にない
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問26:勉強以外に学校に期待することはありますか。(いくつでも)

1.児童・生徒一人ひとりに対するきめ細かい対応

2.特色ある教育活動・学校づくり

3.教員の資質・指導力の向上

4.児童・生徒の安全対策

5.部活動の充実

6.学校の情報発信

7.学校施設・設備の充実

8.学校と保護者とのコミュニケーション

9.地域との交流

10.その他

11.特に望むことはない

問27:近年、教育現場においてもニーズが多様化しています。
それに対応するためにあなたは何が重要だと思いますか。(いくつでも)

1.特別な支援を必要とするこどもへの個に応じた支援の充実

2.インクルーシブ（多様なこどもたちが同じ場所で学びあう）教育の推進

3.いじめ・不登校の未然防止

4.不登校児童・生徒への支援の充実

5.多言語に対応した日本語指導等の支援の充実

6.学校施設・設備の改修

7.教育相談体制の充実

8.道徳教育の推進

9.ジェンダーレスの理解

10.個性の尊重

11.教職員の専門性の向上

12.関係機関の連携強化

13.その他

14.重要だと思うものは特にない

問28:小学校、中学校の環境で重要だと思う事は何ですか。(それぞれひとつずつ)
(5段階評価)

m1.快適な教室空間

m2.ICT環境の充実 1.とても重要

m3.バリアフリー・ジェンダーフリーの設備 2.重要

m4.防災性に優れた校舎 3.どちらでもない

m5.環境に配慮されたつくり（緑化、木質化、太陽光・雨水利用） 4.あまり重要でない

m6.プライバシーの配慮 5.全く重要でない

m7.地域との交流スペース

問29:次に、江東区の教育についてお伺いします  江東区の教育環境は充実していると
思いますか。(ひとつだけ)

1.とても充実している

2.充実している

3.どちらともいえない

4.あまり充実していない

5.全く充実していない
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問30:江東区の掲げる以下の理念の中で、ふさわしいと思うものをお選びください。
(いくつでも)

1.自ら学び、考え、行動する自立した人間の育成

2.人権を尊重し、正義感や他人への思いやりにあふれる人間の育成

3.知識・道徳・体力の調和がとれた人間の育成

4.ともに学びあい、支えあい、社会の一員として役割を果たす人間の育成

5.生命や自然、環境を大切にする人間の育成

6.個性と創造力あふれる人間の育成

7.公共精神を持ち、よりよい社会づくりに主体的に取り組む人間の育成

8.社会の正義と責任、男女の平等を大切にする人間の育成

9.郷土意識を持ち、国際社会を生きる人間の育成

10.その他

11.特にふさわしいと思うものはない

12.知らない、わからない

問31:教育委員会の取組について、あなたは何で情報を得ますか。(いくつでも)
1.区（教育委員会）ホームページ 6.「学校、今日行く！」～教育長の学校日記～

2.こうとう区報 7.PTA広報

3.広報誌「こうとうの教育」 8.その他

4.学校だより 9.どれも利用したことがない

5.学校ホームページ

問32:江東区では、学校教育の維持向上のため、教員の長時間勤務の是正に向けた
「学校における働き方改革」を進めています。 教員の働き方改革に関する取組について
必要と思うものをお選びください。(いくつでも)

1.人的支援や効率化などによる事務負担の軽減

2.出退勤時刻の客観的な把握により適正な時間管理の実施

3.自宅等への持ち帰り作業の禁止

4.学校が参加するイベントなどの見直し

5.教員の意識改革

6.部活動運営の適性化

7.部活動を地域での活動に移行

8.地域や保護者による学校支援の強化

9.DX（データやデジタル技術を活用した教育）の推進

10.学校以外（民間施設等）のプールの活用

11.その他

12.必要と思うものはない

問33:あなたが教職員に求めることは何ですか。(いくつでも)
1.公平にこどもを評価する

2.非行やいじめなどの問題行動へ適切な対応をする

3.社会人としての一般常識を持っている

4.わかりやすい授業でこどもたちの学力を上げる

5.こどもや保護者から信頼され尊敬される人格を持っている

6.こどもに基本的な生活習慣や態度を身につけさせる

7.こどもに道徳心を身につけさせる

8.教育への責任感や使命感を持つ

9.授業力や教科などの専門知識を習得している

10.部活動等の指導ができる

11.その他

12.特に望むことはない
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問34:地域での活動についてお伺いします。あなたは地域で行っている次のような
活動に参加したことはありますか。(いくつでも)

1.こどもたちの通学区域の安全を守る巡回活動への参加・協力

2.「こども110番の家」の協力

3.児童館、図書館などでのボランティア

4.特技や能力を活かした、授業や課外活動への協力

5.地域の美化・清掃活動の協力

6.花壇や芝生などの整備の協力

7.地域イベントやお祭りなどの参加・協力

8.災害発生時に備えた訓練等の参加

9.その他

10.特に何もしていない

問35:地域と学校の連携について、あなたはどのように思いますか。(いくつでも)
1.自分の地域と学校はうまく連携している

2.地域と学校の連携のイメージがわからない

3.こどもの成長のためにも地域と学校の連携を進めていくべきだ

4.自分の地域は学校とあまり連携していない

5.地域と学校の連携は意味がない

6.その他

7.特に何も思わない

問36:地域の中の学校として、地域が学校に協力できることは何だと考えますか。(いくつでも)

1.地域のこどもへのあいさつや声かけ

2.こどもたちの通学区域の安全を守る巡回活動への参加・協力

3.運動会や文化祭などの学校行事への参加・協力

4.学校や学校周辺の美化・清掃活動への参加・協力

5.特技や能力を活かした授業への協力

6.部活動・クラブ活動などの指導への協力

6.放課後活動への協力

7.読み聞かせや図書室の整理等の学校図書ボランティア

8.花壇や芝生などの整備への協力

9.災害時の避難誘導

10.事件発生時の通報、見守り

11.その他

12.わからない

問37:最後に区立図書館についてお伺いします。 あなたは日ごろ、
区立図書館をどのくらい利用していますか。 (ひとつだけ)

1.ほぼ毎日 6.年に数回程度

2.週に数回程度 7.年に1回程度

3.週に1回程度 8.あまり利用しない

4.月に数回程度 9.利用したことがない

5.月に1回程度 10.わからない、覚えていない

問38:図書館を利用する目的は何ですか。(いくつでも)
※問37で図書館を「利用したことがある」者に質問

1.本やCDの貸出 6.インターネットや無線LANの利用

2.本や雑誌、新聞を読む 7.図書館職員へ本などの相談

3.本や資料による調べもの 8.お話し会などのイベント参加

4.動画、ビデオ等の閲覧 9.その他

5.勉強、学習の場所
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問39:区立図書館で取り組んでほしいことは何ですか。(いくつでも)

1.蔵書の量の充実

2.蔵書の質の充実

3.電子図書の充実

4.イベントや講座の充実

5.予約・リクエストサービスの充実

6.読書の機会づくり支援（おすすめ書籍の紹介など）

7.ホームページの充実

8.本や調べものに関する相談窓口の充実

9.施設の改修・修繕

10.キッズコーナーの充実

11.その他

12.特にない

問40:こどもの読書活動を推進するため、区立図書館において、
どのような取り組みが必要であると考えますか。(いくつでも)

1.おはなし会やこども向けイベントの充実

2.児童図書の充実

3.館内装飾の工夫

4.中学・高校生向けの資料の充実

5.中学・高校生の読書ヘの動機付けとなるイベントの実施

6.ブックリストの作成・配布

7.こども専用のレファレンス（調べもの支援）サービスの充実

8.学校図書室との連携

9.こどもの読書活動に関わっている団体やグループへの支援およびネットワークづくり

10.子育て支援施設などへの出張、団体貸出および配本サービス

11.その他

12.特にない

問41:こどもたちの教育について、ご意見があれば自由にお書きください。(自由記述)

p.152



（仮称）教育推進プラン・江東（第３期） 計画策定に係る

教育に関する意識調査

２０２５年３月




